
【別紙様式 8】

課題番号 柑招 -一
項注:課題番号を記入してくださ

いO平成 19年度 学術研究助成金実績報

告書平成 20 年

3氏 名 張 喬森

RH
02

月所属 ･資格 商学部 ･准教授日 本 大 学 総 長

殿下記のとおり報告いたしま

す｡1 種 目 l奨励研究/一般療 (個人)/一般研究(共同)/総合研究 I注‥該当する種目をOで囲んでくださ
いD2 研

究課題半導体産業における中国の対内直接投資 -台湾企業を

中心…∴3

研究の目的昨年度は､目標として､台湾企業の中国進出統計資料に基づき､台湾 ⅠT企業の対中進
出の現状を把握し､台湾 ⅠT産業の対中進出の動向を明らかにした○その結果の一部は国際ビジネス
研究会の第49回関東部会にて発表したo今年度は､ⅠT産業の核なる半導体産業を中心に探っていこうと目指した

o4 研究の概要対中進出研究分野の研究も急速に発展しつつある研究領域であるが､本研究は

､中国大陸と政治.経済的に複雑な関係を持つハイテック産業の台湾系半導体企業の中国進出を焦点

に探求する0台湾半導体企業の対中進出の立地戦略を実証的に動態的モデルを展

開することを特色とするo結果として､中国進出台湾企業にとって魅力的な地域を明確化し､進出

行動と経営環境諸要因との相関関係を実証モデル化し､そのメカニズムを解

明し､現実社会に適用させるo5 研究組織 (共同

研究.総合研究のみ該当します)･研究

代表者･研究分担者 (役割分担)※ホームページ等での公開の 噂 .育) いずれかをOで囲んでください○



[実績報告書8-2コ

部科校名 : 商学部 氏名 : 張 義

森6 研究の結果 (総合研究の研究代表者は,4,000字以上記入してください｡

)研究

背景対中進出研究分野の研究も急速に発展しつつある研究領域であるが､記述研究を中心とした

研究が中心となっている｡ 学問的に展開していく上において､また現実の異なる状況を柔軟に説明

するためにも､一般化モデルに基づくそれぞれの進出国の企業に関する実証分析は極めて重要且つ

急務である｡ この研究は､中国大陸と政治 .経済的に複雑な関係を持つ台湾系半導体企業の中国進

出を焦点に探求す

る｡当研究においては､上記を念頭に置いた上で､台湾半導体企業の対中進出の立地戦略を実証

的に動態的モデルを展開することを特色とする｡また､経歴､政策などの政治 .社会変数を投資環

境要因としてモデル構築に加え分析することは､独創的な点といえ

る｡海外進出の立地に関する実証研究において､国内外の関連する研究は様々ある｡しかし､研

究対象は､先進国の投資環境が中心となっている｡また､従来の研究焦点は､国家間の地域選択に

あるが､最近､進出国内の立地戦略へと移っている｡対中進出の立地戦略研究において､国際経営

･経済分野､地域研究分野並びに東アジア経済 ･経営研究分野では､徐々に増えてきているが､記

述的分析及び研究機関の実地調査が主流である｡ 企業レベルの統計モデルによる実証研究はあま

りない｡当研究は､企業レベルの統計データをベースにしたアプローチを用い､経営環境及び進出

企業の地域選択行動との相互作用の解明を目指し､対中進出研究の動態的分析の面で､学問的進展を図

る

｡研究

目的本研究の目的は､台湾企業の､特に半導体産業を中心に､中国進出と中国国内における地域

競争力との相関関係を解明することにある｡本研究は､まず設立時期別および地域別の見方から､

台湾企業が､いつ､中国内のどの地域に､進出しているかという問いを解明することに努める｡ さら

に､多変量統計解析を通して台湾企業の対中投資の地域選択モデルを推定す

る｡本研究の分析フレームワークには､臥E.ポーターの ｢地域競争優位｣概念を取り入れ､地域

選択理論と結びつけた｡つまり､企業が地域選択する際､地域競争優位が高い地域に進出する可能

性が高く評価されるという仮説を立て､理論的に展開することを可能にした｡

仮説仮説1:地域競争力の基礎条件が高いほど該当地域の進出半導体企業が多くな

る｡仮説2:地域競争力の投資条件が高いほど該当地域の進出半導体企業が多くな

る｡仮説3:地域競争力の経済条件が高いほど該当地域の進出半導体企業が多くな

る｡仮説4:地域競争力の就労条件が高いほど該当地域の進出半導体企業が少なくな

る｡(地域の労働コストが高いほど該当地域の進出半導体企業が少なくなる0

)研究

成果本研究より期待される研究結果は､中国進出台湾半導体企業にとって魅力的な地域を明確化

し､進出行動と経営環境諸要因との相関関係を実証モデル化し､そのメカニズムを解明し､現実社

会に適用させ



【別紙様式 8】

課題番号 転 みo
飽注:課題番号を記入してくださ

い｡平成 19年度 学術研究助成金実績報

告書平成2008年 3月 31日

氏 名 Bthewa SimonJam

es所属 ･資格 商学部 ･推教授日 本 大 学 総 長

殿下記のとお り報告いたしま

す｡1 種 目 奨励研究/ 般研究胸 /一般研究(共同)/簡合研究 注:該当する種目をOで囲んでくださ

い｡2 研究

課題AutonomvthroughDependence:theParadoxesandchallengesOffinancialDOl

ieinMeiiiJap

an3 研究の
目的Theaboveresearch,originalandilmOVative, aimstoexplainhowJapan-Slatenineteenthcenturypreferencef

oreconomicand点nancial plamlngWasnotanideologicalantipodeofliberahsm, butwasinfomedbyt
heGerschenkronianprojectionofJapan-sbackwardnessvis-a-visthe-GreatPowers,anditsendangeredposidonwi伽nt
hedynamicsofimperialisminEastAsi

a.4 研究の
概要Theaboveresearcharguesthatplam gdidnotextendintoall丘eldsofJapan'seconomiclife,butwascentered

ontechnologyandknowledge.Accordingly,therefore,点nanceshouldbetreatedasateclmologythatwasappropriated
inordertosecurethesurvivalofthenewstate.Itdemonstrateshowthepoliticaleconomyof'catchinguplwasfuelled
bytheparadoxesassociatedwiththestatefsindependence,andconcllldesbynotingthatinthethoroughlycosmopolit
anfleldof点nance,autonomycruciallyimpliedaccessto,andthusdependenceon,foreignfinancialtechnolog y,especial
lyforeigncapitalmarketsforforeignloan

s.5 研究組織 (共同研究 ･総合研究のみ該当しま

す)･研究代

表者･研究分担者 (役割分

担)※ホームページ等での公開の 噂 ･否) いずれかをOで囲んでくださいo否の場合は,理由書を添付して下さ
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部科校名 :商学部 氏名 :S.I.Bythewa

y6 研究の結果 (総合研究の研究代表者は,4,000字以上記入してください

O)AutonomythroughI)ependence:theI)aradoxesandchallengesOfrmanci

alpOlicvinMeiiiJat)a

nAs aresultoftheaboveresearchourunderstandingofMeijiJapan'S五nancialpolicy,itsparadox
esandthechallengesitfaced,aswellasthedynamicsoftheJapaneseeconomy'srelationshipwit
h,anduseof,foreignCapital,Ifeelcertainthattheaboveresearchwillbeinformativeandsignifica
ntforfuturegenerationsofpolicymakers,researchersandscholarsconductlnghistoricalresearch
onJapanese艮nance

.Naturally,thepurchaseofresearchmaterial(books)toevaluatethepresentlevel
ofknowledge,andlearn&omthelatestresearchpresentedinthis丘eld,isintegraltothemethodolog
y,aimsandgoalsoftheaboveresearch･Inaddition,internationalconferencepartlCIPation
isnecessaryasamostimportantsourceofgalnlngPeer-evaluationandfeedback&omotheracademies●

●workinginthe点eld.ThereceiptOfthisresearchassistanceisessentialtoperformanceandsucce
ssofmyresearch.Ihaveappliedfor40percentoftheresearchfundstobespentinthisarea,but
itwouldbeappreciatedifalargerpercentageoffundsweretobemadeavailableforthispurpose

.Finally,theconclusionofthepresentworkingpaperontheabovetopicisappended
todemonstratewhathasbeendiscovere

d.ⅤⅢ.Condusi

onJapan-S五mancialdevelopmentintheperiodsbeforetheSecondWorldWarcam

otbeunderstoodbydrawingdistinctionsbetweentheliberalversustheplannedeconomy,

Orbetweenautonomousversusdependenteconomicgrowthanddevelopment.Pay

mgpaユ滋cularattendontotheviewsofthoseinvolvedinformulating血ancialpolicy血ri

ngthoseyearswhenJapanfsmodernpohticaleconomytookform,ourstudyhasshownt

hepreferenceforplanningwasinformedbyJapan-ssenseofbackwardnessviS-a-vi告t

heGreatPowers,anditsendangeredpositionwithinthedynamicsofimperialisminEa

stAsia.Usingbothprimaryarchival,andsecondarysources,wehavefollowed

aninductiveapproacも.,ratherthanprojectingmoderntheoriesandframeworkson

tohistoriCal data,inordertoreconstructthe'semanticsfofthestate,itseconom

icdevelopment,andtheimperiaもsm oftheperiodunderstudy.Theresultisamo

reintricate,yetempiricanylessproblematic,pictureinwhichpoliticsandeconomi

csappeartoboth mlngleandcomae,producingbothnewpohcyproblemsandn

ewsolutionsfordealingwiththeseproblem



[実績報告書8-3〕

部科校名:商学部 氏名:S.J.Bythewa

y研究の結果 (つづき

)Autonom throuhDcendenee:the)aradoxesandchalleno･esofflnanci

alDOlievinMeiiiJapa

nPlanning,centredontheacquisitionoftechnologyandknowledge,necessari

lylbcludedanunderstandingof血1anCialteclmology,inordertothatJapan couldfurth

eritseconomicgrowthanddevelopment.Wehavedemonstratedthat,forJapanasala

tedevelopingcountry,thesigni丘canceofJapan-sadoptionofthegoldstandardwasth

atitanowedthelarge-scaleimportoffToreigncapital formodernizationthrou

ghindustriahzation,theconductoflarge･scalewar,andthepursuitofempire-goalsf

orautonomythatcouldonlybeachievedatthecostofdependenceonwhatitw

ascompetingagamst:Westernteclmolo由cal,pohtical,and丘nancialsuperiorit

y.注 :必要に応じて,このページをご使用くださ



【別紙様式 8】

課題番号堰もoプ-
読注 :課題番号を記入してくださ

いO平成 19年度 学術研究助成金実績報

告書平成 20 年 4 月 1

5日氏 名 劉

慕和所属 ･資格 商学部 ･専任講師日 本 大 学 総 長

殿下記のとおり報告いたします
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部科校名 : 商学部 氏名 : 劉 慕

和6 研 究の結果 (総合研究の研究代表者は,4,000字以上記入してくださいQ

)監査委員会の設置目的のひとつは,企業が質の高い財務報告の提供を確保することにある｡言

うまでもないことであるが,経営者は財務報告を作成し,利害関係者に企業の財務情報を開示する義

務があるO しかし,HealyandWahlen(1999)が指摘するように,アーニングス･マネジメントを

行使することによって企業の経済業績について利害関係者をミスリー ドするおそれがあるOそこで,

アーニングス ･マネジメントとは何かをまず明らかにしなければならないのであ

る｡アーニングス･マネジメントの定義について,アメリカの会計学者の間では必ずしも一致した

意見が得られたわけではないが,ここでは代表的なものとして,HealyandWahlen(1999)による

アーニングス ･マネジメントの定義を取り上げて紹介するo HealyandWahlenはアーニングス ･マ

ネジメントを次のように定義してい

る｡｢アーニングス ･マネジメントは,財務報告を変更させる (alter)ために経営者が財務報告

や取引において判断を行使する際に生じるOその財務報告の変更の目的は,企業の潜在的 (underlyin

g)経済業績について一部の利害関係者をミスリー ドするか,あるいは公表した会計数値に依存する

契約上の成果に影響を与えることにある

｡｣この定義では,アーニングス･マネジメントは,財務報告や取引に対して経営者が何らかの判

断を下すことによって生じる｡たとえば,財務報告における棚卸資産の評価や有形固定資産の減価償

却の計上について現行の財務会計基準では一つ以上の会計処理方法が認められている｡どの方法を使

用するかは経営者の判断に委ねている｡取引に関して,たとえば備品を購入するかリースするかは当

然,経営者の判断に依存しており,企業の財務業績に影響を及ぼすものであ

る｡このような経営者の判断は,アメリカの一般会計原則や法律に認められた範囲内で行なわれて

いるか,あるいはUS-GAAPや法律を違反した形で行なわれているかについて,HealyandWahle

nによる定義では言及されていない ｡不正な手段で資金を調達するといったように取引そのものが違

法な場合を本稿では議論の対象としない｡この定義が示したものを整理してみると,アーニングス･

マネジメントは経営者が企業運営において財務報告に影響を与えるような判断を行使することを意

味している｡その判断は US-GAAPや法律に認められたものもあれば,いわゆる不正経理となるも

のも含まれるO すなわち,HealyandWahlenの見解では,アーニングス ･マネジメントは必ずしも

不正経理とは限らな

い｡会計政策や処理の性質から,DechowandSkinner(2000)はアーニングス･マネジメントを

4つのカテゴリに分けることができると考えている｡US-GAAPに認められた範囲内のカテゴリと

して保守主義会計,中立的利益,ならびに積極的会計といった3つのカテゴリがある｡それに加えて

,不正経理につながるアーニングス･マネジメントも一つのカテゴリとされている｡保守主義会計は

会計原則のひとつである保守主義の理念とほぼ一致したものであり,公表利益額を低くするような会

計処理を行なう政策である｡それと正反対に,積極的会計は公表利益額を高くするような会計政策であ

る｡Giroux(2004)はDechowandSkinnerが考案したカテゴリに沿った形で,アーニングス ･マ

ネジメントを保守主義会計,中立的会計,積極的会計,ならびに不正会計といった4つのカテゴリに

分けている｡たとえば,商品販売による収益の認識に関する会計政策を見てみると,中立的な会計政

策をとる場合,経営者は商品の販売行為が終了した時点において財務報告上,収益を認識する｡保守

主義的な会計政策をとる場合,経営者は収益認識の時点を遅らせ,買手が商品を受け取った時点で計



[実績報告書8-3]

部科校名 : 商学部 氏名 : 劉 慕

和研究の結果 (つづき

)るであろう｡一方,積極的な会計政策をとる経営者にとって,billandholdというような手法を

使用できる｡最後に,不正経理を意図的に行なう経営者は,公表利益額を高くするために架空の売上

を計上するかもしれな

い｡企業の経済的現実 (economicreality)を説明することは会計情報や財務報告の目的であるO

しかし,企業の経済的実現とは何か,あるいは財務報告は一体どのようにしてこの経済的現実を説明

するかは経営者が判断を行使して決定される場合が多い｡企業の経済的現実を公表する財務報告を真

実にかつ適正に作成すべきことはいうまでもないが,様々な理由で,経営者が公表した財務報告はこ

の真実性または適正性という要件に満たしていないおそれがある｡たとえば,財務報告上の公表利益

額がアナリス トの予想業績に満たしていない場合,株式投資家は企業の経営業績が悪いと判断しう

るため,株価の下落が予想される｡そうすると,このような状況を避けたい経営者はアナリストの予

想情報に対して敏感となり,公表利益額がアナリス トの予想結果を上回るように,たとえば債権の貸

倒引当金を低く設定し,当期の公表利益額を押し上げる行動をとるかもしれない｡純損失 (公表利益

額<o)の公表や前期より低い利益額の公表もこれと同様な結果を招きかねない｡公表利益額と緊密

に連動している自己の報酬を高めるためには,経営者は大きな費用計上を伴う研究開発活動を遅らせ

たり取りやめたりするおそれがある｡また,アンチ トラス ト法のような法的規制が存在するため,経

営者は法律上の問題を避けるために公表利益額を切り下げるかもしれない｡このような様々な状況は

経営者にとってアーニングス･マネジメントを行なうインセンティブとなる｡そうすると,｢利益額-o

｣,｢前期の公表利益額｣,｢アナリス トの予想利益額｣,あるいは ｢報酬契約上の利益額｣は経営者

にとって,財務報告を公表する際のベンチマークにもな

る｡株式会社のようなプリンシパル｡エージェント関係が成立する組織では,プリンシパルである

株主とエージェントである経営者との間に,企業内部の状態に関する情報の非対称性が存在している

O経営者は企業内部の状態を最も知る人であるため,財務報告の作成に際して最善な判断を下した限

り,判断そのものは非難される対象であってはならないO問題なのは,その判断の行使が経営者の都

合によって悪用される場合である｡この点については多くの研究者が指摘したように,株主や債権者

保護の観点からも,アーニングス･マネジメントを根絶させることは最適解ではないO課題とされる

べきなのは,むしろ経営者が判断を行使する権限の悪用をいかに識別 ｡阻止するかということである

｡この課題を解明するためには,まずは経営者が行なうアーニングス･マネジメントの目的,範囲,

金額の大きさといった角度から,より多くの実証的検証によるデータの蓄積が必要とされ

る｡近年では経営者の不正会計を防ぐために,外部監査や内部統制を活用したコーポレー ト･ガバ

ナンス体制を強化する重要性が認識されつつあり,コーポレー ト･ガバナンスに関連する法律や規準

も急速に整備されてきている｡コーポレー ト･ガバナンスのメカニズムを整備 ･強化することは財務

報告の信頼性を高めることや不正会計を防ぐことに一定の効果がある,ということは多くの欧米研究

者によって立証されている｡日本企業に関して,コーポレー ト･ガバナンスのメカニズムは果たして

不正経理や粉飾決算を防ぐ有効な手段になっているかどうかについての実証的検証はまだなされて

いない状況にある｡このテーマは日本の研究者にとって今後,早急に取り組まなければならない課題

といえよ

う｡注 :必要に応じて,このページをご使用くださ



【別紙様式 8】

注 :課題番号を記入してください｡平成 19年度 学術研究助成金実績報告書

平

成 20 年 3 月 5 日氏

所属･資格綿 棒 闘 うノfif周

盈日 本 大 学 総 長 殿下記のとおり報告いたします｡1 種 目 庚 励研究パ一般 如個 V一般研究(共同)

/総合研究 壬注‥該当する種目をOで囲んでくださいo2 研究課題十九世紀ロシア文学が日本の

近 .現代の文学者 (詩人､小説家､批評家)に与えた影響3 研究の目的ドストエフスキー､ トルストイ､チェーホフなどの十九世

紀ロシアの作家が日本の近代文学に与えた影響を検証するo4 研究の概要平成

十九年度は近代文学派の小説家の一人である椎名麟三に焦点を絞り､彼の 『私のドス卜エフスキー体験』を徹底的に分析､検証することで､彼の文学の特質性を

浮き彫りにするo5 研

究組織 (共同研究 .総合研究のみ該当します)･研究代表者･研究分担者 (役割分担)※ホームページ



[実績報告書8-2]

部科校名 :芸術学部 氏名 :清水 正

6 研究 の結果 (総合研究の研究代表者は,4,000字以上記入してください｡)

ドストチフスキーの作品に関してはすでに四十年にわたって研究をすすめているが,.こ

こ数年間は､チェーホフおよびドス トエフスキーの作品が日本の作家にどのような影響を

及ぼしたのかを探っている｡チェーホフに関しては著書 『チェーホフを読め』 (二〇〇四

年｡鳥影社)編著 『チェーホフの授業』 (二〇〇四年｡日本大学芸術学部文芸学科)､ロ

シア文学者 ｡工藤正賓氏との対談 ｢チェーホフの現在｣ (江古田文学62号｡二〇〇六年)

座談会 ｢ドストエフスキー派から見たチェーホフ｣ (同)戯曲論 ｢この陰響な曇り空は永

遠に晴れない - チェ-ホブの戯曲 『イワーノフ』を読む｣ (同)などを刊行 ･発表した

｡ ドストエフスキーの作品に潜む謎と神秘に関しては 『ウラ読みドストエフスキー』 (二

〇〇六年｡清流出版)を刊行､ 『罪と罰』と手塚治虫版 『罪と罰』の徹底比較研究の-成

果としては編著 『ドストエフスキ一里陀羅』 (二〇〇八年｡ ｢雑誌研究｣編集室)に ｢手

塚治虫版 『罪と罰』を読む｣ ｢手塚治虫版 『罪と罰』の最終場面を読む｣を発表した｡ ド

ストエフスキーの文学の永遠性に関しては文芸評論家山崎行太郎氏との三つの対談 ｢宮内

勝典の文学をめぐって - ドストエフスキー文学との関連について_j (二〇〇七年五月｡

｢D文学通信｣1147号) ｢現在進行形の ドス トエフスキー｣ (江古田文学66号｡二〇〇七

年) ｢現在進行形の ドストエフスキー (続)｣ (｢ドストエフスキ一畳陀羅｣)を､ ドス

トエフスキー研究者たちとの座談会 ｢団塊世代が読むドストエフスキー｣ を発表した｡ ド

ストエフスキーと日本の作家 ･詩人との比較文学論的な房究成果としては 『宮沢賢治とド

ストエフスキー』 (一九八九年 創樹社)を皮切りに 『志賀直哉とドス トエフスキー』 (

二〇〇三年｡鳥影社) 『遠藤周作とドストエフスキー』 (二〇〇四年｡D文学研究会) 『

『清水正 ･ドストエフスキー論全集』昇一巻 ｢萩原朔太郎とドストエフスキー体験』 (二

〇〇七年｡D文学研究会)等を刊行してきた｡この本の中にはドストエフスキー文学の影



[実績報告書8-3]

部科校名 :芸術学部 氏名 :清水

正研究の結果 (つづ

き)響を深く受けた埴谷雄高論も収めてあ

る｡平成十九年度は近代文学派の作家の一人で､ ドストエフスキーの 『悪霊』によって

小説家になることを決断した椎名麟三の文学の特質性を探った｡成果としては ｢重文敦｣

七二〇〇八年｡日本大学大学院芸術学研究科文芸学専攻機関誌)に ｢椎名麟三とドストエ

フスキー｣を発表した｡これは五百枚ほど書いた椎名麟三論の最初の部分五十枚ほどのも

のであるが､椎名麟三が求めた自由と信仰の問題に関して､ドストエフスキーの文学との

関連において照明を与えたものである｡研究の具体性を示すために次に目次を列挙する｡ ｢

『悪霊』との出会い｣ ｢志賀直哉とドストエフスキーをめぐって｣ ｢椎名麟三のドスト

エフスキー体験とわたしの批評方法｣ ｢椎名麟三の自由｣ ｢椎名麟三が 『地下生活者の手

記』に見たもの 一一 くうなり声〉こそ文学である- ｣ ｢椎名麟三の 『罪と罰』の く読み

〉に関して｣ ｢く神を信じている) ドストエフスキー｣ ｢椎名麟三の読む 『白痴』をめぐ

って｣ ｢椎名麟三の 『悪霊』をめぐって｣ ｢椎名麟三の 『未成年』論｣ ｢椎名麟三の 『カ

ラマーゾフの兄弟』論｣以

上｡注 :必要に応じて,このページをご使用くださ



【別紙様式 8】
課題番号 個 OT -05

5注 :課題番号を記入してください

｡平成 19年度 学術研究助成金実績幸辰告

書平成 20年 3月 2

9日日 本 大 学 総 長

殿下記のとおり報告いたします｡1 種 目 奨鵬 / 般研究個人′ 般研究(共同,戯 研究 l

注 :該当する種目をOで囲んでください｡2 研究課題新しいこどもの遊び環境のための

環境遊具の開発と研究3 研究の目的子ども達が集い､語らい会える場を遊具に取り込

むことから､新しいコミュニケーションが生まれて社会性や独自の創造性豊かな遊びを編み出せる

ものと仮定し､環境遊具の開発と研究を行い､試作観用による調査研究を通して児童公園や幼稚園の園庭などがより豊かな遊

び環境となることを明らかにするo4 研究の概要こどもの新しい遊び環境構築のために

資料収集､ヒアリング調査､利用実態調査､遊具デザイン試案作成､遊具試作､遊具の試用実験の

一連の開発プロセスを経ながら､児童公園や幼稚園の園庭などに実際に設置可能な環境遊具の開発を行い､新しい環境遊具

試作品を用いた利用実態調査の検証からその有効性を検証する

5 研究組織 (共同研究 .総合研究のみ該当します)

･研究代表者･研究分担者 (役割分担)※ホームページ等での公開の ･否)



[実績報告書8-2]
部科校名 :芸術学部 氏名 :桑原淳

司6 研究の結果 (総合研究の研究代表者は,4,000字以上記入してください｡

)以下の調査結果から幼稚園 ･保育園などの幼児 ･幼児施設に限定した遊具開発を実施し

た｡調査

結果1:幼児や児童の遊び環境の利用実態調査から､屋外環境でのこどもの遊びが近年減少を続けて

おり児童公園などでの短期的な試用では十分な成果を期待できないとの判断を行っ

た｡2:新規開発遊具の試用に対して､万一の事故などの発生があった場合にも十分に対応できる人
的､設的な安全確保に重点を置き､安全確保に努めることとし

た｡3:幼稚園 ･保育園の園庭においては既製品の遊具の導入も近年十分ではなく､また大型の遊具

品頬を導入するための園庭に十分な余地が残されていないことが確認され

た｡4:園庭に限らず､プレイホールなどの遊技室内においても既製品遊具の導入に限られオリジナ

ルなあそび環境が作りづらいなど､園を運営する側での課題も提示され

た0そこで､幼児を中心とした園庭遊具の可能性を探り､幼稚園や保育園での狭小空間に対応する新

しい遊具の有り様を検討し､環境遊具の開発と研究に着手し

た｡環境遊具の開発プロ

セス1:複合型の大型遊具は遊びの機能が限定されており､それに変わるこども達の自由な発

想からあそびが創造できる遊具の可能性の提案と検

証｡2:狭小空間に対して固定的ではない移動型の遊具の提案と検

証｡3:天候の変化に対して (雨､風､直射日光など)柔軟に対応できる遊具の提案と検

証｡4:こども達の感性を育むために必要な小集団遊びが活発に行える魅力的なあそび空間を作り出

せる遊具の提案と検

証｡以上の提案と検証から環境遊具の開発を実施し

た｡アイデア段階においては､移動式遊具の可能性として車輪付､転がし式､手持ち移動式などの

検討を行ったが最終的には手持ち移動式とし

た｡理由は車輪付きでは収納場所の十分な確保ができない点､転がし式では万一の転倒などに十分な

対応ができない点などがあり､手持ち式では自由度の高い配置場所と収納場所の確保かできれば新し

い遊具の利用の有効性が明らかになるものと判断され

た｡最終段階においては､この円形テーブル ･ベンチ式の手持ち式遊具がもっとも有効と判断し､

さらに 2分割の折りたたみ式とし､収納に不具合が無いよう開発を行った｡さらに前述した天候に対

しては､開閉式の簡易な半球ドーム状テントを円形テーブル ･遊具の組み立て時に展開する方法を

採用し､幼児が雨のE3や風の日あるいは夏場の暑い日差しからも身を守れるように工夫した

o遊具の試用

結果所沢航空公園近くの保育園の園庭を用いて､遊具の試用実験を実

施｡1:3歳から6歳までの園児30人の試用から､適度な利用者数は3人から5人の利用が多く､遊
び内容は円形テーブル上でのどろんこや砂を用いたごっこ遊びや半球ド-ム型テントを利用したかく

れんばなどが盛んに行われ､こども達自らが遊びを工夫する遊具であっ

た02:白色のパラシュートテントのテント内には透過光が美しく光が入り込み､3人程度が内部で

隠れて遊ぶための良好な空間が生まれ

た｡3:春先での利用であったため､冷たい風から身を守る効果があり､半球ドーム型テントは夏場

での熱い日差しから身を守るに十分な仕様であることが明らかになっ

た｡4:移動式遊具としたが､組み立てと収納に大人 2名が必要であったことから､さらに材質の選
定や軽量化が今後の検討課題となった

｡遊具の仕様 円形テーブル ･ベンチ式耐水性シナ合板 厚さ12

mmステイン塗装 直径 1m60cm(2枚折

り)鋼製50mm角パイプ4本支柱 高さ30cm オイルペイント塗装 (折りたたみ

式)半球ドーム型パラシュートテント 直径 1m50c

mxグラスファイバー直径 10mm心材入り (折りたたみ



【別紙様式 8】
課題番号 個 07-05

6注 :課題番号を記入してくださ

いO平成 19年度 学術研究助成金実績報

告書平成 20年 3月 2

7日氏

名所属 ･資格 デザイン学科 ･専任講師日 本 大

学 総 長

殿下記の

とおり報告いたします｡1 種 目 奨励研究/ 注:該
当

する種目をOで囲んでください｡2 研究課題環境型社会対応機器の研究 ｢太陽光発電 (ソーラーパネル)

を利用した製品のデザイン開発｣3 研究の目的現在エネルギー問題が深刻化している中､化石燃料

以外のクリーンエネルギーの社会-の活用が重要視されている｡その中でも太陽光を活用した太陽光発

電 (ソーラーパネル)は最も期待されており近年では住宅設備などに多く取り入れられている｡しかし

ながら住宅設備という一般には必ずしも身近でない分野でしか普及していないのが現状であり､

なおかつ設備用ソーラーパネルは未だ高価である｡太陽光発電 (ソーラーパネル)を利用した身近な工

業製品は現段階では皆無であり､安価で身近な製品の普及開発が個人の環境問題を意識させるきっかけになるであろうと思われる｡(例

:太陽光バッテリー充電器､太陽光照明器など)本研究では太陽光発電 (ソーラーパネル)の現段階

での性能を活かしたデザイン開発を行い､実動試作を作成､その試作にてユーザー調査を行い､具体的に商品化可能な製品

レベルでの提案に落とし込むことを目標とする｡世界 トップレベルのソーラーパネル技術が広く世界に認知されそして個々には環境問題を身近

に感 じてもらえ

るような環境対応製品としたい｡4 研究の概要1.太陽光発電の実情調査 (メー

カーとの連携含む)太陽光発電の活用例実地見学等2.環境意識調査 (対象一般)アンケー トやインタビュー

による意識調査3.デザイン開発

市場調査

コンセプ ト立案

スケッチ

図面化3Dデータ作成

試作機制作4.実動試作機による調査 ･検証実動試作機をつかったユーザーインターフ

ェイス調査実証実験5.検証 ･

最終案提案I:IA.Lp' .



[実績報告書8-2]

部科校名 :芸術学部 氏名 :佐藤

徹6 研 究の結果 (総合研究の研究代表者は,4,000字以上記入してください｡

)太陽光ソーラーパネルを内蔵した充電式乾電地の充電器をデザイン開発した

｡ソーラーパネルの実勢調査を行ったのち､アンケー トにて太陽光発電-の関心はあるが身近ではない

点が判明したので､それを解決するためのプロダク トとすることに決定｡簡単に扱えてかつ､日常生活

に便利なモノとして充電池と組み合わせた｡試作器は家の窓辺におき充電池 4つを太陽光にて充電する

形とした｡本年度は外観のみの模型で展示※し､様々な方からの意見を集めた｡来年度は実働モデルに

進化させ実際に使用できるモノとしてユーザー調査を行い完成型とする予定であ

る｡※展示 :｢プロと卵のエコデザイン展2007｣ 2007年 11月8日-11月20日 新宿リビングデザインセンターリビングデザインギ

ャラリーにて

開催以下デザインする上でのコンセプ ト概要｡4Rという環境を考える上での指標を使い説

明｡1000回繰 り返して充電できる充電池｡ しかも太陽光を使って充電｡充電池と充電器のコス トは充電

約60回 (一回につき4本)で還

元｡1R;(Refuseやめよう)電池を捨てるのをやめる｡充電池の充電に家庭用電力を使わな

い2R;(Reduse-らす)充電池は使い捨て乾電池に比べ 1/10以下の環境効率｡電力は太陽光なので0/1

03R;(Reuse何度も使う)充電池自体は 1000回繰 り返し充電可能

｡4R;(Recycleリサイクル)充電器はユニット別に分解できるのでリサイクル可能｡ 電池自体も

同様外観及び仕様参考 図 1.写真 1.



[実績報告書8-3]

部科校名 :芸術学部 氏名 :佐藤 徹



【別紙様式 8】
課題番号 個 07｣75

8注:課題番号を記入してくださ

い｡平成 19年度 学術研究助成金実績報

告書平成 20年 4月 2

1日氏 名所属 ･資格 理工学部一般教育 ･助手日 本 大 学 総 長

殿下記のとおり報告いたします｡1 種 目 l奨励研究/-感 人)/一般研究(共同)/総合研究 巨'i:該
当する種目を

Oで囲んでくださいo2 研究課題植物培養細胞を生体触媒として用いた環境に受容的な有用物

質変換反応に関する研究3 研究の目的ムレスズメ(CaraganacAamlagu),アマチャヅル (GynostemmapentapLL
Vllum),モロ-イヤ (ComAoms011'tOrl'US)およびダークオパール .バジル (Oclmumbas111'CumCV.P

wpmasceDs)培養細胞を用いて,ラセミ体 1-アリールエタノール類の立体選択的酸化反応を行

い,キラルなアルコール体生成を目指し,植物培養細胞を用いた環境に受容

的な新たな生変換反応を構築するo4 研究の概要数種の植物培養細胞をMS液体培地中で3日間振

とうにより培養 (前培養)徳,モデル化合物であるラセミ体 1-フェニルエタノールを加えて,さらに数

日間振とう条件で反応を行 うo植物培養細胞のろ過 .酢酸エチルでの抽出 .溶媒の濃縮後,n-ドデカンを
用いた内部標準法によるガスクロマ トグラフィーで分析し,キラルなアルコール体およびケ トンの収率を

求める○さらに最も変換率の高い植物培養細胞を用いて,その他のラセミ体 1-アリールエタノール類の立体選択的酸化反応を

検討するo5 研究組織 (共同研究 .総

合研究のみ該当します)･研究代表者･研究分担者 (役割分担)※ホームページ等での公開の ◎ ∴否) い
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一6 研究の結果 (総合研究の研究代表者は,4,000字以上記入してください

o)まず始めにムレスズメ (C.chamlagu),アマチャヅル (C.annuum),モロ-イヤ (C.olitorius)

,ダークオパール .バジル (0.basilicum cv.Purpurascens)培養細胞によるラセミ体1-フェニルエ
タノール(rac-1)の生変換反応のスクリーニングを行い,Table1.の結果を得たo

OH OH OPla

ntcells[:MSmed
ium l: + I:ra

c-I (R)-1 2Tablet.ScreenlngOfplantcellsforstereoselective-oxidati

veactiviesRun Plantculturedcells Time/day Yield(%)1-PheEn.yel.e(toh/oa)nol

conflg. 2(%)l C.chamlagu 14

rac-1(64) 5 S 82 C.annuum 1

4 rac-1(75) l R 13 C.olitorius 14

rac-1(64) 13 R 194 0.basilicumcv.Purpurascens

7 (R)-1(64) >99 24Reactionconditions:Substraterac-1(30mg),Plantculturedcells(5gwetwt.),MSliq

uidmedium(40m1),Shaking120rp

mat250Cinthedark.検討した全ての培養細胞において立体選択酸化反応は進行した

が,その中でもダークオパール .バジルを用いたとき,高効率で反応が進行することが判明した○そ

こで,今後の反応をダークオパール .バジルで進めることとし,反応時間を決定するために経時変化を行ったoその結果をFi

g.I.に示すor 5

0-i (R)-1

誓;: ＼ (p_l

i ‥了 20 2 d

･o i 巨… O- i ) F E 事0 1 2 3 4 5 6 7Fig.1.Theco-sefor血estereoselec崇eC:b:a:Tben'odfaryZc

-1byO.basilicumcv.DarkOapl 書結果,S体のアルコールはほぼ7日で消

失することが判明し,R体は2日目以降一定になるoさらに反応の詳細を確認するため,S体および
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一0.basilicumcv.DarkOp

alMSmedium

0.basilicumcv.D

arkOpalMSmedium 入 込

2(52%)OH-短+-悔(R)-I(61%) 2(2%)Scheme1.ConTlrmationofstereoselective

oxidationby0.basilicumcv.DarkOpalReactionconditions:Substrate(30mg);Plna

tcells(5gwetwt.);MSliquidmedium(40ml);Shaking12

0rpmat250cfor10daysinthedark.S体アルコール

は全てアセ トフェノンに酸化されたが,R体アルコールはほとんど酸化されず,収率61%で回収

された｡以上を踏まえ,本反応のさらなる汎用性を検討するため,その他のラセミ体1アリールエタノール類の立体選択的酸化反応を検討し,その結果をTable

2.にまとめた.&
-x0.basi

licumcv.DarkOaplMSmedium & -x･Å dxTable2.Stereoselectiveoxidationofracemic1-arylethanolsby0 .basilicumcv. Da

rkOpalRun Substr
atea X product(%)b(R

)-Alcohol K etone1

rac-3 p-Me2

rac-5 p-F3

raci p-C14 ra

c-9 p-Br5 rac

-11 p-OM e6 rac-13

p-CF37 rac-15

m-Me8 rac-1

7 m-F9 rac-19

m-Cl10 rac-21 m-Br (R)-3

(36)(R)-5
(48)(R)17(
41)(R)-9(3
6)(R)-ll(38
)(R)113(38)

(R)-15(40
)(R)117(36)

(R)-1

9(44)(R)121(41) 4 (

28)6 (2

6)8 (29

)10(40

)12(15)

14(2)16(30)18(14)20(36)22(37)aAllracemicalcoholswereobtainedbyreductionofthecorresp
ondingketoneswithsodiumborohydride･bEeofthe(R)

-alcoholswereover99%inevery case.以上,ダークオパール ･バジル培養細胞によるラセミ体 1-アリールエタノール類の立体選択的酸化反

応を見出し,環境に受容的なキラルなアルコール体の合成法を提案することができた｡本実験結果は,日

本化学会第88春季年会 (2008年 3月)にてポスター発表を行い (講演番号3PA-116),さらにBiote

chnologyLettres誌に投稿し,2008年 3月に発表された｡K.Itoh,K.Nakamura,T.Utsukihara,H.SakamakiandC.A.Horiuchi,Biotechnol.Lett.,30,9



【別紙様式 8】
課題番号 個OT-06

0注 :課題番号を記入してくださ

い｡平成19年度 学術研究助成金実績報

告書平成 20 年 4 月 2

1日氏 名 高 橋 正

行所属 ･資格 理工学部 ･専任講師日 本 大 学 総 長

殿下記のとおり報告いたしま

す｡1 種 目 奨励研究 般研究(個 /一般研究(共同)/総合研究 汰:該当する種目を0で囲んでくださ

い｡2 研究

課題階段状水路における空気混入流の特性に関する

研究3 研究の

目的階段状水路は急傾斜地に設置された水路およびダムや堰などの落差を伴う河川構造物から流下する高速

流を減勢させるための方法として有効である｡また､空気を取り込んだwbitewaterとなりやすいことから
､流水美デザイン-の応用も可能である｡しかしながら､階段状水路の流れは空気混入流であるため､その

水理特性については不明な点が多い｡階段状水路をエネルギー滅勢構造物として有効利用するためには､階

段状水路における空気混入流の特性の解明が必要である｡本研究の目的は､空気混入流の空気混入率および

流速の特性を解明する｡また､空気混入率および流速から空気混入流のエネルギー評価法を確立し､空気混

入流のエネルギーの大きさを解明することを目的としてい

る｡4 研究の

概要階段状水路での流れは空気混入流となるため､空気混入流の空気混入率､流速､エネルギーを知るこ

とは水工設計上重要であ

る｡ここでは水路傾斜角度0-190､550の平衡状態におけるSkt'mmingjlow(研究結果の図-1参照)の､ステ
ップエッジ断面における空気混入率と流速の分布を明らかにした｡また､空気混入率および流速を用いて空

気混入射流のエネルギー水頭Eを算定した｡さらに､水路傾斜角度と相対ステップ高さが空気混入射流の空
気混入率､流速､およびエネルギーにおよぼす影響を示し

た｡5 研究組織 (共同研究 ･総合研究のみ該当しま

す)･研究代表者 高橋正行

･研究分担者 (役割分

担)※ホームページ等での公開の 育) いずれかをOで囲んでください｡否の場合は.理由書を添付して下さ
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行6 研 究 の結果 (総合研究の研究代表者は,4,000字以上記入してください

｡)堰,ダムなどの落差を有する構造物や急傾斜地に設置された水路を流下する高速流を傾斜面上で威勢

させる方法として階段状水路は有効である l),2).階段状水路での流れは空気混入流となるため,空気混入流の

空気混入率,流速,およびエネルギーを知ることは水工設計上重要である.Skimmingjlowの場合,BoesandHager
3)は水路傾斜角度 0-300 ,500 を対象に,Chanson4)は0-15.90 を対象に空気混入率 Cおよび流速 uの検討

を行っているが,空気混入率Cと流速 〝の分布に対する水路傾斜角度と相対ステップ高さの変化に関する考
察はなされていない.ここでは水路傾斜角度 O-190 ,550 の平衡状態におけるSkimmingjiowを対象に 0.2≦S/
dc≦1.0[S:ステップ高さ,dc:限界水深】の条件の下で,空気混入率分布と流速分布を明らかにした.また,
空気混入率および流速を用いて空気混入射流のエネルギー水頭 Eを算定した.さらに,水路傾斜角度と相対

ステップ高さが空気混入射流の空気混入率,流速,およびエネルギーにおよぼす影響を示し

た.実験条件 表-1実験

条件実験は平衡状態 (各ステップ上で同じ流況が

繰 り返し形成される状態)を対象藩 1の実験条件の

もとで実施 した.なお,0は水路傾斜角度,Sはス
テップ高さ,dcは限界水深【dc-(qw2/g)y3;g:重力加速度;q
w:水の単位幅流量】,S/dcは相対ステップ高さ,Hs
はクレス ト項部から測定位置までの落差,Reはレイ

ノルズ数【Re-qJ γW;γW:水の動粘性係数】,yは仮想
底面からの垂直距離である.空気混入率 C[C-空気の
体積/(空気の体積+水の体積)】と空気混入射流の流速 uに 仮想

や面ついては二点電極型ボイ ド率計を用い 【各1に示
す測定断面において計測した.また,測定断面では平

行流が生じていることは確認 している.なお,y0.9はaerat
ednowdepthでありC-0.9に対応するyの値であ
る.空気混入射流の空気混入率分布および流速

分布平衡状態におけるSkimmingjlowにおいて,Re≧3
.0×104の空気混入率 Cは次の関係で

示 され る

5)C-Fk ,言 ,o〕 (

1,(1)式の関係を用いて空気混入率Cの実
験値を整理した一例を図-2に示す.図-2a)に

示されるように0-550 のとき,S(dcが大きくな

ると空気混入率Cは0.1<y/yo.9<0.8の範囲で

幾分大きくなる.また,図-2b)に示されるよ
うに与えられた S/dcに対して Cを大きくす
るとJV'yo.9<0.8の範囲で空気混入率 Cは大き
くなる.これは βが大きくなると乱れが大き

くなり,水面から混入した空気が底面付近ま

で多く輸送されるためと考えられる.OlmSO
nによって提案されている気泡の拡散モデ/レ6)よ

り求めた空気混入率分布を図-2a),b)に示す.図

に示されるように,SkimmingPmvの空気混入率分
布は気泡の拡散モデ/レによって近似でき

る.平衡状態におけるSkimmingPowにおい
て,Re≧3.0×104の流速は次の関係で示される5

).奈 Fは ,i ,o) (
2, a)0=1

90ay)o
o･2 0･4

0･6 0･8 1y/yo.9 ち

) ♂- 5500.2 0.4 0.6 0.8 1

図･2空気混 入 射 流 の 空 気 混 入 率 分 布0-5
500 :S/dc-0.20,托/dc=

32.5◎ :S/dc旬.50,粍/d戸4l
.30 :S/d｡=0.75,托/dc-30.
60 :S/dc=1.00,ft/

dc芸40.30.2 0.4 0.6 0.8 1 S/

d｡=0.5

4:8ニ1990:0三55oA:
Boss(0-500,S/dc=

041)･一一二N-6-一･･

一･･:N=40.2 0.4
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行研究の結果 (つづ

き)u/u0.9を (2)式の関係で整理した一例を図-3a)に示
す.また,skimmingjlowの場合,(2)式の関係で整理す
ると(3)式で示される 1伽 乗則で流速分布が近似でき

る.蕊 -(惹 〕忘 (

3,図-3a)に示されるように C=550 の場合,0.2≦S/dc≦1
.0の範囲において流速分布は 1/4乗則(図中の実線)で近
似できる.また,与えられたsydcに対して,Cの変化によ
る流速分布の違いの一例を図･3b)に示す.図に示されるよう

に,S)dc-0.5の場合,流速分布は0-550では u4乗則 (図
中の実線)で近似され,0=190 では 1/6乗則(図中の破線)
で近似される.これは水路傾斜角度が変化するに伴い,ス

テップ水平面上に形成されるimpactregion(衝突領域(図-4)
)の影響のため,流速分布形状が変化したものと考えられ

る.skbnmk好伽 のエネルギー

水頭Skimmingjlowを対象にした空気混入流のエネルギー

評価方法はOhtsuetal.によって提案されている2).ェネルギ

ー水頭 E を clearwaterdepthdwおよび断面平均流速

vwliqiJvdl,霊(W.,-nf;9(,1盈 慧 すと,補正係数 Cphlよび

C vE-Cpdw cosO･CvZ (
4,図-5に空気混入流のエネルギー水頭EとClearwater

のエネルギー水頭Ewとの比を示す.ここで,EL,はClearwate
rのエネルギー水頭であり,(4)式において Cp-1,Cv-1と
おいた(5)式で示され

る.Ew =dw cosO.隻
2g (

5)図-5a)に示されるように,0.2≦S/dc≦1.0においては8-5
50の場合,S!dcのE虜W-の影響は小さく,1.2≦E/Ew≦1.3
の範囲にある.図-5b)に示されるように,与えられたS/dcに
対してCを大きくするとE/Ewの値は幾分大きくなる.これ
は補正係数 cvがβの増加によって大きくなったためと考えられ

る.

a)β=190

2

1.8

1.6

1.4

1

.2a)

2

1.8

1.6

1.41.2 impact-,e

gionL･･'-

b)β=550図･4衝突領域 と

の形成状況E/E

w ー l0-550

- :E/Ew-1.27---

--:E/Ew-I.20B_"_良_過__

__…0--_…__al
l0.5

1o :S/dc
=旬.2A :S/屯=
0.40:S/dc⇒)
.5◇ :S/dc=カ
.75∇:S/dc-1.0

良 :Does S/dc=0.5A

:Does S/dc⇒).41▼ :Does S/dc

=1.0...….:傾向線寸..I.tt.三･.･･..

･････.･..･=...享10 20

30 40 50 60酔 5空気混入流のエ

ネノ巳(ieEee)参考文献1) Ohtsu,Ⅰ･andYasuda,Y･:Characteristicsofnowconditionsonsteppedchannels,Proc･27th
IAHRCongress,IAHR,Madrid,Spain,ThemeD,pp

･583-588,1997･2) Ohtsu,Ⅰ.,Yasuda,Y.,andTakahashi,M.:Flowcharacteristicofskimmlngmowsinsteppedchan
nels,JoumalofHydraulicEngineering,ASCE,Vol.130,No.9,pp

.860-869,2004.3) Boes,R.M.:Zweiphasenstr8mllngundEnergleumSetZungaufGrosskaskadenりPh.Dthesi
s,ETH,Z也rich,Switzerland,20

00,(InGeman).4) Yasuda,YandChanson,H:Micro-andMacr o -ScopicsStudyofTwo-PhaseFlowonASteppedC

hute,Proc･30th5) 琵 cfo駕 篭繋 prE8'il!=:蓋,nip.i.96!-実態2Roa如 特性に対す
るレイノルズ数の影響,水工学論6) Chanson,H.:Thehydraulicsofsteppedchutesandspillways,Barkema,Lisse,TheNet

herlands,2001.注 :必要に応 じて,



【別紙様式 8】
課題番号 イ慢e'り-e滝

も注 :課題番号を記入してくださ

い.平成19年度 学術研究助成金実績報

告書平成 之0 年 9 月 ITa

日氏 名 小 早 川

悟所属 ･資格 理 工 学 部 ･専 任 講 師日 本 大 学 総 長

殿下記のとおり報告いたしま

す｡1 種 目 庚 励研究委衷蒜 瓦 参 一般研究(共同)/総合研究 I注‥該当する種目を｡で囲んでくださ

いo2 研究課題都市交通政策における駐車管理に関す

る研究3 研

究の目的本研究では､近年行われてきている駐車に関する取り締まりの強化や新しい駐車対策の結果と

して､ドライバーの駐車行動がどのように変化したのか把握することで､今後の都市交通政策においてど

のような駐車のコントロール方策が必要であるかの検討を行うことを目的とするo

4 研究の概要本研究では､これまでの駐車対策の結果として､ドライバーの駐車行動がどのように

変容したのかを駐車実態調査を行うことでその実態把握を行うoそして､その解析結果を踏まえて､今後のわが国における駐車

対策の検討を行うo5 研究組織 (共同研究 .総合研究のみ該当します)

･研究代表者小早川 悟

･研究分担者 (役割分担)なし※7ト ムページ等での公開の ㊥ ･否) いずれかをOで囲んでください｡
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悟6 研究の結果 (総合研究の研究代表者は,4,000字以上記入してください｡

)東京都内の都心部 ･近郊部 ･郊外部の3地域において駐車に関する実態調査を行った結果､現在

までに次のような知見を得ることができた

｡① 路上駐車台数は､すべての地域において改正道路交通法施行前と比較して減少している｡特

に都心部においては大幅に減少しており､1年後においても駐車台数の減少が持続しており､違

法駐車取り締まりの民間委託制度導入の効果が表れていることがわかっ

た｡② 路上駐車車両の駐車時間についても全体的に短くなる傾向にあり､5分未満の駐車車両の割

合が増えている｡これは､路上駐車を合法の時間内 (5分以内)で収めようとしている傾向が表

れたためと考える.その一方で､改正道路交通法施行直後と比較して1年後には､乗用車の 10

分以上の駐車の割合が増加しており､民間委託制度導入後1年を経過し､民間委託制度導入によ

る取り締まり-の対応に慣れが表われてきている可能性があ

る｡③ 路上駐車車両の時間空間占有率をみると貨物車の方が乗用車よりも減少幅が大きくなってい

る｡一方で､駐車時間をみると50および85パーセンタイル値ともに貨物車の方が乗用車よりも

長くなっている｡これは､短時間の貨物車の路上駐車台数は減っているが､貨物の積みおろしのた

め､どうしても路上に依存せざるを得ない車が残存したためと推測でき

る｡④ 道路上に設置してある荷さばき車両のためのローディングベイの利用をみると､改正道路交

通法施行後1年後においては､乗用車の利用が増加している｡これは､ローディングベイが1年

後に時間制限駐車区画となったことで､乗用車が料金を支払って合法的にローディングベイで駐

車しているために乗用車の比較的長時間 (30分以上)の駐車車両が増加したためと考えられる

｡以上のように､改正道路交通法の施行後には､路上駐車台数の減少により違法駐車取り締まりの

民間委託制度の効果は表れているO-方で､より詳細な解析が必要となるが､地域別車種別にみるとそ

の効果の表れ方が若干異なっていることもわかってきている｡特に､貨物車については､民間委託制度

導入1年後も駐車時間の減少が続いているのに対し､乗用車のドライバーの一部には､長時間駐車する

ものが再び表れはじめている｡また､ローディングベイでは､パーキングメーターの設置により貨物車

のスペースに乗用車が混入しており､本来の目的に合った運用方式の検討を考える必要もでてくるであろ

う｡さらに今後は､依然として残っている乗用車をどのようにして路外-転換させるかと同時に､路

上での荷さばきに依存している貨物車を路上と路外の両方でどのように駐車させていくかといった検

討が大きな課題となっていくであろう｡また､路上駐車の減少によって確保された空間を自転車走行空

間やバス専用レーンに振り分けるなど､道路空間の利用方法の検討も必要と考え



【別紙様式 8】
課題番号 個07-06

2注 :課題番号を記入してくださ

い｡平成 19年度 学術研究助成金実績報

告書平成 20 年 4 月 LO

日氏 名

也所属 ･資格- 理工学部 ･准教授日 本 大 学 総 長

殿下記のとおり報告いたしま



[実績報告書8-2]

部科校名 :理工学部 氏名:字於崎 勝

也6 研 究の結果 (総合研究の研究代表者は,4,000字以上記入してください

O)1888年に公布された ｢東京市区改正条例｣はわが国初の都市改造事業に対する法令であったものの

､実態としては具体の都市-の展開は遅々として進まなかった｡しかし､地方都市からの要望もあり､191

7年には5大都市-の拡張が示された (準用は 1918年4月から)｡このような都市計画の混迷の中で 191

7年 10月に水野錬太郎前内務大臣 (当時)をはじめとする後藤新平に近い都市政策理解者達と､当時

の建築 ･都市行政､研究の先端にあった学者､行政マンたちが ｢都市研究会｣を発足させ､その会長に

後藤を迎えた

｡都市研究会の事務室は内務省都市計画課に程近い1室に置かれ､国家行政としての都市計画課と任

意団体の都市研究会がその後の都市計画の普及 ･発展の両輪として活動していく｡これらの様子や都市

研究会に参加したメンバー6名の人となりを既存資料の収集整理を通して明らかにし､その一端を日本

大学理工学部学術講演会第51回大会において ｢都市計画家集団 都市研究会 (1917.10- 1946.9)に

ついて- 『都市計画家の誕生期』に関する研究｣ としてとりまとめて発表を行った

Oわが国では幕末の開国とともに海外から膨大な情報がもたらされ､産業革命を急速に迎えることに

なった｡江戸から変わったばかりの東京府や､のちにその下位の団体として成立する東京市は､政府内

務省直轄の団体で今日のような自治体ではなかった｡ そのため政府の意向が大いに反映されたが､その

政府も内務省､外務省､工部省とそれぞれ思惑があり､東京府議会も巻き込んで､都市に対する考え方

もバラバラであった｡これは都市計画法が成立しても状況は変わらず､当時の都市計画家たちが大いに

苦労したことは想像に難くなく､事実､都市計画が議論されながらいっの間にか立ち消えという状況が

あったことも分かった

｡今日､地方分権､地方自治の中で､この研究の前提となっている往時の社会状況との違いを勘案し

て､本研究の成果が今日議論されている都市計画法の改正等に活かせるとは考え難いが､わが国に都市

計画を普及させたパイオニアたちの実像の一端を探ることは意義深いものであったと思われ



【別紙様式 8】
課題番号 個07-06

3注 :課題番号を記入してくださ

い｡平成 19年度 学術研究助成金実績報

告書平成 20 年 4 月 10

日氏 名

桜所属 ･資格 理工学部 ･ 教授日 本 大 学 総 長

殿下記のとおり報告いたしま

す｡1 種 目 奨励研究 般研究(共同)/総合研究 注:該当する種目をOで囲んでくださ

い｡2 研究

課題 地元との協調を志向するサーフィン関連空間の整備と管理の

研究3 研究の

目的日本各地の代表的なサーフポイントを有する海岸を対象として,利用者であるサーファーやサー

フィン団体,海岸を管理する自治体,地元の住民 ･自治会,漁業関係者 ･漁協,といったサーフィンに

関連するさまざまな立場の人々や組織に対するアンケー ト調査および面接ヒアリング調査を実施し,サ

ーフィンを海岸の環境整備 ･管理に役立て地域活性化に貢献している事例を選定する｡選定した事例の

共通性などを考察することで,サーフィン利用空間の望ましい整備や管理のあり方について論究す

る04 研究の

概要研究目的を達成するため次の3つの調査を実施す

る｡(1)サーフスポットのある全国の自治体に対するアンケー ト

調査(2)サーフィン入込客数が最も多い千葉県外房のサーフスポットの現地

調餐(3)千葉県の中でも先進的な一宮町 ｡岬町におけるサーフィン関連店舗でのヒアリング

調査5 研究組織 (共同研究･総合研究のみ該当しま

す)･研究代表者

･研究分担者 (役割分

担)※ホームページ等での公開の 杏) いずれかをOで囲んでくださいo否の場合は,理由書を添付して下さ



[実績報告書8-2]

部科校名 :理工学部 氏名 :桜井慎

一6 研究の結果 (総合研究の研究代表者は,4,000字以上記入してくださいO

)(1)サーフスポットのある全国の自治体に対するアンケート

調査全国の主要サーフポイントを把握するために､全国のサーフポイント491ポイントを網羅している｢サ

ーフィン･ア･ゴー ･ゴーver3｣7)より主要なサーフポイントを持つ自治体を抽出する｡これらの主要なサー

フポイントを持つ自治体の観光関連部署に対し､郵送形式のアンケー ト調査(全25項目)及び電話でのヒアリ

ング調査で補完を行う｡調査の結果,全国で計 101自治体からの有効回答を得られ

た｡①サーファーの地域社会へのかか

わり｢問1.自治体の会議や集まりにサーファーが参加し､意見を発することがあるか｣をみると､｢1-b.な

い｣と回答した自治体は80%に達した｡これらのことから､ほとんどの自治体ではサーファーが自治体の会

議や集まりに参加できていないことがうかがえ

る｡②サーファーが訪れることで発生する

問題｢問2.サーファーが訪れることで発生する問題｣についてみてみると､｢2-b.路上駐車｣ と回答
した自治体が49%と最も多い回答となった｡これは多くのサーフポイントとなっている海岸では駐車場

の整備が整っていないことや､年々増加しているサーファー-の対応ができていないことが考えられ

るO③サーファーと他のレクリエーション客との

問題｢問3.サーファーとその他の海洋レクリエーション客との問題｣をみると､｢3-b.問題が起きたこと

はない｣と回答した自治体が 71%であった｡しかし､｢3- a.問題が起きたことがある｣と回答した自治体(16

%)の詳細を見てみると､他のレクリエーション客との利用空間が重なることで発生する問題について多く

指摘されてい

た｡④サーフィンの利用に関するルールの

策定｢問5.サーフィンの利用に関するルールの策定｣をみてみると,｢5-b.ルールの策定はしていない｣と
回答した自治体は85%とほとんどの自治体ではサーフィンに関するルールを策定していなかっ

た｡しかし､上記で述べたサーフィンの利用区域と他のレクリエーションの利用区域や漁業操業区域が重

なるような場所では､｢サーフィン客と海水浴客のエリア分けを行っている(和歌山県和歌山市等)｣や｢カラス

ミの原料ボラの漁獲時期と航路でのサーフィンは禁止(長崎県長崎市)｣のようにルールを策定することが望

ましいと考えられ

る｡⑤サーファーが行っている奉仕

活動｢問6.サーファーが行っている奉仕活動｣をみると､｢6- a.海岸清掃｣と回答した自治体が58%と最

も多く､次に｢6-b.児童を対象としたサーフスクール｣を13%の自治体が回答している｡このようにサーフ

ァーが利用している海岸では､｢海岸清掃｣や｢児童を対象としたサーフスクール｣といった活動が多くなされ

ている｡これらのことからサーファーが利用している海岸では海岸清掃や児童を対象としたサーフスクール

などの活動が期待でき

る｡⑥サーファーが地域住民や自治体と共同で行った

活動｢問7.サーファーが地域住民や自治体と共同で行った活動｣をみてみると､｢7- a.海岸清掃｣と回答し
た自治体が 41%と｢サーファーの行っている奉仕活動｣と同様に最も多い回答となり､次に｢7-b.サーフィ

ン大会｣と回答した自治体が21%であっ

た｡⑦サーファーが訪れることによる経済効果の

認識｢問8.サーファーが街を訪れることによる経済効果の認識｣についてみてみると､｢8-b.少なからず経

済効果がある｣と回答した自治体57%と｢8- a.大きな経済効果がある｣と回答した自治体3%であったOこれ

らの自治体をあわせると61%と半数以上の自治体は､サーファーが訪れることによる経済効果を認識していた

｡｡⑧サーファーによる団体の

有無｢問8.サーファーによる団体の有無｣についてみてみると､｢8- a.団体がある｣と回答した自治体は31%､

｢8-ら.団体はない｣と回答した自治体は45%とサーファーによる団体がない自治体の方が多い結果となっ
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部科校名 :理工学部 氏名 :桜井慎

一研究の結果 (つづき

)(2)サーフィン入込客数が最も多い千葉県外房のサーフスポットの現地
調査全国の主要サーフポイントをもつ自治体-のアンケー ト調査から､サーフィンに対する考えやサーフ

ィン団体の活動が盛んであり､全国で最も多く主要サーフポイントを抱える自治体のある千葉県に着目した

｡調査は千葉県における主要サーフポイントを抱える自治体を対象とし､各自治体の観光関連部署-あらか

じめヒアリング内容を送る｡その後､実際に調査員が自治体-訪ね直接面接形式のヒアリング調査を行うこ

とでサーフィン利用空間の現状と自治体のサーフィンに対する考え､課題等を把握する｡また各自治体のサ

ーフポイントとなっている海岸を現地踏査し現状を把握する｡調査の結果,12自治体から有効回答を得

たO①サーファーの地域社会へのかか

わり｢問 11.自治体の会議や集まりにサーファーが参加し､意見を発することがあるか｣をみると､｢11-a

.也元にサーフィン団体があり積極的に会議等に参加する｣と｢11-b.団体はないが街のサーフィン関係者が

会議等に参加する｣のいずれかを回答した一宮町､岬町､鴨川市､千倉町､館山市の5自治体では､サーファ

ーと自治体との対話の機会が確保されている｡以降ではこれらの自治体を｢サーファーと対話の機会がある5

自治体｣として考察を進めるO特にこれらの自治体の中でも､一宮町のようにサーフィン団体が地元にある自

治体では､｢サーファーが観光整備のオブザーバーをしている｣等重要な役割を担っていることから､サーフ

ァーによる団体を組織することがより好ましいといえ

る｡②サーファーが訪れることによる経済

効果｢問 12.サーファーが街を訪れることによる経済効果を認識し観光資源としての位置づげをしているか

｣をみると､｢サーファーと対話の機会がある5自治体｣は全て ｢12-a.経済効果があり観光資源である｣ と

回答している｡また､これらの自治体では｢問13.サーファーの増加によって起こった街の変化｣で｢13-a.サ

ーファーが転居してくるようになった｣や｢13-ら.週末滞在用のアパー トが増えた｣と回答しており､日帰りの

サーファーに加え定住者の増加が街-の経済効果をあげてい

る｡③サーファーが訪れることで起こる

問題｢問 14.サーファーが訪れることで起こる問題｣ をみると､｢14-a.ゴミの放置｣が最も多く11自治体

とほとんどの自治体が問題としてあげている｡しかし､｢サーフショップが中心となって海岸清掃を行ってお

り､ゴミの問題は少なくなった｣(一宮町等)と回答している自治体もあったことから､サーフショップが中心

になり海岸清掃等の奉仕活動を積極的に行 うことでサーファーの悪いイメージを改善できるといえよ

う｡④サーファーのために行われた

整備｢問 15.サーファーのために行われた海岸整備の有無｣をみると､｢サーファーと対話の機会がある5

自治体｣のうち3自治体はトイレや駐車場といった整備を行っていないことから､自治体とサーファーの関係

が良好であっても整備が行われているとはいえな

い｡⑤増加するサーファーへの

対応自治体の多くは年々サーフィン人口が増加傾向にあることを認識していた｡しかし､｢問16.サーファ

ーを積極的に誘致していく考えがあるか｣では､9自治体が｢16-C.積極的には誘致しない｣を回答した｡ま

た､｢サーファーと対話の機会がある5自治体｣であっても3自治体が積極的な誘致を考えていない｡これら

の自治体は､｢積極的に誘致する場合はトイレ等の整備が必要になるが､経済的に難しい｣(館山市)といった

ようにハード面の整備費用を捻出できないことを問題としているOしかし岬町や一宮町では､｢サーフィン大

会やイベントを行うことで積極的に誘致する｣と回答しており､こうしたソフト面での工夫で観光客の増加を

期待している自治体もあ
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部科校名 :理工学部 氏名 :桜井慎

一研究の結果 (つづき

)(3)千葉県の中でも先進的な一宮町･岬町におけるサーフィン関連店舗でのヒアリング

調査千葉県の中でもサーフィン関連の店舗が多く集積しサーフィン関連の店舗が中心となったサーフィン

業組合が組織され､サーフィンに対する考えが前向きな自治体である｢一宮町｣および｢岬町｣に着目し､これ

らの自治体に存在するサーフィンに関連する店舗を調査対象とする｡調査は､現地踏査および一宮町および

いすみ町の観光協会のウェブサイ トにより店舗の抽出を行い､抽出した店舗に調査員が訪れ､店舗の経営者

に対しアンケー ト調査を行う｡調査の結果,25店舗のサーフィン関連の店舗を把握することができた｡また

､アンケー ト調査の結果 16店舗から有効回答を得ることができ

た｡①店舗経営者の出

身地｢問 17.店舗経営者の出身地｣をみてみると､｢17-a.地元の出身である｣と回答した店舗は 31%､｢17-

b.地元の出身ではない｣と回答した店舗は 45%となった｡このように多くの経営者が地元の出身者ではな

いことから､一宮町および岬町の海岸線沿いにあるサーフィン関連の店舗経営者は他の地域のから移住する

ことによって店舗をオープンさせていることが把握でき

た｡②店舗をオープンする場所の選定

理由｢問 18.店舗をオープンする場所の選定理由｣についてみてみると､｢18-a.サーフポイントが近いため

｣と回答した店舗が31%と最も多い結果となったOまた､図-2を見てみるとサーフポイントの近くに店舗

が集積していることがわかる｡これらのことから整備のされていない海岸であっても､サーフポイントとな

る海岸の近くには店舗が集積することが推察できる｡次に｢18-ら.サーフポイントとして全国的に有名であ

るため｣と回答した店舗が多く 18%の店舗が回答した｡これはサーフポイントとして知名度の高い場所には

店舗が集積する特徴があることがうかがえ

る｡③店舗の集積よるメリットとデメリ

ット｢表-19.店舗が集積することでのメリットとデメリット｣をみてみると､メリットでは｢19-a.集客力

が大きい｣と回答した店舗が 50%と最も多い結果となった｡このように､多くの店舗が集積することによっ

てサーフィン客-の集客効果が現れていることがうかがえる｡しかし､デメリットとして｢20-ら.お客が分散

してしまう｣と 25%の店舗が回答している｡その結果､オープンしてすぐに倒産してしまうことによって､

イメージの低下に繋がっているという現状も把握することができ

た｡一方で､｢集積することで店舗同士の連絡や連携がとりやすい｣と回答している店舗もあることから､

集積することで地域での連携した活動が可能になると考えられる(九十九里海岸に美しさを取り戻す会等)0

(4)ま

とめ本研究で得られた知見をまとめると,次のように整理でき

る｡1)サーフィン客が他のレクリエーション客や漁業者と利用区域が重なる場合や事故を未然に防ぐため

に利用上のルールを策定することや､ガイドブックを作成することが望まし

い｡2)サーファーとのコミュニケーションが取れている自治体では関係が良いことから､自治体の会議-の

参加等の対話の機会を創ることが望まし

い｡3)サーフポイントとなっている海岸の駐車場､ゴミ箱の整備は不十分であり改善が必要であ

る｡4)サーファーによる地域住民や行政とのコミュニケーションを創出する場を設けることは地域と良い

関係を形成するうえで重要であ

る｡5)サーファーによる団体を組織することにより､より円滑な情報の伝達および奉仕活動につながる｡ま

た､一般サーファーのマナー向上にもつなが



【別紙様式 8】
課題番号 個07-06

4注 :課題番号を記入してくださ

い｡平成 19年度 学術研究助成金実績報

告書平成 20 年 4 月 25日

氏 名 吉田

幸司所属 ･資格 理工学部 ･教授日 本 大 学 総 長

殿下記のとおり報告いたしま

す｡1 種 目 奨励研究 一般研究(共同)/総合研究 注:該当する種目を○で囲んでくださ

い｡2 研究

課題高電圧放電を用いた拡散燃焼に関する実験的

研究3 研究の
目的現在使用されている自動車用の内燃機関は､ガソリン機関とディーゼル機関であり､それぞれガソリン

と軽油を燃料としている｡本研究では､高電圧放電によって燃料を噴射 ･気化させ､同時に着火 ･燃焼する
方式を提案し､どのような燃料をも燃焼することができる新しい内燃機関用燃焼方式の確立を目指す｡実験
において､定容燃焼容器を用いて､高電圧放電を用いた拡散燃焼方式によってノルマルヘプタン､イソオクタ
ン､メチルアルコール等の燃料を最適に燃焼できる燃料噴射器の条件を明らかにす

る.4 研究の

概要本研究では､提案する高電圧放電を用いた拡散燃焼方式によって､様々な燃料を同一の燃焼装置によっ
て拡散燃焼可能であることを明らかにするために､定容燃焼容器を用いた燃焼実験を行う｡実験において､
シュリ-レン装置による拡散燃焼過程の可視化及び画像解析と燃焼圧力測定によって､高電圧放電を用いた
拡散燃焼の燃焼過程を明らかにし､かつ様々な燃料を燃焼させることが可能なことを実証する｡また､様々
な燃料に対して､最適なノズル直径とキャビティ容積を決定することを試み

る｡5 研究組織 (共同研究 ･総合研究のみ該当しま

す)･研究代表者

･研究分担者 (役割分

担)※ホームページ等での公開の 杏) いずれかを○で囲んでください｡否の場合は,理由書を添付して下さ



[実績報告書8-2]

部科校名 :理工学部 氏名 :吉田幸

司6 研究の結果 (総合研究の研究代表者は,4,0m字以上記入してください｡

)本研究の目的として,近年,ディーゼル機関から排出される有害排気ガス成分の低減と熱効率の向上

のため,燃焼状態の改善に関する研究,特に高圧力噴射に関する研究が数多く行われている.本研究では,

高圧力燃料噴射と同等の性能を有する高電圧放電を利用した燃焼方式を提案する.この燃焼方式は,放電時間 1

.0〔ms〕以下の容量放電によって燃料の拡散が誘発され同時に着火するため,貫通距離の長い燃料噴射と急

速な拡散燃焼が可能であると考えられる.また,この燃焼方式では,放電によって燃料を噴射し,着火するた

め,種々の燃料を同一のイグナイタによって燃焼することができる.本研究では,4種類の燃料に対して種
々のキャビティ及びオリフィスを用いて,燃焼容器内に充填した常温,大気圧力の標準空気中に拡散火炎を

誘発させた.また,火炎成長過程の可視化と燃焼圧力測定から,燃料性状とイグナイタ形状が本燃焼方式に

与える影響を実験的に明らかにすることを目的とし

た.実験に使用した燃焼容器は,直径 80【mm】,厚さ20[mm],容積約 10Hcm3〕の円筒形であり,イグナ

イタは燃焼容器の底部に,圧力センサは側面に取り付けた.イグナイタは､円筒形キャビティ(直径 3.0【mm】

),円形オリフィス(直径 1.0,2.0,3.0【mm])及びタングステン中心電極(直径 3.0[mm],先端角度 120【deg]
)より構成される.燃料には,メタノ←ル,ガソリンを代表する燃料としてn-ヘプタン及びiso-オクタン

,軽油を代表する燃料として n-ドデカンを用いた.燃料量は,燃焼容器に充填した空気量の空気過剰率 1.
0日に相当するものとした.キャビティ容積は,各燃料体積と同一となるようキャビティ深さによって調整し

た.従って,キャビティ内部は燃料によって満たされている.拡散燃焼昼,キャビティ底部の中心電極先端

よりオリフィスプレートへ放電することで誘発した.放電エネルギは,容量O.HpF],0.025【pF]のコンデン
サにそれぞれ電圧 10[kⅥ,20【kV〕で充電し5.0[J】とした.供給した燃料の発熱量は,全ての燃料において約7

00lJ]である.燃焼状態は,Z型シュリーレン法を用いて可視化し,ハイスピードカメラにより撮影後,二
値化処理によって火炎投影面積の時間的変化を求めた.また,燃焼圧力測定には高電圧放電の影響を避ける

ためレーザ一式圧力変換器を用い

た.実験結果として,本着火燃焼方式において,4種類全ての燃料を着火し拡散燃焼させることが可能な
ことが確認できた.燃焼過程は,オリラィス直径 1.0[mm]の嘘合,is｡-オクタンを除く全ての燃料において

拡散火炎が燃料噴射方向に成長し,燃焼室中心部で左右に分かれ全体に広がる.iso-オクタンの場合,燃料

が着火し拡散火炎が発生するものの約20[ms】において消炎する.オリフィス直径 3.0[mm〕の場合,全ての

燃料において,発生した火炎は一度燃料噴射方向に成長した後,放電後約2【ms〕以降において反対方向へ移動

し,燃焼室底部の壁面に沿って成長する.これは,オリフィス直径が3.0[mm】の場合,燃料噴射速度が減少

するため,火炎全体が燃焼室内の気体流動により,燃料噴射とは逆方向に流されたためと考えられる.オリ

フィス直径が小さい場合は,燃料の噴射速度が速いため燃焼室内の気体流動の影響を受けにくく,燃焼室中

心部で拡散燃焼が継続したものと考えられ

る.オリフィス直径 1.0【mm]の場合,オリフィス直径 3.0【mm]と比較すると, iso-オクタンを除く全て

の燃料において火炎が急成長し,メタノール,n-ヘプタン,n- ドデカンの場合は放電後約 80【ms〕で火炎

がほぼ燃焼室全体に成長している.これは,オリフィス直径が小さいほど燃料の噴射速度が増加するためと

考えられる.メタノールの場合,放電後約 100【ms]で火炎投影面積は減少し始めるが,n-ヘプタンとn-ド

デカンには大きな減少が示されない.これは,メタノールは揮発性が高く沸点が低いため,燃料の気化が促

進し燃焼が早期に終了したためと考えられる.オリフィス直径 3.0[mm〕の場合,全ての燃料において火炎は

放電直後に急速に成長するが,その後放電後約60【ms〕までは火炎成長速度は減少し,火炎投影面積は緩やか

に増加する.メタノール,n-ヘプタン,n-ドデカンの拡散火炎の成長には同じ傾向が示され,約 60[ms]

以降も拡散火炎は成長し続ける.iso-オクタンの場合は,放電後には火炎投影面積が増加するものの約 60[m

s]で徐々に減少し,約 130[mS】において消炎する.従って,本着火燃焼方式の拡散火炎の成長は,燃料性
状とオリフィス直径の影響を受けるものと考えられ

る.燃焼圧力波形において,n-ヘプタンとiso-オクタンの燃焼圧力は放電後急速に増加した後,ほぼ一

定値を示し,メタノールと n-ドデカンは放電直後に燃焼圧力が急上昇し,最高燃焼圧力に到達した後,減

少する.また,各燃料の供給発熱量はほぼ同程度であるものの,メタノールの最高燃焼圧力は他の燃料と比

較して高い.これは,メタノールの沸点と粘性が低く揮発性が高いため燃焼が促進されたためと考えられる.

n-ドデカンの発熱量が4種類の燃料の中で最も高いものの,最高燃焼圧力は低い.これは,a-ドデカン

の沸点,引火点及び粘性が高いため,燃料の気化に遅れが生じたためと考えられる.また,iso-オクタンの
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部科校名:理工学部 氏名 :吉田幸

司研究の結果 (つづき)

圧力は他の燃料と比較して極端に低い.これは,iso-オクタン以外の燃料の分子構造は直鎖状炭化水素

であり,iso-オクタンのみ分子構造が樹状分子構造であるため,拡散燃焼に適さない燃料であるためと考え

られる.しかし,セタン価の高い n-ドデカンは着火し拡散燃焼が継続していることから,燃料の着火特性

は本着火燃焼方式の拡散燃焼の発生には影響を与えないものの,分子構造は拡散燃焼の継続に影響を与える

ものと推察され

る.メタノール及び n-ドデカンどちらの燃料においてもオリフィス直径が減少するに従って,燃焼圧力

も減少する.これは,オリフィス直径が小さい場合,燃料の噴射速度は増加し,燃焼初期において拡散火炎

は伸長するものの,燃焼が早期に終了するためと考えられる.オリフィス直径が増加すると,火炎の成長速

度は低下するものの,火炎燃焼が長期に継続し燃焼圧力が高くなったものと考えられる.従って,オリフィ

ス直径が減少するほど,拡散火炎投影面積は増加するものの,燃焼圧力は低下す

る.メタノ-ルとn- ドデカンに印加電圧 10[kV]及び20[kⅥにて放電した場合,どちらの燃料において

も,印加電圧20[kV]よりも10[kV】を印加した場合に,最高燃焼圧力が若干高いことが示された.また,最

高燃焼圧力に到達するまでの時間も,印加電圧 10[kV〕の場合に若干早い.これは,印加電圧20[kV]の場合

,絶縁破壊を防ぐため充電時に,点火装置の有孔球ギャップ間距離を 10[kV]の場合より長く設定したため

と考えられる.すなわち,放電回路における電気エネルギ損失が増大し,燃料に与えられた電気エネルギの

低下により,拡散燃焼が抑制されたためと考えられる.従って,本着火燃焼方式において,電気的エネルギ

が同一の場合,印加電圧は拡散燃焼過程にほとんど影響を与えないと考えられ

る.本研究によって以下のような結論が得られ

た.1.本燃焼方式によって 4種類全ての燃料を拡散燃焼させることができた.また,燃料によって火炎の成

長過程に差異が見られ, iso-オクタンの場合,着火するものの拡散火炎はほとんど成長しな

い.2.オリフィス直径が大きな場合に燃焼圧力が増加するものの,オリフィス直径が小さな場合に拡散火炎

の成長は速い.しかし,印加電圧は,拡散燃焼過程にほとんど影響を与えな

い.3.本燃焼方式において,メタノールのような沸点と粘性が低く,揮発性の高い燃料が適している.しか

し,燃料の着火特性は拡散燃焼の発生には影響を与えな

い.注 :必要に応じて,このページをご使用くださ



【別紙様式 8】

注 :課題番号を記入してください｡平成 19年度 学術研究助成金実績報告書

平成 20 年 4月 21日氏

所属 ･資格 理工学部 ･専任講師日 本

大 学 総

長 殿下記のとおり報告い

たします｡1 種 目 奨励研究/ 一般研究(共同)/総合

研究 注:該当する種目を○で囲んでください｡2 研究課題

未知形状瓦磯撤去

作業を行 う小型 レスキューロボットシステムの研究3 研究の目的本研究の目的は,地震等の災害現場

で被災者の上に覆い被さった建物等の瓦磯を撤去するレスキューロボットの研究開発である.レスキュー現

場において瓦磯の形状 ･質量 ･置かれている状態等は千差万別で未知である.そのため瓦練のどの部分を掴

んで,どのようにハンドリングをすれば積み重なった瓦篠を崩さずに撤去できるのかを知ることが必要であ

り,そのために,カセンサの時間応答等から得られる瓦磯の姿勢変化の トラッキング等により,瓦磯の動特性や掴んでい

る位置の推定を行うアルゴリズムについて考える.4 研究の概要レスキュー現場において,形状 ･質

量 ･置かれている状態等は千差万別で未知である瓦磯のどの部分を掴んで,どのようにハンドリングをすれ

ば積み重なった瓦磯を崩さずに撤去できるのかを推定するために,小型のレスキューロボットを用いて,カセンサを-ンド部に設置し,その取り付けたカセンサ情報

を基に瓦疎の姿勢変化および重心位置を推定する手法を提案する.

5 研究組織 (共同研究 ･総合研

究のみ該当します)･研究代

表者･研究分担者 (役割分担)※ホームページ等での公開の ◎ 否) いずれ



[実績報告書8-2]

部科校名 :理工学部 氏名 :羽多野正

俊6 研究の結果 (総合研究の研究代表者は,4,000字以上記入してくださいら

)本件究は地震等の災害現場で被災者の上に覆い被さった建物等の瓦棟を撤去するレスキューロボ

ットの研究開発である.瓦磯撤去にも種々の機能が必要とされるが,本助成では以下の点に絞って研究

を行っ

た.(a)未知形状 ･質量の瓦磯について掴んでハンドリングする場所を,ハンド部に取り付けたカ

センサ情報等を用いて瓦疎の姿勢変化情報から算出する手法の提

案.(b)多自由度を有するロボットを操作するための操作インターフェースの製

作.以上により,人間による遠隔操縦とロボットの自律機能を組み合わせ,瓦磯撤去作業を軽減化する

システムの実現を目指し研究を行っ

た.上記2点について以下に具体的に示

す.(a) 前述のように,災害現場では瓦磯の形状 ･質量等は未知であり,どの場所を掴んでハンドリ

ングすれば良い かあらかじめプログラミングしておくことは困難である. この問題に対し, 感圧セン

サを購入しロボットのハンド部に取り付け,また小型カメラを購入しロボットに設置する.図1に研究

に用いた小型レスキューロボット,図2にロボットハンドに設置したカセンサを示す

.Sensor3 Sensor

'1本研究では基礎研究のために
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部科校名 :理工学部 氏名 :羽多野正

俊研究の結果 (つづき)

1Time(

S)図5 瓦磯の右部を把持した場合の結果

1Tim

e回図6 瓦磯の左部を把持した場合の

結果図5,6より,カセンサ2,3に力が集中しているときは,反時計回りのモーメントが作用してお

り瓦磯の姿勢は左に傾いていると推定され,カセンサ 1,4に力が集中しているときは, 時計回りのモー

メントが作用し瓦磯は右に傾いていると推定される.この力の相対関係と前述の推定手法を組み合わせて
, 重'

1■心位置を推定した結果をTable1,2に示

す.Tablei:Incaseofleftpositiongrasp (cm) Table2:Incaseofrightpositiongrasp (c

m)R.ealposition -14 -12 -10 -8 -

6 -4 -2Measuredposition -16 -13 -12 -9 -7 -5 -2 Realposition 0.2 4 6 8 10 12 14Measured

-Position -2 1 4 7 9 10 13 14各表において,上段は実際の重心位置,下段は推定位

置を表す.これらより,ほぼ一致しており,よく推定できていることが分かる.(b) 2次災害の観

点からレスキェ-ロボッ トは遠隔操縦する場合が多い･しかしロボットは多自由度を有するため,操縦技

術の熟練を必要とする.よって,遠隔操縦するために,没頭型と呼ばれる操作インターフェースを実現するた

めに-ツドマウントディスプレイ(H掴D)を用いた操作インターフェースシステムを製作する.図7に製作したHMDシステムを示す.ロボットに搭載した無線カメラ画像を本

システムを通じて操縦者に提供し,遠隔操縦時の操作

性を向上させること出来た.図7 製作したHMDシステム

以上により,未知形状瓦磯撤去作業を行う小型レスキュー

ロボシトシステムについて研究開発を行い,その結果

,(a)ハンドに取り付

けたカセンサ情報を用いて,簡単な未知形状の瓦磯の重心位置推定を行いハン

ドリングするシステムを提案した.(ち)-ツドマ

ウントディスプレイを用いた遠隔操縦支援装置を製作

した.これらにより,従来よりも未知環境の適応す



【別紙様式 8】
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い.平成 19年度 学術研究助成金実績報

告書日 本 大 学 総 長

殿下記のとおり報告いたします. 氏

名 平成 見6 年 3 月 之ア日桑原 卓雄

㊨所属 ･資格 理工学部 ･航空宇宙工学 ･教授
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部科校名:理工学部 氏名:桑原 卓

雄6 研究 の結果 (総合研究の研究代表者は,4,000字以上記入してください

.)ダクテッドロケットは図1に示すように一次燃焼室 (Primarycombustor),ガス発生剤(G
asgenerator),空気取り入れ口(Airinlet),二次燃焼室(Secondarycombustor)から構成されている
.ガス発生剤は一次燃焼室で燃焼して高温の燃料過剰なガスを発生する.高温ガスは質量比で約十倍の

空気と混合して二次燃焼室内で燃焼する.ダクテッドロケットが空気中,海面上をマッハ2で飛期する

と流入空気の温度は 250℃に増加している.この温度は炭化水素系の燃料を着火させる 500℃に比較し

て低い.急激に混合すると高温ガスは冷却して着火温度以下になり,着火が難しい.そこで冷却されに

くい金属粒子を混合することが考えられる.金属粒子の選定には空気と反応したときに燃焼熱が大き

いもの,着火Lやすいものが上げられる.これらの条件を満足する金属粒子としてはMg,Al,Mg-Al,Zr,T
iがありさらに金属以外の B,Siがある.数 10〟mの大きさの粒子をダクテッドロケットの二次燃焼室
を模擬した炉内に落下して着火特性を取得する

.1000Ⅹ以上上げられる高温の炉を用いて金属粒子の着火特性を求めた.結果を図 2に示した.最

も着火遅れ時間の短いものはZrであり,炉内温度 1000KのときZr>Ti>Mg>Mg/Al)Bの順に着火しやす
い.zrは火二品の原料として多用されており事故が多く,取り扱いが難しい.そこで着火Lやすくかつ
保炎の機能を持ち地上での取り扱いLやすいものがよい.また,Bは 1050K以下では着火せず,Alは 140

0K以下では着火しなかった.最も発熱量の大きな B,Alの両者が着火しにくいことから補助的な物質
の混合が考えられる.発熱量が大きなBをベースに低温で着火するMg,Mg-Alを混合することが有望であ
る.これらは気相反応する物質であり,燃焼時の高温領域の直径,すなわち影響径が固体時の粒子径に

比較して直径で 10倍になる.これは広範囲の気相を加熱し,ダクテッドロケットの保炎に十分役に立つ

.気相反応するものの影響径は表面反応するものに比較して大きく雰囲気の温度の影響は受けない

.炉の温度は最大 1000Kに達しているがこの範囲において影響径は変化していない.気相反応は表面か

ら蒸発した金属分子が反応するものであり,このガスの領域が一定になっているものと考えられ

る.cG G竿 -@ AB

c表図1 ダクテッドロケ
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部科校名:理工学部 氏名 :棄原卓

雄研究の結果 (つづき)

+ B' - M g/

Al撒

M g- 冊̀ 一一T

i#

Zr800 900 1000 1100 12

00AmbientTemperature,

K図2 着火

特性なおこれらの成果はH19年11月米国で行われた日米先端工学シンポジウムのポスターセッションで発表

し,H20年米国ハートフォードにおけるAIAA (米国航空宇宙学会)にて下記題目で発表しま

す.｢MassTransferintherecirculationzoneofDuctedRocke

t｣注 :必要に応じて,このページをご使用くださ
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7注 :課題番号を記入してくださ

い｡平成 19年度 学術研究助成金実績報

告書平成 20 年 4 月 19

日氏 名 塩 野 光 弘 し

豊 野所属 ･資格 理工学部 ･電気工学科 准教授日 本 大 学 総 長

殿下記のとおり報告いたしま

す｡1 種 目 l奨励研究/ - 蒜 フ )/一般研究(共同)/総合研究 巨i:該当する種目を｡で囲んでくださ

いO2 研

究課題垂直軸型タービンを用いた再生可能エネルギー発電システムと系統

連系技術3

研究の目的環境問題と化石燃料枯渇問題の解決策の一つとして再生可能エネルギー利用が注目されてい

る○再生可能エネルギーを用いた発電として､既に太陽光､風力発電が実用化レベルに至っているものの

､なかなか導入が進まないのが現状であるoそこで､過去に研究を行ってきた揚力タイプの垂直軸型タービ

ンの開発に加え､小型風車として用いるための抗力タイプの高効率な多翼形の垂直軸型タービンを用いた

再生可能エネルギー発電システムを開発し､発電システムの系統連系に関する諸問題について検討することを目的と

するo4 研究の概要(1)海上保安庁が設置および管理している灯浮標の電源として垂直軸型タービン

(ダリクス形タービン)を用いた潮流発電装置

の発電データの解析を行 う○(2)現在実証実験中の垂直軸形タービンによる風力発電の発電データを解析し､風洞実験と

のデータの比較検討を行うo5 研究組織 (共同研究 .総合研
究のみ該当します)･

研究代表者･研究分担者 (役割分担)※ホームページ等での公開の ㊥ ･否) いずれかを○で囲んでくださ
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部 科校名 :理工学部 氏名 : 塩 野 光

弘6 研究の結果 (総合研究の研究代表者は,4,000字以上記入してください

｡)(1)灯浮標用潮流発電装置の発電データの

解析一般に航路標識は商用電源の確保が困難な海上にあるため､自給可能な電源を確保する必要がある｡

再生可能エネルギーの一つである潮流は､天候に左右されずェネルギー賦存量の予測が可能であるという利

点がある｡そこで､潮流発電用の水車として垂直軸形タービン (ダリクス形水車)を用いた潮流発電装置を

灯浮標に用いるため､水路実験により垂直軸形タービンの諸特性について検討を行なってきた｡その垂直軸

形タービンを用いた潮流発電装置を灯浮標に装備し､2002年12月から約2年間､海上保安庁により維持お

よび管理している明石海峡の航路中央に設置し､実証試験を行ない発電データを取得し

た｡まず､2003年8月から2004年1月までの期間における1ケ月間の流速と発電電力の関係について解析し

た｡なお､解析に用いた流速の値は､海上保安庁海洋情報部が公表している海峡中央付近の推定値を用いた

｡その結果､2003年9月における潮流の半周期分の流速と発電電力の関係では､流速の増減の変化に対して

発電電力も追従するように変化することが分かった｡また､灯浮標のランプの点灯に必要な､1日あたり110W

hを超える発電電力量が得られていることを確認し

た｡次に､2003年9月の24時間における流速と発電電力量の関係を解析した｡明石海峡の潮流の特徴とし

て､流速は約12時間25分の周期で正弦波状に変化し､流向は半周期ごとに反転､つまり転流が1日に4回

現れることが分かった｡流速の増加に伴い発電電力量も増加している｡9月12日の総発電電力量は約310Wh

となっ

た｡次に､2003年9月の1ケ月間における1日ごとの総発電電力量と平均流速の関係を解析した｡発電電

力量は24時間の合計､流速は24時間で平均した値で算出した｡流速は約14日の周期で変化し､それに伴い

発電電力量も変化していることが分かった｡この現象は､月齢の影響により潮位差が約14日間で大潮と小潮

を繰り返すためである｡発電電力量は1日あたり110Whを超える目が多く､ランプの点灯に必要な発電電力

量が得られていることを確認し

た｡次に､2003年8月～2004年1月までの流速と､流速ごとの平均発電電力量の関係を解析し､各月の

発電電力量を算出した｡平均発電電力量とは､1ケ月間の各流速に対する発電電力量の合計をその流速の出

現回数で割った値である｡流速に対する平均発電電力量は､月の経過と共に減少している｡流速3.50m/Sに

おける2003年8月の平均発電電力量は9.73Wh､2004年1月では0.37Whとなった｡また､8月の発電電力

量は6.03kWh､1月では0.04kWhとなった｡これより1月は､同じ流速に対して得られる平均発電電力量は8

月の約3.80%､各月の発電電力量は8月の約0.66%しか得られていない｡発電電力量の低下の原因として､

垂直軸形タービンに海洋生物などが付着し､その影響でタービンが回転しにくくなったためだと考えられ

る｡(2)風力発電実証実験の発電データの

解析商用電源の確保が困難な場所に設置する風力を用いた独立型電源装置を製作するに当たり､潮流発電

で良好な成果を収めている円弧キャンバ一翼垂直軸形タービンに着目し､そのタービンを用いた風力発電装

置の実証実験 (フィール ド試験)を実施した｡フィール ド試験では､試作した風力発電装置が自然風況下に

おける特性と問題点について発電データを基に検討した｡設置場所は神奈川県三浦市剣崎灯台の敷地内であ

る｡まず､設置場所の風速出現率について風速データを解析した｡2005年8月における1ケ月間について

､風速出現率は風速12m/S以下の範囲で多くみられ､風速2m/Sまでは風速が増加すると出現率も増加し､風速2m

/S以上では風速の増加に伴い出現確率は減少していることが分かっ

た｡次に､2005年8月25日における時刻に対する風速､発電機出力､風車回転数について時間特性を解析し

た｡これによると､風速に追従するように水車回転数と発電機出力が変化し､風速の増加に伴い発電機出力

が増加していることが分かった｡また､風速が5m/S以下になる12時頃は発電機出力はほとんど得られておら

ず､風速が 18m/Sを超える18時以降は､風車回転数と発電機出力が共に零となっている｡これは過回転防止

用に制御されているの摩擦ブレーキの動作によるものであ

る｡次に､風速に対する風車回転数､発電機出力と摩擦ブレーキの動作について検討した｡その結果､風速5m

/S付近から発電し始め､風速が増加すると風車回転数および発電機出力も増加し､風速 10m/S付近の発電

機出力は100-200W付近に多くみられ､最大出力は風速 15m/S付近における約 500Wであった｡風速 15m/S付
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部科校名 :理工学部 氏名 : 塩 野 光

弘研究の結果 (つづき)

越えると風車回転数と発電機出力が零となる範囲が現れ､ブレーキ動作信号と合わせると､摩擦ブレー

キが動作していることが確認できた｡以上の結果から､風速 5m/S付近から発電し始め､摩擦ブレーキが動作

する15m/Sまでの風速出現率は36.4%となった｡また､風速出現率は風速2m/S付近が最大であるから､カッ

トイン風速を2m/Sにした場合の風速出現率を算出すると､カットイン風速が5m/Sの場合に比べて40.7%増

加して77.1%となることが分かっ

た｡(3)静翼付効力形多翼風車の特性

解析静翼付抗力形多翼風車は垂直軸形タービンの1つであり､低回転数で発生 トルクが大きく､運転領域が

周速比1以下という揚力形とは違った特性を持っている｡本研究では動翼と静翼を兼ね備える静翼付抗力形多

翼風車の特性を計算から求める算出方法の手法を提案し､実測値との比較検討を行った｡まず､風車出力を

計算により算出する方法について検討した｡静翼付抗力形多翼風車の構造は､回転する翼(動翼)が風を受け

やすいように､静止した翼(静翼)に囲まれている｡最初の方法では､静翼を通る風の変化を､エネルギー保

存則を適用した算出法としたため､損失を無視した結果となっ

た｡次の方法では､静翼を通る風の変化を､質量保存則の適用から求めるというものである｡風が静翼間

の流路を通る際､流路の入口と出口で流路断面積が異なるため､風速が変化する｡ここでは空気密度の変化

を無視すれば､質量保存則を適用すると流路入口風速と流路出口風速の関係は､入口および出口流路断面積

の比を用いて示される｡静翼の隣り合う流路出口風速の平均風速が､動翼1枚に対し作用するものと考え､

動翼入力風速を求める｡また､風速のベクトル図から､動翼に作用する風速のベクトルを求め､動翼に作用

する風速の回転方向成分が求まるので､各動翼で生じるトルクが分かり､各動翼で発生するトルクの総和を

風車出力 トルクとすると軸出力が求められる｡このようにして求めた静翼付抗力形多翼風車の各風速におけ

る､周速比一軸出力特性の実測値と計算値を比較すると､最大軸出力を示す周速比は約0.3で一致しており

､ピークを過ぎて軸出力が零となる周速比も約0.65で一致している｡また､最大軸出力の計算値と実測値の差

は､最大でも6%程(風速20m/S時)であり､風速によらず傾向は､ほぼ一致することを明らかにし

た｡さらに､静翼が風車特性に及ぼす効果を風洞実験により検討し､風車の軸出力に着目すると静翼が有

る場合は無い場合と比較して出力が増加することを確認した｡これより､抗力形多翼風車において､静翼を

取り付けることにより風車特性の改善に寄与することを明らかにし

た｡(4)発電システムの系統連系に関する

検討垂直軸形タービンを用いた発電システムを系統に連系することを想定した場合､タービンと発電機の

適する回転数がそれぞれ異なるため､増速機を介して接続する必要がある｡その場合､発電電力量は増速比

に依存するため発電電力量を最大とする最適な増速比が存在する｡このような最適問題を潮流発電に適用す

るために潮流の流速の定式化し､発電電力量を最大とする最適増速比を求める算出方法について検討し明ら

かにした｡この方法によると､発電機の定格容量も同時に選定できることが分かっ

た｡次に､発電機の定格容量を超えない範囲で､年間を通じて稼動できるような潮流発電システムを構築

することが必要である｡実際の潮流のデータから､潮流の流速を時間を追って計算すると､膨大な量の計算

を必要とする｡そこで､潮流の流速の出現確率を用いて､発電電力量が最大となる増速比について検討した

｡実際の潮流の流速は､正弦波ではなく､ひずみ波であり､最大値は日ごとに異なる｡そこで､平成15年の

明石海峡における10分毎の潮流の流速変化のデータを用いて流速の出現確率による方法の定式化を行った｡

それにより潮流の流速の出現確率を用いた､最適化問題の定式化を行った.流速データから時間を追って計

算するより､潮流の流速の出現確率による方が､計算時間は比較的短くなると予測されることを明らかにした｡

以

上注 :必要に応 じて,このページをご使用くださ
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部科校名 :理工学部 氏名 : 萩原 俊

紀6 研 究 の結 果 (総合研究の研究代表者は,4,000字以上記入してください(ニ

〉)新規触媒への応用が期待できる､機能性カテナンの合成に成功した0Scheme lに示すピリジル

基を有する[2]カテナンは､4-プロモイソフタル酸ジメチルを出発物質としてピリジル基の導入､脱保

護と4-アミノベンジルアミンとのアミド化によって得たU字型ジアミンを経由して合成 した｡[2〕カテ

ナンと同時にカテナン構造を形成 していない単環状化合物も生成 したが､分取薄層クロマ トグラフィ

ーを用いることで[2]カテナンのみを単離することに成功したo生成物のMALDIITOF MSを測定したとこ

ろ､目的の[2]カテナンに相当する分子量が観測された｡また､1H-NMRスペクトルにおいては､同時に

得られた単環状化合物と比較 してアルキル鎖部分などのシグナルの高磁場･シフトが観測された｡これは[

2]カテナンに特有の現象であることから､生成物がカテナン構造を形成 していることが確認された

｡収率は4%と低かったが､これはカテナンの合成においては一般的に見られることである｡得られた

ピリジル基を有するカテナンは､そのかさ高さと運動性の高さを合わせ持つ特異な構造を生かした金

属錯体触媒の配位子として､またそれ自身､ルイス塩基触媒としての利用が期待でき

る｡H3COOC皮 Br 1,伊 軽coocH3 2)KOH

HOOC"恰 NH2 1

)DCC,HOBt

co
oH2,

H2Nr%NH2..lrI - -

∈｢ N H C OC O N

Hづ己こhN=

至ITI二:｢もー c o NH匂山"恰 NHC｡J 1SchemeI Preparatio

nofPyridyl【2]catenane(1)また､ピリジル基と同様に金属配位性

基として広く用いられている､ジフェニルホスフイノ基を有する[2]カテナンについても合成を試みた(schem

e 2)O 牛ニ トロイソフタル酸からニ トロ基の還元､ジアゾ化を経由して4-ヨー ドイソフタル酸

を得た後､カップリング反応によりジフェニルホスフイノ基を導入､4-アミノベンジルアミンとのア

ミド化によりU字型ジアミンを合成し､これの環化反応によって[2]カテナンの合成を検討 した｡しかし

目的の[2]カテナンの生成は認められず､カテナン構造を形成 しない単環状化合物のみが単離され

た｡これはジフェニルホスフイノ基のかさ高さのために､カテナン構造を形成するのに必要なアミド基同士の水素結合が十分に形

成されなかったためではない かと考えられる｡HOOCメ芸･｡2 基))

F.ed?nuaC

tT.OnncooH 3)PP

h2日NG% NH2"し督-NH2 愈

PPh2 1)DCC,HOBtHOOC/〉 ＼cooH

2㌦ 2NTa NH2･ ph2Pg Ntf :":":C:of b
:3 P pph2

ノ･一二 三 一･-=二一フ 2C = 3.02;Scheme2 Preparat



【別紙様式 8】
課題番号 個07-07

0注.･課題番号を記入してくださ

い｡平成 19年度 学術研究助成金実績報

告書平成 20 年 4 月 15

日氏

名所属 ･資格 理工学部 ･ 教授日 本 大 学 総 長

殿下記のとおり報告い

たします｡1 種 目 奨励研究/ 一般研究(共同)/総合研究 注:
該当する種目を

Oで囲んでください｡2 研究課題明治期における物理学教科書の内容につい

ての調査および研究3 研究の目的明治 4年に文部省が設置されると共に､翌年に学制が公布され､小

学校､中学校､そして大学が設置されていったOこのように学校が整備されていくと同時に､物理学教科書

が作られていった0本研究では､明治期に発行された物理学教科書を中心として､大正､昭和時代に発行さ

れた教科書も比較調査対象として､初等 ･中等教育でどのような物理学の概念が教えられていたか調査した

｡そしてそれぞれの教科書に裁っている物理学用語を抜き出し､そのデータベースを作ること､そしてその

データベースを使って学校で教えていた物理学の内容の変化について研究する

ことを目的とした｡4 研究の概要明治 5年に文部省の片山淳吉が ｢物理階梯｣と題する物理学教科書
を執筆して以来､初等 ･中等教育で使ゎれる教科書が作られてきた｡調査した教科書は28冊で､明治期は9冊

､大正期8冊､昭和期(戦前)9冊､昭和期(戦後)2冊である｡内容の程度としては､中等教育用のものがほ
とんどであるが､明治期の小学校用が1冊そして大学用 1冊､昭和初期の師範学校用 1冊も含まれている｡

小学校用は上記の教科書の改訂版 ｢改正増補物理階梯｣である｡小学校用の教科書といっても､日本で初め

ての物理学教科書であり､また物理学の素人が米国の初等教育用教科書を参考に作ったものであるO片

山が参考にした米国の ParkerとQuackenbosの教科書も併せて調査したO大学用の教科書は､飯盛挺
造が東京大学医学部学生のために書いた物理学教科書であるが､彼も物理学の専門家ではなかった｡ なお､

中等教育においては女子教育は男子教育と別に行われていたため､その

ための女子物理学教科書も調査したo教科書は図書ではないので､基本的には図書館で保管していない｡

但し､戦後に師範学校から大学に変わった大学の図書館(群馬大学､宮城教育大学､筑波大学､東京学芸大学な

ど)には､教科書が保管されている｡また国立教育政策研究所図書館､末書文庫扶京書籍図書館)にも教科書が保存されているoこれらの図書館に

保管されている教科書を調査したO調査した教科書において説明のある物理学用語だけを選び､それらを教科書の単元を参考にして6つの項

冒(物性､力学､熱､音､光､電気 磁気

)に分けてデータベースを作成したO5 研究組織 (共同研究

･総合研究のみ該当･研究代表者

･研究分担者 (役割分担) し

ます)※ホームページ等での公開の 普) いずれかをOで囲んでください｡否の



[実績報告書8-2]

部科校名 :理工学部 氏名 :植松英

穂6 研究の結果 (総合研究の研究代表者は,4,000字以上記入してください
｡)調査

資料日本の教

科書(1)明治9年 片山淳吉 『改正増補物理階梯上 ･中･下』(文部省､187

6)(2)明治1
6年(3)明治2
2年(4)明治3

0年(5)明治
3年(6)明治3

7年(7)明治4
5年(8)明治4

5年(9)明治4
5年(10)大正
2年(ll)大正
3年(12)大正
6年(13)大正
6年(14)大正
9年(15)大正1
0年(16)大正1
3年(17)大正1
5年(18)昭和
3年(19)昭和
3年(20)昭和
5年(21)昭和
5年(22)昭和

5年(23)昭和
9年(24)昭和

9年(25)昭和1
1年(26)昭和 1
6年(27)昭和2
2年(28)昭和26年小林六郎 『改正増補士氏物理小学』(牧野善兵衛､188

3)飯森挺造 『物理撃第10版上篇 ･申篇 ･下篇』(丸善書店他､188
9)三輪垣一郎 『中等物理学教科書』(金港堂書籍株式禽社､189

7)中村清二 『近世物理学教科書』(冨山房､190
0)田中三四郎 『物理学講義』(金刺芳流堂､190
4)本多光太郎 ･田中三四郎 『物理学教科書』(内田老鶴圃､191

2)中村清二 『最近物理学教科書』(冨山房､191

2)田中三四郎 『改訂増補物理学講義』(金刺芳流堂､191
2)田中三四郎 『物理学講義』(早稲田大学出版部蔵版､191

3)森緒之助 『中等物理学教科書』(積善館本店､191
4)田丸卓郎 『初等物理学教科書』(東京開成館蔵版､191
7)野田貞 『中等教育物理学教科書』(東京開成館蔵版､191
7)野田貞 『新制物理学教科書』(東京開成館､192

0)板橋盛俊 『新定物理撃教科書』(三省堂発行､192
1)石葦吉磨 『女子物理教科書』(集成堂､192

4)三枝彦雄 ･及川久太郎 『女子教育物理学新撰』(東京中央館､192

6)中村清二 『女子物理教育』(冨山房､192
8)桑木或雄 『物理学教科書上 ･下』(三省堂､192
8)田丸卓郎 『中等学校物理学講義昭和版』(東京開成館､193

0)森絶之助 『女子物理学教科書』(積善館､193
0)野田貞 『師範学校物理学教科書』(東京開成館193
0)田中晋輔 ･磯谷貞次郎 『女子物理学教科書改訂版』(精華房､193

4)鹿島高等師範学校附属中学校理科研究禽 『改訂最新女子物理学』(修文館､193

4)石川清一 ･阿藤質 『実業学校物理撃教科書』(誓文館､193

6)田幸彦太郎 『物理学小論』(前野書店､194
1)東京物理学校編 『改訂物理学通論』(備秀書房､194

7)藤岡由夫 ･小島昌治 ･宮島龍興 ･戸田盛和 ･和田八三久 『高等学校の科学物理 Ⅰ･Ⅱ』
(大日本図書株式会社､195

1)米国の教

科書氏.G.Parker:Fl'rstlessonsj'DDatLLralpJhllosopAy (1859
).G.P.Quackenbos:胞tLITalj%}'losopAy(1859)

.以上の教科書を使い､6項目(物性､力学､熱､音､光､電気 ･磁気)に分けて物理学用語のデータベース

を作成した｡用語数は合計4400語であった｡これらの用語において､年代や内容の程度と関係なく使われて

いたのはごく僅かで､1冊だけに使われている用語は約8割であった｡戦前までに出版された教科書で扱う物

理学用語については､統一性が無いことが明らかになった.これは戦前までの教科書については､統一性が無

く､扱う内容や用語を執筆者が独自に決めていたことの表れであると思われるO戦後の教科書については昭和

26年に指導要領が作成されてからは統-性が図られるようになっ
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部科校名 :理工学部 氏名 :植松英

穂研究の結果 (つづ

き)明治4年文部省が設置されたことにより日本の学校教育が始まるが､教育制度が安定するのは明治30

年代になってからのことである｡学制の公布と共に明治5年に最初の物理学教科書が作られるが､この教科

書を含め初期の物理学教科書の著者は物理の専門家ではなかった｡明治30年になると帝国大学や師範学校で

物理学を専門に学んだ人たちが教科書を執筆していった｡ さらに教科書の内容を見ると､単元名については

明治30年を境にして傾向が異なっていることが分かった｡説明されている用語数においても明治30年以前

に出版された3冊は､その教科書でしか扱っていない用語の割合が高く､他の多くの教科書で扱っている用

語についてはほとんど扱われていないことが分かった｡これらのことから､日本の物理学教科書においては

明治30年が大きな転換期であることが明らかになった｡そして明治 30年以降に出版された教科書で扱われ

た物理学用語において､採択数の多い用語については､ほぼ安定して使われていった傾向にあった

｡各項目で扱われている用語で採択数の多い用語と特徴を挙げ

る｡物性:毛管現象､表面張力､比重､国産､気髄､弾性

など扱われる用語は力学と関係が強かった｡この物性という単元名は､現在の教科書には無い｡今回の調

査で昭和26年の教科書(28)において 物̀の性質'という名称の単元が存在していたが､この単元が消えた年
は､今回の調査では分からなかっ

た｡力学:斜面､重心､加速度､仕事､偶力､滑車､合力

など扱われる用語は､静力学が多い｡現在の力学で扱われている 力̀'､ 慣̀性'という2つの用語は､物

性で扱われる教科書もあれば力学で扱われる教科書もあり､まちまちであった｡物性と力学の概念の違いに

ついては､よく分からな

い｡熟:比熱､傍導､濃度､融解鮎､氷黒占

など状態変化に関する用語が多い. シ̀ャールの法則'は熟で､ ボ̀イルの法則'は物性で扱われていて､

熟と物性とは明確な境界線があることが分かっ

た｡普:蓄音機､共鳴､音色､音叉､捻り､反響

など波の基本要素である 波̀長'は音の単元で多く扱われていて､ 週̀期'､ 振̀幅'は力学の単元で多く扱

われてい

る｡光:額微鏡､望遠鏡､レンズ､スペクトル､凹レンズ､凸レンズ､屈折率

などこれらの用語を見ると､現代とさほど変わらな

い｡電気 ･磁気:オームの法則､感度電流､電流計､絶縁髄､導髄､南極､北極､磁石

など電圧という基本的な用語については 電̀歴'をはじめ 動̀電力' 電̀動力' 電̀位差' 起̀電力'など教

科書ごとに異なっていて､統一されていなかった｡また磁気に関する用語は 磁̀石'や 地̀磁気'が中心であっ

た

｡全体として物性という概念は唆味であり､力学や熟と共通している用語もあったが､音､光､電気 ･

磁気との共通項はほとんど無かっ

た｡注 :必要に応 じて,このページをご使用くださ



【別紙様式 8】

課題番号 個 07 -or7

1注 :課題番号を記入してくださ

い｡平成 19年度 学術研究助成金実績報

告書lTI'･成 : 隼 /' i-J' I:､

トー∴ -, -

･-所拭 ･:lI:.i清 III日工学 .li臣 J̀
～日 本 大 学 総 長

殿下記のとおり報告いたしま

す｡1 種 目 l奨励研究/ 般研究(個人)一般研究(共同)/総合研究 控 該当する種目を○で囲んでくださ

いo2 研

究課題祭礼､ 萎 習 ＼ 毛 管

を欝さ も3 研究の目的

tOi考え ㌢クra邪 ＼ 墜 -倭磁 - ぎ

飛 最 ノ 篭蒸 篭 慧4 研究の概要諾 畏 警還 警 子1､撃 だ 才芸 ∵ 言 を 嘗駕篭篭 護鵬 等潮 舞う態;〆tを 惣 肇

鎧 ぼ嘗転も鷲タ.軌 @S 紫 婆遜-L駿顔

鼠 誉霧 変 薮諸 芸駁5 研究組織 (共同研究 .総合研究のみ該当し

ます)･研究代表者

･研究分担者 (役割分担)※ト ムページ等での公開の ㊥ 否) いずれかをOで囲んでくださいO否の場合
は



[実績報告書8-2〕

部科校名 :理工学部 朋‥jたら,‡

施ア6 研究の結果 (総合研究の研究代表者は,4,000字以上記入してくださ

い｡)-:･IJ: 1･.}､

L3xTl.I:;:II-i,:/･',T･･/LI

■ヽ･･一
･一一ノIP
.':･Li:,. 上 目 ,羊 ;:･.':Lt･･ L･･ 揉 , ∴ ･: ･巨 ÷ 1,牽､ 了 ∴ 一十 :･･:･･;･:I;:'･::メ,L･

･,}了 l T:-･_ --∴ 二 二,,-tit:

IM-matrcesandtheconjugaCyClassesoftheMath
ieugroups,M12,

MllMaroKimizuka

1HighSchoolattachedtoCbibaUniversityofComme

rceRyujiSasaki

2DepartmentofMathematics,CollegeofScienceandTechnolo

gy,NihonUniversity,Tokyo,Jap

anABSTRA

CTATLASlATLAS]givestheconjugacyclassesoftheMathieugroups

M12andMll.Howeverthewatofthemisnotmentioned.Nosuchwork

hasbeenpublishedelsewhere.Ⅰnthisarticle,weshallgiveacombinator

ialapproachtodeterminetheconJugaCyClassesofもheMathieugro

upsM12andMllbyusingM-matricesoftheternaryGolaycod

e.Keywords: ternaryGolaycode;Mathieugroup;M一matrix

.MalhemalicsSubjectClassiBcaiion: 20DO8,20DO6,20B20,90B

O5.1.ⅠNTRODUCTI

ONFirstofallweshallexplainM-matriceswhichwasintroducedinlKS2】･Le

tCbeacode,whichisnaturallyrepresentedasalinearsubspaceoft.hespa

ceV-軌 ≦i≦k;1≦j≦nFpei

j･Forexample,thebinaryGolaycodeandtheternaryGolaycodehavethisproper

ty.Akxnmat

rix A-(ai,･eij) aid∈F

px･1HighSchoolattachedtoChibaUniversityofCommerce,2-10-1Nakakokubun,IchikawaCi
ty,Chiba272-0835,Japan;臥mail:maro◎hs.cuc.ac

･jp2correspondence:DepartmentofMathematics,CollegeofScienceandTechnology,Ni
honUniversity,1-8KandaSunlgadai,Chiyoda-ku,Tokyo101-8308,Japan;Fax:+81-03-3293-582
8臥mail:ryu@math･cst.nihon-u･ac･jp
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部科校名:理工学部 氏名‥).Lを､釆挽

-/研究の結果 (つ

づき)iscalledanM-matrixofCifafamilyofvectorsofVderivedfromAinacert

ainwayformsabasisofC･TheexistanceofM一matricesofCcharacterizess
omestructureofthecodeC.AtleastinthecaseofthebinaryGolaycode,T･Ko

ndolKo巨ecognizedtheusefulnessofM一matrices,gaveanexplicitde鮎itionoft
hemanddiscussedもheirgoodproperties･InhispapertSa可,M･Sawabedetermi

nestheconjugaCyClassesoftheMathieugroupM24bymakinguseofM-matrices,

ofthebinaryGolaycode.WealsouseM-matricestogiveinvoluもionswhichgener

ateM22,M23andM24in【KS

21･Inthisarticle)weshalldeterminetheconjugaCyClassesoftheMathieugro

upsM12andMllbyusingM-matricesoftheternaryGolayco

de･2.M-MATRICESOFTHETERNARYGOLAYC

ODEForthesakeofdiscussingtheconjugaCyOftheMathieugroupM12andM

ll･weshallrecalltheternaryGolaycode,M-matricesofthisandanumberofba

sisresults｡fMathieugroupMl｡Shortly.Forthedetailtosee【Gr]Ch･7andtKS

2】･weshallsetF3-(0,1,-1).Wede餌eO-((k,i)Ik∈F3,1≦i≦4)

andv=((I(k,i))∈Mat(3･4,F3日 (k,i)∈fl,I(k,i)∈F3)空(F3

)PlLetL-(ll,-I,l4):V- (F3)4bealinearmapde触ed

byli((I(k,i)))-∑kx(k,i),i-1,-
･,4c∈

PTqandS-(sl,･･･,Sn):(F3)4- vaset-theoreticallysectionofLdeaned

bysi(0)=i(1,0,0),si(1)-i(0,1,0),si(ll)-i(0,0,1), i-1,･･･

,4･Leも7-:- ((a,b,i(1)潮 -1))Ia,b∈F3,頼 ):-ax+b)⊂ (F3)4be
theTetracode.Wede£netheternaryGolaycode

byQ(7-)- (cl-ち,Cl十S(i)l2≦i≦4･i∈7-)⊂(F3)i

nl,wh

ere Ci:

= (0

･-00

-･00

･-0Lemma1 Q(7-)isself-dualco

de･注 :必要に応じて
,

＼jO
0
0

O

0

0

の
ん

l

｢
⊥

lこのページをご使用くだ
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部科校名:理工学部 氏名‥粍侵宜挽

ア研究の結果 (つづき

)Theorem2Wehav

eQ(千)- (cl- Ci,Cl+S(0)l2≦i≦4)⊥nL~1(7-)

･Inotherwords,wehave

4(*)Q(千)-tx-(x(k,i))i∑x(k,i)--∑x(0,i)(1≦∀i≦4),L(x)∈T
)･kEF3 3'=

1Theequation(*),whichiscalledMINIMOG,isveryusefulcriterionwhether

avectorin(Fp)qxnisacodewordofQ(7-)IFordetails,Wereferto【CS]Ch･11

･Corollary3 TheminimumweightofQ(7-)is6

･De点nitionAsetoffourvectors(Tl,T 2,T3,T4)ofweight3satisfying(1),whi
choccurinacosetofQ(千),iscalledafoursomeofthecodeg(千)･Aquartetist

hesetofsupportsoffourvectorsinafoursome･Thesupportofacodewordofweig
ht6iscalledahe3;ad

,(1) n-supp(Tl)usupp(T2)usupp(T3)usupp(T4)

･Theorem4Letどdenotethesetofallhexads.Then(0,a)formsaStein

ersysiem(12,6,5)

.De丘nition(M-matrix)Letb:f7- ∩beabijectionanda(k,i)∈F3Xf
or(k,i)∈n.Thena3×4matrixM whose(k,iトcoe銭cientisa(k,i)b(k,i)iscall

edanM-matrixforQ(千)i

f ¢.･(k,i)卜づ a(k,i)b(k,i

)inducesanautomorphismofQ(7-).Thisisequivalenttothefollowingarecontain

edinQ(T

):(2) ∑a(k,1)b(k,1ト∑a(k,i)b(k,i), 2≦i≦
4,k∈F3 k∈F3

4(3) ∑a(k,1)b(k,1)+∑鵜 i)b(ii,i),i-(il,･-,t4
),k∈F3 i=

1whereirunsoverabasisfor千overF3andthezerovecto

r.注 :必要に応 じて,このページをご使用くださ
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部科校名 :理工学部

研究の結果 くつづき)

Theorem 5Forany5-seH vl,V2,V3,V4,Wl)⊂ fl,we舟 acodewordX :ニ
トxl,x2,X3,X4,yl,Zl)suchihal

xi-eiVi(1≦i≦4), yl- EWl, ei,e∈(+l√ュ).

ThenthereexistsuniquelyanM-matrixM oftheform:

･-( ;1 x2E3X4)･

Corollary6 TheternaryGolaycodeQ.(77isunique.

Corollary7 Th,efactorgroupAnt(Q(7-))/ト1)actsregularlyonsetofallor-

dered5-Sequences(xl,x2,･- ,X5),Where3:i∈fl.Inpaticular,

IAut(Q(T))/ト1)l-12･11･10･9･8.

SinceQ(7-)isunique,thestructureofAut(Q(7-))doesnotdependonachoiceof

theternaryGolaycode･Ant(Q(71)/ト1)iscalledtheMaihieugroupOfdegree12,
whichwillbedenotedbyM12･LetMllbethestabilizerofapointinM120n∩.

ByCorollary7,M12is5-transitiveon∩,thestructureofMlldoesnotdependon
achoiceofapoint･MlliscalledtheMaihieugroupOfdegreell.

Lemma8 LetQ:-(Tl,T2,T3,T4ibeaquartet.Set

H:-(U∈M12優 q- a)and
Ho:-(0-∈M12lTiq-Ti(1≦i≦4)).

Thenikefollowingholds:

1･Herr:Åut(千).

B･HooごT,i･e･Hoisanelementaryabelian3-9r･OuPWithorder9.

ThefollowingtwoelementsaregeneratorforHo:

o

1

1

o

1

1

‡(0
,
1

,
1
,
1)

Corollary9AllelementsofHoare1333- type.

4 Ⅰ(1,0,

1
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部科校名 :理工学部 氏名 :笹LL茅花
‥研究の結果 (つづき)

DeBnition(non-spiciaisequence)LetX be3-pointssubsetof∩,Theorder

ed3-sequence(al,a2,a3)iscallednom一画cialsequenceofXif(al,a2,a3)satisS
esthefollowingCOndition

:1･al,a2,a3areCOntainedint2＼

X.2･Thereisnoe一ementBofB(cf･Th･4)suchtahtXu(a',a2,a3)-

B.Lemma10 LelX :- ixl,x2,X3)be3-pointssubsetofOandleia:-icT
∈M12IXq-Xy Thenaactsregularlyonthesetofallnor"picialsequenceof

X

.Proof･Let(al,a2,a3)beanynon-spicialsequenceofX andletBbeaeieme

ntinβsuchthatBcontains(al,a2)uX.SinceM12is5-transitiveonnand

a3iscontainedin∩＼B,itissu琵cienttoshowthatthepointsstabilizerGala2ac
tsreguiarlyonI?＼B･SinceM12issharply5-transitiveon∩,wehavethefollowi
ngtwoelement

s: α-(3;ユx2)(3:3)(al)(a2)(b)(yly2)(y3y4)(y5y

6)β-(xIx2X3)(al)(a2)(b)(yiyもy;)(y拍;y昌

).Byelementsαandβ,weeasilyhavethatGaユa2 =ごSym(X)と S3andGaユ82

istransitiveonf7＼B･Ontheotherhand,byGo,la2ごS3,theorderofGala2is
6,henceGala2actsregularlyonr2＼B.

□Corollaryll M24actsregularlyonthese

t◎:-(((al,a2,a3),X)iX:3-pointssubsetof0,(al,a2,a3):nOn-SPicialsequenceo

fAMoreover圃-l財12

卜Lemma12 LeiYbea4-pointssubsetoff7.Se

tK-K(Y):-(g∈M12げq-Y)a

ndKo-Ko(Y):-〈C,∈M12iyo-y(∀y∈Y)

).ThenK/KoとS4andlKo巨 8

.Proof.SinceM12issharply5-transitive,theseassertionareobious.

□Corollary13 Foro･∈Sym(Y)=S4,thereexistsei9hielementsinM12Whi

chconlainJincyclenotation.

5注 :必要に応 じて,このページをご使用くださ



[実績報告書8-3コ

部科校名:理工学部 氏名弓tk射笈--
研究の結果 (つづき)

Fromnowon,letY-(∞,0,1,2)and

0

1

1
ニC:

1 2 3 4Thefollowingtwopermutationsar

egeneratorforK-K(Y).α1-(∞ 0)

(1)(2)(5)(6)(39)(4X)(78), α2-(∞)(012)(4)(7)(35X)(689),β1-(∞)(0)(1)(2)(3596)(4X 78).

CorrespondingeachelementstooneofthefollowingM-mat rices:

al-
(
:

6
SI7:Ix
;I3:),α2･-(苦‡…三卦β1圭FurthermoreC1andthefollowingpermu tationgenerateKo-Ko(Y).

＼jI6一9
削り〇一5ズ72
4一l
β2:-(β1)α2-(∞)(0)(1)(2)(3794)(5X68).

Remarkltiseasilycheckedthatab ovethreematricesareinfactM-matri cesby
Theorem2,
thepropertyofMINIMOG(lCS〕Ch･
11)orappendixin【KS2]･

RemarkBythegeneretorofKo,
KoisisomorphictothequaterniongroupQ8･

Allelementsof∬oarethefollowing:

β
O-Id
,
β
1-(∞)(0)(1)(2)(3596) (4X78)
,
β2-(∞)(0)(1)(2)(3794)(5X68),
β
3-(∞)(0)(1)(2)(3497)(586X),
β4-(∞)(0)( 1)(2)(3695)(487X),
β
5-(∞)(0)(1)(2)(389X)(4576),
β
6-(∞)(0)(1)(2)(3X98)(4675),
β
7-(∞)(0)(1)(2)(39)(47)(56)(8X)･

Lemma14EachinvolulionofM12isapermuiaiionon
∩of2
6

-typeor1
424-type.

Proof.
ByTable1,
theseinvolutionsexist.
Letc,beaninvolutionwithBx(q)≠¢･
Since
M
12issharply5-transitiveon∩,U
fiXesatmost4points･
Ⅰもfollowsthat

qis122
5
-typeor 1424-type.

IfJis122
5
-type,
thenM12isnotcontainedinA12･

Thisisacontra.
diction .

Henceuis1424-type.
The reforeachinvoluもionof
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部科校名 :理工学部 氏名‥笹L封を

-研究の結果 くつづき

)Lemma15EachelementofM12Withorder3isapermutationon0of3上iy

peor1333-iyp

e･3.TheConJugacyClassesofM

12Inthissection,weshalュclassifyailtheconJugaCyClassesofM12Whicharegiv
eninTable

1.ATLAS Type NumberofTheConjugacyClasses OrderofTheCentral
i21er2A 2t

' 1 2402月 1424 1 192
3A 1333

1 543月 34
1 364ノ4 1442 1 32

4月 2242
1 325A 1252
1 106A 62
1 126β 11213ユ61 1 6

8A 12218ユ 1 8

8月 4181 1 810A 21101 1 10llA,llB 11ユ

1】 2 1ユTablel･TheConjuga

cyClassesofMユ2Types1424,1333,1442,1252andユ121316㌦Theorem 16Allelementsof142上iypeformoneconjugaCyClassinM12,
andikeorderofceniralizerofikeelementinM1

2is192.Proof.Let g:-(

al)(a2a3)(a4a5)･･･T･･-(bl)(b2b3)(b4b5)･･･beelementsof1424-

type.ByCorollary7,thereexistsauniqueelementpinM 12suchtahtp(al)-bl,
P(ai)-bi(i-2,3,4,5)･FuthermoregP- T bycorollary7.1tfollowsthatalュelementsofユ424-typeareconjugatei

nM 12･Let=(1424).･-i(C,,(al,a2,a3,a

4,a5)) o‥ユ424-type(al,a2

,a3,a4,a5)･･Ordered5-sequencecr-(al)(a2a3)(a4a5)･･･Foranelementof1424-typ

e,thereexists4･(4･2)･(3･2)ordered5-sequencewhichsatisfythecondition三(14

24)(Thereare4choicesforal,4･2choicesfora2,a3and3･2choicesfora4,a5)

.Conversely,foranordered5-sequence(aha2,a3,a4,a5),iftherearetwoelementsu:-(al)(a2a3)(a4a5)-Iand7-:-(al)(a2a3)(a
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部科校名 :理工学部 氏名:乾抹 ?

笈ン研究の結果 (つ

づき)of1424-type,theno- T byCorollary7･Henceforanordered5-sequence,th
ereexistsauniqueelementwhichsatisBestheconditionof三(1424).There

for置(1424)巨 m･4･4･21

3･2-圧ordered5-sequencei

ト1,-fM1

2巨1wherem ‥- 圧U∈M12桓 ‥1424-type汁 SincelM12Vm -192,theorderof

thecentralizeroftheelementof1424-typeinM12is192.

□WecandeterminetheconjugaCyClassesoftheelementsofTypes1333,14

42,1252and11213161bythesamewayastheproofofTheorem16･Nowweshallg
iveonlytheset=(type)whichisneededtodecidetheorderofthesecentreliz

er:=(1333)

:-≡(1442)

‥-=(1252)

I-=(11213161):-(J,(al,a2,a3,a4,a

5))(C,,(al,a2,a3,a4,a

5))(0,(al,a2,a3,a4,a5)) g:1333-t

ype(al,a2,a3,a4,a5):Ordered5-seque

nceg-(al)(a2)(a3a4a5

)･-cr:1442-t

ype(al,a2,a3,a4,a5):Ordered5-seque

ncecr-(al)(a2a3a4a5)

･･･C':1252-t

ype(al,a2,a3,a4,a5):Ordered5-seque

ncec,-(ala2a3a4aS)

･･･(U,(al,a2,a3,a4,a

5))Types26,2242,122181and4181. J:112】3161-t

ype(α1,α2,α3,α4,α5):Ordered5-seque

ncec,-(ala2)(a3a4a5)

･･･Theorem 17Allelementsof26-typeformoneconjugaCyClassinM12,and

ikeorderofcentralizeroftheelementinM12is24

0.Proof.

Let ♂:-(∞0)(1

2)-71:-(ala2)(a3a4)･･･

8注 :必要に応じて,このページをご使用くだ
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部科校名:理工学部 氏名:指し封を

-研究の結果 (つづ

き)beelementsof26-type･usingthegeneratorsofK(Y),we鮎 dthefollowingel
e-ment

s:71.･-(α2α1α2)2-(∞ o)(12)(3695)(4107

8)72:-(α1α2)2-(ol)(∞2)(38910)(467
5)73:-(α…α1α茎)~1α1(α狗lα22)-(∞)(o)(12)(8)(.1')(35)(47)(6

9)ByCorollary13,thereareeightelementswhichcontain(∞0)(12)incyclenot
a-tion.Theseelementsarefollowin

g:71β0-71, 71β1-(∞0)(12)(3)(5)(6)(9)(47)(8X
),71β2-(- 0)(12)(38)(46)(57)(9X), 71β3-(∞ 0)(12)(3X)(45)(67)(89
),71β4-(∞0)(12)(4)(7)(8)(X)(39)(56),71β5-(∞ 0)(12)(34)(58)(6X)(79
),71β6-(∞ 0)(12)(37)(49)(5X)(68), 71β7-(∞ 0)(12)(3596)(487X

).Theelements71β2,71β3,71β5and71β6are26-typewhichcontain(∞ 0)(ユ2)

incyclenotation.ThesefoureiementsareconjugateinM12,because(71β2)72-rylβ

3,(7ユ85)72-71β6and(71β2)73-7ユβ
5･ByCorollary7,thereexistsβ∈妬2Suchth

atp-
(
:cT

2
C33
-
cSN

oHencerPisequalto71β2,71β3,71β50r71β6.1tfoHowsthatalュe1cmentsof26-ty

peareconjugateinM12･L

et≡(26):-

((U,(al,a2,a3,a4

))cr:26-type(al,a2,a3,a4).･Ordered4-Sequen

ceo･-(ala2)(a3a4)･

.IForanelementof26-type,thereexists(6･2)･(5･2)ordered4-sequencewhi

chsatisfythecondition≡(26).conversely,fortheorderedsequence,therearefo

urelementsinM12Whichsatisfytheconditionsin三(26).Theref

ori=(26)I-m･(6･2)･(5･
2)-uordered4-SequenceM･

4,-lM12V

2wherem :-圧U∈M12fo-:26-type汁 SinceiM12Vm-240,theorderoft
hecentralizeroftheelementof26-typeinM12is240･

□Since(ryュ)73-71β7,WeCan determinetheconjugacyclassesoftheelements

of2242-typebythesamewayastheproofofTheorem17･Nowweshalldenotet

heorderofcentrelizershortly.

9注 :必要に応じて,このページをご使用くださ
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部科校名:理工学部
氏名:托 し末孫 ニ

研究の結果 (つづき)

≡(2242):-
〈

(U,(al,a2,a3,a4))

o:2242-type

(al,a2,a3,a4):Ordered4-Sequence

u-(ala2)(a3a4)-

I=(2242)巨 m･(2･2)･2

-Iiordered4-sequenceM･2,

-IM12I/4

wherem :- 圧q∈M12lc,:2242-type汁 SincelM12Vm -32,theorderofthe

centralizeroftheelementof2242-typeinMl2is32･

Theorem 18Allelementsof122181-typeformoneconju9aCyClassinM12,and

ikeorderofcentralizerofikeelementinM12is8.

Proof.Let

g:-(∞)(0)(12)･･･

T:-(al)(a2)(a3a4)･･･

beelementsof122181-type.ByCorollary13,thereareeightelementswhichcontain

(∞)(0)(12)incyclenotation･Theseelementsarefollowing:

T3β0-rY3, 73β1-(∞)(0)(12)(5)(6)(39)(48)(7X),

T3β2-(∞)(0)(12)(3X 649857), 73β3-(∞)(0)(12)(38679X54),
73β4-(∞)(0)(12)(3)(9)(4X)(56)(78),73β5-(∞)(0)(12)(3758946X),

73β6-(∞)(0)(12)(345X9768), 73β7-(∞)(0)(12)(4)(7)(36)(59)(8X)I

Theelements73β2,73β3,ry3β5and73β6are122181-typewhichcontain(∞)(0)(12)

incyclenotation.ThesefourelementsareconjugateinM Iつ,because(73β2)7ユニ

73β3,(73β5)71- 73β6and(73β2)73-73β6･

ByCorollary7,thereexists〟∈妬 2Sucht1-at

p-(:

αq
2
α3
1

C3Cl

o

HenceTPisequalto.†3β2,7383,73β50rT3β6･ Itfollowsthatal1elementsof

122181-typeareconjugateinM12･Let

=(122181):- (α,(αhα2,α3,α4))

g:122181-type

(α1,α2,α3,α4):Ordered4-sequence

o-(al)(a2)(a3a4)･･･

10

注 :必要に応じて,このページをご使用ください｡
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部科校名:理工学部 氏名‥ノ芳し17を
ニ研究の結果 (つづき

)Foraneiementof122181-type,thereexists2･2ordered4-Sequencewhichsatisfyt

hecondition=(122181)･conversely,fortheorderedsequence,therearefourelemen

tsinM12W hichsatisfytheconditionsin三(122181).Theref

ori三(122ユ81)i-m･2
･2-llordered4-sequence汁

4,-四才12

V2wherem :-ilo-∈M12桓:122181-type汁 Since匪 2Vm -8,theorderoft
hecentralizeroftheelementof122181-typeinM12is8.

□Theorem 19Allelementsof4181-typeformoneconju9aCyClassinM l｡,andt
heorderofceniralizeroJtheelementinM12is

8.Proof.L

et g:-(∞012).

･･T:-(ala2a3a4

ト ･beelementsof4181-type･usingthegeneratorsofK(Y),we餌dthefollowi
ngelement

s: 74:- α2α1-(∞012)(354X9678

).ByCorollary13,thereareeightelementswhichcontain(∞012)incyclenotatio
n.Theseelementsarefoliowln

g:74β0-74, 74β1-(∞ 012)(39)(47)(5X68

),74β2-(∞ 012)(3X469875), FT4β3-(∞ 012)(38459X76

),7464-(∞ 012)(3)(4)(7)(9)(586X),7,4β5=(∞ 012)(5)(6)(8)(X)(3794
),74β6-(∞ 012)(3497)(56)(8X), 74β7-(∞ 012)(3648957X

).Theeiements74β0,rY4β2,74β3and7487are4181-typewhichcontain(∞ 012)

incyclenotation･ThesefourelementsareconjugateinM12,because(74β｡)βユニ746

3,(74β2)β1-74β7and(74β7)β2-74β

0,ByCoro月ary7,thereexistsp∈M12Suchthat

β= ′.
:1
＼ー

ノ

C377.
2

C3ey'
-

CSCN

oHenceTPisequal to7480,74β2,74β30r7,467.Itfollowsthaもajleiements

of4181-typeareconjugateinM12.L

et≡(4181):- (cr,(al,a2,a3,a4))C,･･4181-type(al,a2,a3,a4):Ordered4-sequen
ce0--(ala2a3a4ト ･

1ユ注 :必要に応 じて,このページをご使用くださ
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部科校名 :理工学部 氏名 ‥jLL射乳
=研究の結果 (つづき

)Foranelementof4181-type,thereexists4ordered4-Sequencewhichsatisfyt

hecondition三(4181).conversely,fortheorderedsequence,therearefourelemen

tsinM12Whichsatisfytheconditionsin≡(4181).Theref

or置(4181)i-m

･4-圧ordered4-sequence汗

4,-lM12i

/2wherem ‥- 圧C,∈M12桓 :4181-type汁 SinceZM12Vm - 8,theorderoft
hecentralizeroftheelementof4181-typeinM12is8･

□Types3

4･Theorem 20Allelementsof34-typeformoneconjugaCyClass inM 12,andt

heorderofcentralizeroftheelementinM12is36

･Proof.L

et c,･.-(ala2a3)(3:ユx2X3)(cIC2C3)(C4C5C

6)T :-(blb2b3)(yly2y3)(dld2d3)(d4d5d

6)be elem entsof34-type . If (al,a2,a3, X l,x 2,X 3i isahexad, the

nHa1,a2,a3日 xl,x2,T3H cl,C2,C3H c4,C5,C6

月formsaquarteもandqiscontainedinHo(cf･Lemma8)･Thisiscontradictory

もocoroユiary9.Henceial,a2,a3,3:1,3:2,X3)isnotcontainedina;moreover,wec

anassumethat(al,a2,a3)isnon-spicialsequenceofX :-(xl,x2,X3)･Bythesa

mewayastheaboveargument,wecanalsoconsiderthat(bl,b2,b3)isnon-spici

alsequenceofY:-(yl,y2,y3)･ByCorollaryll,thereexistsa･uniqueelementp

inM12SuchthatXP-Y,p(ai)-bi(i-1,2,3)･FuthermorecrP-TbyCorollaryl
l･Itfollowsthatallelementsof34-typeareconjugateinM12･L

et=(34)･.-

i (C,,((al,a2,a3),X

)) g･.34-type,x-(3:1,x2,X3)(al,a2,a3)･･nOn-SPeCialsequenceof

Xcr-(ala2a3)(3:1x2X3

)-Foranelementof34-type,thereexists4･3･3elernents((al,a2,a3),X)whichsatis
fythecondition≡(34)(Thereare4choicesforX -(3;1,x2,X3)and3･3choices

12注 :必要に応じて,このページをご使用くださ
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部科校名 :理工.学部 氏名:]忘LL,T1線
｡研究の結果 (つづき

)for(al,a2,a3).Conversely,fortheeiement((al,a2,a3),X),thereexeistauniq

ueelementinM12Whichsatisfytheconditionsin三(34).Theref

ori=(34)～-m･4･3

･3-圃
･ユ-lM】2巨

17wherem ‥- 圧o∈M12桓 ‥34-typeiiandtheseも◎isdenotedinCoroliaryl

l.SinceM12Vm-36,theorderofthecentralizeroftheelementof34句′peinM
12is36.

□Types21101and1111

1.Lemma21Leiubeelementof21101-iype･ThenCM12(0･)-(C,);moreover,t

heorderofCM12(0)islO

･Proof.L

et g:-(ala2)･

･･beelementsof21101-type･Because(C,)≦CM12(g)isobvious,itsu用cestosh

owCM12(0-)≦(U)･Take7-∈(0-)･ThenaelementT飯stheset〈al,a2)･Hence(c

T)actson.t2＼(al,a2i･.ForanelementpinI?＼ial,a2),thereexistsgisuchth
atpT-pq7,andsopTq-lエア･Bytheway,foranyelementqinO＼ial,a2),the
seexistsqjsuchthatq-pqJ･Thuswehaveもhefoilowln

g‥qTq-i- (pq')Tq~i- (p7Vl q'-pq j -

q,andso7-C,-i飯sallelementsoftl＼(al,a2)･Therefore7-0~i-1byCoroHary
7,andhenceTiscontainedin(C,).

□BythesamewayastheproofofLemma21,wehavethefoHowlng･

･Lemrna22Letc,beelementoflllll-type･ThenC的 2(U)-(C,);moreover,l

heorderofCM,2(a)isl

LTheorem 23Allelementsoflll巨Iypeformtwoconju9aCyClassinM12,a

ndikeorderofceniralizerofikeelementinM 12isユ1

.Proof･Letubeelementoflll巨typeandietP-(cr)･Thenwehavethefollowing

‥NMユ2(P)/CM]2(P)≦Åut(P)ごZIO.

ユ3注 :必要に応 じて,このページをご使用くださ
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氏名:]tgy緒 挽-

HenceINMl｡(P)I- 10･11,5･llorllbyLemrna22.0ntheotherhand,by
Sylow'sTheorem,

I財 12:NM12(P)‡≡1 (modll).

ThuswehavelNM,2(P)i-5･ll,andsothenumberofelementsof11111-typeis

l財 121
lNM 12(P)I

×10=12･2･9･8･10.

Bytheway,thethenumberofelements,whicharecontainedinconjugaCyClass

ofg,is12･10･9･8byLemma･22.ThereforethereexiststwoconJugaCyClassof
11111-type妬 2.

□

Theorem 24Allelementsof21101-typeformoneconjugaCyClassinM12Jand

ikeorderofcentralizerofikeelementinM 12islO･

Proof.BytheaboveTheol･emWhichdeterminedconjugacyclasses,thenumberof

elementsof21101-typeislessthan

豊 +響

Ontheotherhand,thenumberofelements,whicharecontainedinconjugacy

classof2ユ101-type,is響 byLemma21･ThereforethereexistsoneconJugaCy
classof21101-typeM 12.

口

でypes62･

Theorem 25Allelementsof62-typeformoneconjugaCyClassinM 12,andlhe

orderofcentralizeroftheelerTWniinM 12is12･

Proof.Let

o:-(∞01236)(478X 59),

T:-(∞4)(07)(18)(2∬)(35)(69)･

ThencTandTareCOntainedinM12.Becauseeachelementscorrespondtooneof

thefollowingM-matrices:

6- (:o! =x: =1写 :2: ) , a2- (Io49 三 三 =8:)･

14

注 :必要に応じて,このページをご使用ください｡
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BytheaboveTheorem whichdeterminedconjugaCyClasses,thenumberofele-

mentsof62-typeislessthan聾 ,andhenceitsu鮎 estoproveもhattheorderof

CM12(a)is121NowweshallshowiCMl｡(cT)巨12･
Let△1.･-(∞,0,1,2,3,6),△2:-〈4,7,8,X,5,9)besubsetsofn･ThenCM,2(a)

actsontheset(△1,△2).BythesamewayasもheproofofLemma21,Wecan

easilyshowthatthekernelofaction((△1,△2),CM12(U))isacyclicgroup(g)I
Since7-,WhichiscontainedinCM12(C,),inducesapermutation(△1△2),Wehave

CA41,(C,)/(0-)=S2･

ThustheorderofCMユ2(cT)is12.
□

Thisyiedsthe上wehavedeterminedallconJugaCyCalssesofM12.

4.TheConjugaCyClassesofMlユ

王nthissection,weshallclassifyalltheconjugaCyClassesofMllWhicharegllren
inTable2.

ATLAS Type NumberofTheConjugacyClasses OrderofTheCentraliz
er2A 1324

1 483A 1233 1 18
4A 1342 1

85.4 1152
i 56A 213161
1 68A,BB 1

1218ユ 2 8llA,llB Hl 2 llTable

2.TheConjugacyClassesofMHApplyingtheapproachesabouttheconguga

cycalssesofM12,WeCaneasilydeterminethecongugacycailssesofMllOftypes

1324,1233,1342.152,213161andlll･HenceitsufBcestodeterminethecongu

gacycalssesof112181-type･NowweshallgivetheLemmawhichisneededtodeterminetheco

ngugacycalssesof112181-type･BythesamewayastheproofofL

emma21,wehavethefollowing:Lemma26Letubeelementofl1218LiypeinMll. ThenCMll(cT)-(cr);rTWre-
o

ver,theorderofCMlユ(C,)is8･Theorem 27Allelementsofl12181-typeform

twocon3'u9aCyClassinMll,andikeorderofceniralizeroflheelementinMll
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部科校名:理工学部 氏名‥j'ILL芽挽-
/研究の結果 くつづき

)proof･BythenumberoftheothertypesconJugaCyClasses,thenumberofelemen

tsoH12181-typeislessth
an LM12I×2.

80ntheotherhand,thenumberofelements,whicharecontainedinconjuga

cyclassof112181-type,lS聖 byLemma26･ThereforethereexiststwoconJuga
Cyclassof112181-typeM ll･

□ThisyieldsthatwehaveclassiBedalュcongugacycalssesofMl

l･Referenc

estATLAS‖ ･H･Conway,R･TICurtis,S･P･Norton,A･ParkerandR･A7Wilson,ATL
AS.fFINITEGROUPS,ClarendonPress,Oxford,198

5･lcsH ･H･ConwayandNJ･A･Sloane,SpherePackings,LatticesandGroup
s,Springer-Verユag,198

8･lGrla.L.Griess,TwelveSporadicGroups,Springer-Verlag,199

8･lKSl】M･KimizukaandR･Sasaki,InvolutionsoftheMathieugroupM24,Hokkai
doMath.3.36(2007),353-36

3･tKS21M･KimizukaandR･Sasaki,M-matrcesoftheternaryGolayccodeandt
heMathieugroupM12'tOappearinTokyoJournalofMat

h･lKo】T.Kondo,MathieuGroupsandConwayGroups(inJapanese)7Lectureno
teatuniversityorTokyo,199

6･tsaw]M･Sawabe,AcombinatrialapproachtotheconjugacyclassesoftheMathi

eusimplegroups,M24,M23,M22,J･Math･Soc･Japan51(1999),66ト67

8･注 :必要に応 じて,このページをご使用くださ
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い｡平成 19年度 学術研究助成金実績報

告書平成 20年 4月

7日氏 名 桑 本 剛

所属 ･資格 理工学部 ･専任講師日 本 大 学 総 長

殿下記のとおり報告いたしま

す｡1 種 目 l奨励研究広 義研究(扇 か 般研究(共同)/総合研究 (注‥該当する種目を○で囲んでくださ

いo2 研究課題 ボース .アインシュタイン凝縮体-の光の保存及

び再生3 研

究の目的本研究の目的は､原子気体ボース.アインシュタイン凝縮体 (BEC)中-の光情報の
保存 .再生を行い､BECを量子メモリとして用いるための実験研究を行うことであるoBECの操
作性の高さ､豊富な内部自由度､高度に制御可能な外部自由度 .原子間相互作用といった特性を

生かし､原子集団-の光情報の保存の長時間化､情報損失の抑制等の基礎研究を行う

○4 研究の概要(1) ガラスセル中の室温ルビジウム原子集団を対象に予備実験を行うo

(2)ガラスセル中のルビジウム原子を使った､原子系-の光保存 .再生実験を行う○(3)凝

縮体や極低温原子-の光保存 .再生実験を行うo(4)スクイーズド光を原子

-保存する研究を進める○5 研究組織 (共同研究 .総合研究のみ

該当します)･研究代

表者･研究分担者 (役割分担)※ホームページ等での公開の㊥ 否) いずれかをOで囲んでくださいo否
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部科校名 :理工学部 氏名 :桑 本

剛6 研究の結果 (総合研究の研究代表者は,4,000字以上記入してください｡

)(1)ルビジウム87(87Rb)原子気体のボース ･アインシュタイン凝縮体生成装置の開

発本研究に必要となる極低温原子集団､ボース･アインシュタイン凝縮体の生成装置の開発を行っ

た｡使用する原子種は､実績､発展性､コスト等を総合的に考慮しルビジウムを採用した

｡(Ⅰ)光学系の

開発極低温原子を集めるためのレーザー冷却､原子内部準位の操作､および凝縮体観測のため

の 2台のレーザー装置を主光源として用いる光学系を構築した｡1台は市販の最大出力 lWのテーパ

ーアンプ半導体レーザーであり､もう1台は出力35mWのリトロー型外部共振器半導体レーザーを

自作した｡両レーザーは､Rb封入ガラスセルを用いた偏光分光法により､レーザー周波数を1MHz
以下の精度で安定化した｡レーザー光の周波数の精密制御を行うために音響光学変調器 (AOM)を

用いたシステムを構築した｡最終的に磁気光学 トラップ (MOT)用に得られたレーザーパワーは第

1､第2MOT用としてそれぞれ50mWおよび 100mWであり､必要十分なレーザーパワーを得るこ

とができた｡レーザー光遮断用メカニカルシャッターとして､安価で高速動作可能なハー ドディスク

のボイスコイルを利用したシャッターを製作した

｡(ⅠⅠ)真空系の開

発極低温原子およびボース凝縮体の生成は真空環境を必要とするため真空装置開発を行った｡

真空系の全体配置はメインテナンス性､レーザー光のアライメントのし易さを考慮して横型とした｡ま

た､効率的に冷却原子を凝縮体生成領域に集めるため､2重磁気光学 トラップ方式を採用した｡真空

系は2つの主要部分 (第 1MOTを行う低真空領域､第2MOTおよび凝縮体生成を行う高真空領域)

から構成される｡低真空領域には､第 1MOTを行うためのガラスセルおよび気体Rb原子発生源と
してRbディスペンサーが設置されており､排気速度 401/Sのイオンポンプで排気される｡高真空領
域には端部に第 2MOTのためのガラスセルが取り付けられており､排気速度 701/Sのイオンポンプ

およびチタンサブリメーションポンプで10･llTorr程度の真空度に保持されてい

る.低真空領域と高真空領域は長さ130mmの輸送管で結合される｡輸送管は第 1MOTで捕獲

された冷却87Rb原子を第2MOT領域に輸送する際の通路であり､また低真空領域と高真空領域の粒
子の流れを制限するための役割も担っている

｡(ⅠⅠ)磁気 トラ

ップBEC生成のための磁気 トラップの開発を行った｡低電流で動作し､制御が容易な QU

IC(quadrupole-Ioffe-configuration) トラップを採用した｡ひっようとなる 3つのコイルを小型

旋盤を利用して手巻きにより製作し､水冷冷却器に取り付けた｡電流を25A流すが､この時の磁場

強度および磁場分布を慎重に測定し､補助コイルの追加およびコイル配置の微調整によって所望の磁

場強度 ･分布を得ることができた｡また､当初の冷却器では冷却不足が判明したため空冷システムを

構築した｡これにより､長時間の使用に耐え､高安定の磁場を得ることができた

｡(ⅠⅠⅠ)コンピュータ制御系の

開発各種装置を制御するためのコンピュータ制御システムを構築した｡パソコンに 32チャン

ネルTTL出力ボー ド､16チャンネル任意電圧出力ボー ド､GPIBボー ドを増設し､ソフトウェアはVisu

alBasicを使って開発し
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部科校名 :理工学部 氏名 :桑 本

剛研究の結果 (つづき

)(IV)磁気光学 トラップ

実験開発した光学系､真空系､制御系を組合せ､87Rb原子の磁気光学 トラップ (MOT)を行っ

た｡ディスペンサーに4.5-4.8Aの電流を流しRb原子を第 1MOT領域に供給した｡レーザービー

ムの位置､偏光､強度を調整することにより､第 1MOT中への冷却原子の捕獲に成功した｡捕獲原

子数は蛍光強度から約 108個と見積もられた｡これは第 1MOTとしては十分な原子数であ

る｡引き続き､高真空領域にある第2MOT中-の原子の捕獲を行った｡第2MOT領域にはRb

原子がほとんど存在しないため､第 1MOTに捕獲した原子に弱強度 (約 100〃W)のレーザー光 (

プッシュ光)を照射し､第2MOTに輸送する｡プッシュ光は､焦点が原子集団付近に来るようにレ

ンズで集光した｡プッシュ光の編射圧により､原子は第 2MOT方向に押し出される｡第 2MOTで

はこの飛期してきた原子を捕獲する｡実験の結果､第2MOT中-の原子の捕獲には成功したが､そ

の数は107個程度と凝縮体生成に必要となる109個の1/100であった｡プッシュ光のアライメント､強

度､焦点位置の調整や､ディスペンサーに流す電流を上げより多くの原子を第 1MOTに供給したが

､第2MOT中の原子数の増大はほとんど見られなかった｡主原因は､第 1MOTから第 2MOT-の

原子の輸送が効率よく行われていないためと考えられる｡対策としてまず､第 1MOTをより輸送管

の入り口に近い位置に移動し､原子輸送効率を改善する｡さたに､より安定的に MOTを行うため

に､第2MOTの光学系を6本の独立したレーザー光-と変更する｡また､紫外光によりガラス表面

に付着した原子を離脱させる光誘起原子離脱法を使って､第 1MOT周辺のRb原子数増大も試みる

｡今後､109個の87Rb原子を第2MOT中に捕獲し磁気 トラップに移送する｡その後ラジオ波

を用いた強制蒸発冷却を行い､ボース凝縮体を生成する

｡(1)ルビジウム87(87Rb)原子における電磁誘起透過現象の実験研

究光の原子系-の捕獲は､電磁誘起透過 (EIT)と呼ばれる現象を発展させて行う｡EITは2

本の共鳴光を原子に照射した時､ある条件下で原子による光吸収が生じなくなる現象である｡EITは

量子メモリの基礎研究を目指す本研究において重要な現象であり､測定技術や様々な知見を得るた

めにガラスセルに封入された室温Rb原子を用いたEIT現象観測のための実験装置の開発を行っ

た｡光源として､2台の波長 795nmの外部共振器型半導体レーザーを開発した｡レーザー光の

回折格子-の入射角を最適化し､半導体レーザー素子の温度を40℃程度に安定化することで､所望

の波長の単一波長レーザー光を得た｡レーザーの波長や発振モー ドをモニターする光学系とEITを

観測する光学系を構築し､EIT現象に特徴的な透過スペクトルを得た｡ 透過率は最大で 60%程度で

あった｡一般的には80-90%の透過率が得られるが､レーザー強度不足やレーザーアライメントの不

備､レーザー周波数の揺らぎ等の理由で低い透過率しか得られなかったと推測される｡今後は実験

系の改善を進めていき､E汀透過効率を改善すると共に原子系への光の保存を行う｡外部磁場や原子

密度依存性､様々なレーザーパラメータ条件下での効率等を詳細に調査し､極低温原子系への光保

存および保存時間の長時間化を目指した研究を推し進め

る｡注 :必要に応じて,このページをご使用くださ
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いo平成 19年度 学術研究助成金実績報

告書平成 20 年 4 月 2

1日氏 名 菅 野

元 行所属 ･資格 短期大学部 (船橋)･准教授日 本 大 学 総 長

殿下記のとおり報告いたしま

す｡1 種 目 奨励研究 注:該当する種目を○で囲んでくださ

い｡2 研究

課題 改質アスファル トの化学構造における劣化機構 ･リサイクル方法に関する

研究3 研究の

目的スチレン-ブタジェンースチレンブロック共重合体 (以下,SBS)の添加により改質したアスファル ト

(以下,改質アス)は,従来の舗装材であるス トレー トアスファル ト (以下,ス トアス)よりも耐流動性,

耐磨耗性,排水性等に優れている.本研究では,改質アスの劣化機構を組成分析,分子量分布測定,構造解

析,熱重量測定,物性測定等の分析により把握し,改質アスのリサイクル,長寿命化に対して有用な知見を

得ることを目的とす

る.4 研究の

概要改質アス施工時や供用時の劣化の原因は空気中の酸素によるアスファル ト成分 (以下,アス成分)の

酸化の影響が大きいと想定される.そこで,窒素雰囲気下と空気雰囲気下で劣化実験を行い,比較検討する

ことで,アス成分とsBSに対する酸化劣化の影響について検討する.劣化後の各改質アスに対して,溶媒抽

出による組成分析 (飽和分,芳香族分,レジン,アスフアルテン),及びバインダー物性 (針入度,軟化点,18

0℃粘度など)を測定し,各劣化による化学構造変化を評価す

る.5 研究組織 (共同研究 ･総合研究のみ該当しま

す)･研究代表者

･研究分担者 (役割分

担)※ホームページ等での公開の 杏) いずれかを○で囲んでくださいO否の場合は,理由書を添付して下さ
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部科校名 :短期大学部 (船橋) 氏名 : 菅 野 元

行6 研 究 の結果 (総合研究の研究代表者は,4,000字以上記入してくださいO

)1.試料の調製と

劣化ストアスにSBSを5%添加し,190℃,6時間加熱混合し,改質アスⅢ型 (以下,MT)を調製した

｡また,ストアスにSBSを9%添加し,MTと同様に改質アスH型 (以下,MH)を調製した.MTを窒素雰

囲気下で190℃,5日間加熱静置し,熱劣化MTを作成した.一方,MTを空気雰囲気下で190℃,5日間

加熱静置し,酸化劣化MTを作成した｡熱劣化MT,酸化劣化MTと同様の条件でMliから熱劣化MH,酸化

劣化MHを作成した｡

2,4成分

分離各試料2gを11--キサンを用いて超音波抽出,ろ過分別を行い,不溶分をアスフアルテン (ASP)

,可溶分をマルテンとした.その後,マルテンはガラスクロマ ト管に充填した活性アルミナ75gに攻着さ

せ,∩--キサン300ml,トルエン300ml,メタノール80m1-トルエン80mトメタノール 100mlの順に展開

溶媒を流し込み,カラムクロマ トグラフィーを行ったo∩--キサン溶出分を飽和分 (SAT),トルエン溶

出分を芳香族分 (ARO),メタノール-トルエンーメタノール溶出分をレジン (RE)としたOまた,各試料

,及び4成分はGPCを用いて分子量分布測定,及びESRによるラジカル量測定を行った

｡3.熱劣化,酸化劣化によるMT,MHの4成分収率の

変化S+0倍より酸化劣化MT,酸化劣化MHは共に酸化されていることが分かった｡MTは熱劣化によっ

て重質成分であるASP,REの収率が増加し,軽質成分であるARO,SATの収率が減少した｡しかし,熱

劣化によるMHの4成分の収率変化はMTに比べて少ない｡一方,熱劣化に比べてMTは酸化劣化によってA

SP収率が大きく増加した｡また,MHもMTと同様に,酸化劣化によってASP収率が増加したが,MTに

比べて収率増加がわずかに少ない

｡4.熱劣化,酸化劣化によるMT,MHのASP分子量

変化MTのASP分子量は熱劣化によって増加した｡しかし,熱劣化によるMHのASP分子量の変化はみ

られなかった｡一方,熱劣化に比べてMTのASP分子量は酸化劣化により大きく増加した.また,MHのA

SP分子量も酸化劣化によって増加したが,MTに比べて増加量が少ない

｡5.熱劣化によるMT,MH中のSBSの分子量分布変化 (GPC溶出曲

線)分子量約 18万のピークと約 9万のピークのUV吸収強度から求めたピーク強度比から,MT中のSB
Sは熱劣化によって低分子化していることが分かった｡一方,MH中のSBSも熱劣化によって低分子化した

が,MTに比べて低分子化が抑制されていた

｡6.酸化劣化MT,MHのGPC溶出

曲線熱劣化に比べてMT中のSBSは酸化劣化によって著しく低分子化した.一方,MH中のSBSも酸化

劣化によって低分子化したが,MTに比べて低分子化が抑制されていることが分かった

｡7.25℃における熱劣化,酸化劣化によるMT,MH中のラジカル量

変化附 はMTに比べて初期ラジカル量が少ない｡また,MT中のラジカル量は熱劣化によって増加した

｡一方,熱劣化によるMHのラジカル量増加はMTに比べて少ないOまた,酸化劣化によって各ラジカル

量は大幅に増加した｡さらに,酸化劣化においても,MHのラジカル量はMTに比べて少ない｡従って,

改質アスの劣化の進行とラジカル量は相関関係があることが分かった｡ また,改質アスの初期ラジカル

量が少ないと,後の劣化の進行が抑制されることが明らかとなった｡そのため,ラジカル量は改質アス

の新たな劣化指標,及び再生指標になりうることが示唆され
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部科校名 :短期大学部 (船橋) 氏名 : 菅 野 元

行研究の結果 (つづき

)8.MTの熱劣化,酸化劣化機構について

考察MTはSBS添加量が5%と少ないため,SBSがアスファル ト成分を十分に取り込めないことが予測され

る｡よって,SBSがアスファル ト全体に膨潤できず,ス トアス連続相を形成すると考えられる｡従って,S

BSに取り込まれなかったス トアス連続相中の比較的低温度で分解する ARO,SATなどの成分が熱劣化

では優先的に分解したため,ラジカル量が MHに比べて増加 したと考えられる｡これらのラジカル化し

た成分同士が重合を繰 り返すことで,ASPの収率と分子量が増加 し,アスファル ト成分が重質化したと

推察される｡さらに,発生したラジカルがアスファル ト成分のみではなく,SBSにも付加 したため,ア

スファル ト成分の重質化と同時にSBSの低分子化も生起したと考えられる｡また,MTは酸化劣化におい

て,分子内水素引き抜き反応や自己分解によるラジカル生成が促進されたため,熱劣化に比べてアスフ

ァルト成分の重質化とSBSの低分子化が進行したと推察される

｡9.MHの熱劣化,酸化劣化機構について

考察MHはSBS添加量が90/.と多いため, SBSがアスファル ト成分を十分に取り込み,アスファル ト全

体に膨潤 し,SBS連続相を形成すると考えられる｡そのため,熱履歴によってMHのアスファル ト成分か

ら発生するラジカル量が MTに比べて少なく,熱劣化においてアスファル ト成分の重質化,及び SBSの

低分子化が抑制されたと考えられる｡また,MHの酸化劣化ではアスファル ト成分由来のラジカルの増加

によって,SBSが低分子化することでSBS連続相に取り込まれていたアスファル ト成分が一部放出され

たと推察される｡従って,酸化劣化時にアスファル ト成分同士が重合を起こしたため,アスファル ト成

分の重質化が新たに生起したが,MTの酸化劣化に比べて進行しなかったと考えられる

｡10.

結言sBS添加率の異なる2種の改質アス (MT,MH)の熱劣化 酸化劣化の機構を検討した結鼠 以下

のことが示唆され

た｡･MT,MHの熱劣化機構,及び酸化劣化機構は異な

る｡･ラジカル量は改質アスの新たな劣化指標,及び再生指標になりう

る｡･改質アスの初期ラジカル量が少ないと,改質アスの熱劣化,酸化劣化は抑制される

｡ 以

上注 :必要に応じて,このページをご使用くださ



【別紙様式 8】
課題番号 個 OT-07

4注 :課題番号を記入してくださ

い｡平成 19年度 学術研究助成金実績報

告書平成 20 年 3 月 7

日氏 名 小 幡 義

彦所属 ･資格 生産工学部 ･准教授日 本 大 学 総 長

殿下記のとおり報告いたしま

す｡1 種 目 奨励研究 一般研究(共同)/総合研究 汰:該当する種目を○で囲んでくださ

い｡2 研究

課題 乳化燃料の液滴燃焼過程のAEモニタリング法の

開発3 研究の

目的本研究は,乳化燃料液滴の燃焼過程におけるミクロ爆発,バフィングおよびそれに至る諸過程の解明

を目途としたものである｡ここでは,特に懸垂線を介して伝播されるAE (AcousticEmission)波を高速度

,高感度で測定することにより,時間特定およびェネルギー推算などを行 うことにより,液滴内部の変化か

ら乳化燃料のミクロ爆発現象を解明することを目的としてい

る｡4 研究の

概要実験は燃焼実験装置,可視化系,AE測定系から構成される｡燃焼実験装置は,懸垂線が取付けられ

ている測定部およびその支持部,および点火系から構成される｡懸垂線は先端を約 0｡5mmの球形に加工し

た直径 O O 25mmの石英線である｡これを直径 100mm,厚さ5mmの黄銅製円盤の中心位置に鉛直に取付け

た｡実験では1秒前後で完了する乳化燃料液滴燃焼実験をビデオ計測およびAE法で測定することを試み,

燃焼過程を三種類に分類することができた｡特に,相対累積エネルギー整理法ならびに周波数解析が,燃焼過

程の分類に有用であることがわかっ

た｡5 研究組織 (共同研究 ･総合研究のみ該当しま

す)･研究代表者

･研究分担者 (役割分

担)※ホームページ等での公開の 杏) いずれかを○で囲んでください｡否の場合は,理由書を添付して下さ
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部科校名 :生産工学部 氏名 :′｣旬蓄義

彦6 研究の結果 (総合研究の研究代表者は,4,000字以上記入してください

O)Ⅰ 燃焼の

分類乳化燃料液滴燃焼においてはバフィングとミクロ爆発が主要な燃焼

現象である｡バフィングは乳化燃料内部の水がまとまらず個々に沸騰し乳

化燃料を揺らしたり飛び散らせる現象であり,ミクロ爆発は乳化燃料内部で

水がまとまり水の沸発が起こる現象である｡実験では,この二つの燃焼現象

をビデオカメラ撮影とAE計測からその発生経過と発生割合などを調べ

た結果,燃焼形態が以下の三種類に分類できることがわかっ

た｡(パターンA)ミクロ爆発のみ観察される

現象液滴点火後はほとんどAEは計測されず最後に大きく爆発する現象

である｡図1(a)に示すようにミクロ爆発が起きるまで,写真でも液滴にほとん

ど変化は見られない｡爆発時には圧力が夕日こ出ることなく中で圧力が上が

り爆発で一気に解放されるため爆発時には大振幅のAEが単発的に観察され

る｡(パターンB)バフィングとミクロ爆発が観察される

現象図1(b)の波形をみると1,38Sから小さな振動を計測しバフィングし

ている｡液滴着火後内部の水分がバフィングして爆発した様子がわかる｡

写真から1.50Sと1.56Sに見られるように大きく液滴が揺さぶられ内部の水

分が沸騰し外に飛び出し,最後にミクロ爆発が観察されている｡パターンA

に比べミクロ爆発で観察されるAE振幅は小さくなってい

る｡(パターンC)バフィングが多数観察される

現象図1(C)は液滴着火後内部の水分が沸騰した様子であり,写実でも0.9

8Sから激しく揺さぶられている｡この連続したバフィング現象に対応してA

Eも多数計測されている｡最後に比較的小規模なミクロ爆発が起き,AEも
それを計測している｡

Ⅲ 燃焼分類別の発生

割合三つの燃焼パターンに大別できることが観察されたので,その

発生割合を調べた｡同じ条件で90回計測した結果,Aが33%,Bが47%,

CとDが10%であった｡なお,パターンDは不燃焼の場合である｡すなわ

ち,りBが一番発生しやすく,Cが一番発生しにくい 結果となった.この

ように,燃焼パターンの違いを明瞭に AEで確認でき,カメラ撮影に比

べるとより短時間で処理が可能でありかつ信頼性が高いとい える｡

Ⅲ 燃焼時間とAE振幅電圧との

関係図2は燃焼現象別のAE最大振幅と燃焼時間をそれぞれ 10

回計測 しグラフにしたものである｡パターンAは最大振幅値が大き

く,爆発までの問も長い｡パターンBは爆発時間が 0.2S～0.4S

の問に分布 してお り最大振幅値は 2Vとまとまっている｡Cは燃焼

時間にばらつきがあり0.ls～0.4Sとなってお り, 最大振幅値は 1-

2Vに分布 している｡このように,燃焼パターンAは他のパター

ンに比べ明らかに大振幅のAEが発生し区別が容易であるが,パ

ターンBとCとの間には明確な違いは認められなかった
｡
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部科校名 :生産工学部 氏名 :小幡義

彦研究の結果 (つづ

き)Ⅳ 平均エネルギーによる

分類図3は,AE波形電圧を2乗し時間で積分したAEエネルギーで整理

した結果である.プロット1つが1回の燃焼実験の結果であり,平均エネル

ギーは 1回の燃焼実験による累積エネルギーをAEの発生数で除した値

である｡この結果からパターンAの燃焼エネルギーはパターンBやCに比

べ,累積エネルギーおよび平均エネルギーともに比較的大きいことがわか

る｡しかし,AE振幅電圧と同様にパターンBとCとの間に違いが見

られず,区別が難しくなっている｡

Ⅴ 相対累積エネルギーによる

分類各燃焼パターンのエネルギーの違いをより明確にするために,累積

エネルギーを正規化し相対累積エネルギーとして比較検討を行った｡そ

の結果を図4に示す｡パターンAは始めほとんどエネルギーを開放しておら

ず,最後のミクロ爆発の起きた部分でほぼ 100%のエネルギーを開放して

いることがわかる｡次にパターンCはバフィングのみであるためなだらかに

エネルギーが開放し,燃焼後半で開放されるエネルギーは徐々に小さくな

っている｡また,パターンBはバフィングでなだらかにエネルギーを開放

した徳,最後のミクロ爆発で比較的大きなェネルギー開放が起きているな

ど,パターンAとパターンCの中間的な特性が観察された｡パター

ンBのエネルギーの開放割合としては,平均的にバフィング

で約40%,ミクロ爆発で約 60%のエネルギーを開放しているとい

う結果となっ

た｡以上のように,図2および図3ではパターンBとCの違いが

観察されなかったが,相対累積エネルギーによる整理を行うことに

より両者の違いを明確にすることができた
｡

観
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夜空Ⅵ 周波数特性による

分類ミクロ爆発とバフィングの周波数特性にどのような違いがあるかについ
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図4相対

累積エネルギーによる燃焼分類fYequency/kHz 負･equen

cy/kHz図5周波数特性による燃焼分類て調べた｡周波数

特性の解析には高速フーリエ変換(FFT)を使用した｡その結果を図5に示す｡ミクロ爆発として計測されたAE波形の約9

割の周波数特性は20kHz～30kHzにピークが見られた｡一方,バフィングAE波形の約8割は 80kHzに特徴が
出ているという結果を得た｡以上の結果からミクロ爆発とバフィングでは明らかに異なった周波数特性が出ているものが多く,周波数特性である程度燃焼分

類が可能であることがわかった｡ⅥⅠまとめ(1)ミクロ

爆発はバフィングに比べェネルギーの上昇が大きい｡(2)AE電圧による評価よりも,正規化した相対累積AEエネルギーと相対燃焼時間との関係が,燃

焼過程をより明確パターン分類することができた｡(3)周波数特性ではミクロ爆発は20kHz～30kHzの問に特徴が現れ,バフィングでは80kHzにピーク徴が現

れるものが多く,両者をある程度分類可能である｡(4)乳化燃料液滴燃焼過程の計測にAE法を適用することにより,定量的な燃焼評価が可能になり,燃焼

エネルギーの推定にも適用可能性が兄いだされた｡
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5注 :課題番号を記入してくださ

いO平成 19年度 学術研究助成金実績報

告書平成 20年 4月 1

4日氏 名

所属 ･資格

撃新妻 清純

生産工学部 ･准教授日 本 大 学 総 長

殿下記のとおり報告いたしま
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部科校名 :生産工学部 氏名 :新妻 清

純6 研究の結果 (総合研究の研究代表者は,4,000字以上記入してください｡

)平成 19-20年度現在､超磁歪材料の原料であるテルビウム (希土類元素)は異常に高騰しているため

､試料作製を中止せざるおえない状態にある｡しかし､予算計上した直流安定化電源の導入により､平成 19

年度は成膜装置の改造と条件出しを行うことができ

た｡その他の研究成果は以下の通りであ

る｡1)光触媒活性を有する酸化チタン薄膜に及ぼす熱処理の

影響で102薄膜の電気抵抗率に及ぼす熱処理の影響について検討した｡373Kの熱処理により紫外線照射に

よる電気抵抗率は低下する一方､373Kを越える熱処理では､結晶性は向上するものの電気抵抗率の低下の度

合いは低いことが分かっ

た｡2)TiO2/ZnO積層薄膜の諸物性に関する

研究TiO2/ZnO積層薄膜の諸物性に及ぼす膜厚比の影響について検討した｡Ti02とZnOの膜厚比が2:3の

時､光吸収端波長は長波長側にシフトし､バンドギャップは1.65eVの最′J､値を示した｡さらに同膜厚比の試

料において､可視光照射に伴う電気抵抗率は約 1桁減少し､純水における接触角は可視光照射に伴い減少す

る傾向が認められ

た｡3)スーパーセンダス ト系薄膜の軟磁気特性に及ぼすSi02の

影響スーパーセンダス ト系薄膜の軟磁気特性に及ぼす Si02の影響について検討した｡Si02のターゲット面

積比8%の時､軟磁気特性は良好となった｡すなわち､保磁力は最小値 0.51kA/m､周波数 10MHzにおける

比実効透磁率は最大値 310および電気抵抗率は最大値 1.07LLE2･mを示し



【別 紙様式 8】
課題番号 個 07-07

6注 :課題番号を記入 して くだ さ

い ｡平成 19年度 学術研究助成金実績報

告書平成 20 年 3 月 7 日

氏

名所属 ･資格 保 坂 成

司敷嵐工

皆野土木工学科 ･専任講師日 本 大 学 総 長

殿下記のとおり報告いたしま

す｡1 種 目 奨励研究 V'一般研究(共同)/総合研究 注:該当する種目を○で囲んでくださ

い｡2 研究

課題クリーンエネルギーを用いた湖沼浄化システム実用化に関する

研究3 研究の

目的① これまでの研究成果より､フッ素化合物電解法は富栄養化 した湖沼やさらにはアオコの発生し

た湖沼の浄化に於いて卓越 した効果が得られることが明らかとなっている｡本研究はこのフッ素化

合物電解法を山間地や僻地などの湖沼に於いても適応出来るようソーラーパネルなどのクリーンエ

ネルギーや蓄電池を組み込んだ実験装置を開発 し､最適浄化効果および運転条件の設定を実際の閉

鎖性水域で行い､実用化の検討を試み

る｡② 閉鎖性水域に一旦流入した富栄養化物質の除去は難 しく､浄化方法としては底泥の波漢や､植

物による富栄養化物質の除去法などがあるが､コス ト面や維持管理面で大変である｡本装置は浄化

部分がアルミ電極板のみを用いたシンプ ルな構造であるが､フッ素化合物を電解処理時に加えるこ

とにより､SSやアオコさらには窒素､燐といった富栄養物質の除去が短期間でしかも効率的に行え
ること､またさらには装置のサイズも自由に設定できることから､本装置の実用化により､どの様

な湖沼においても水環境改善が図れるものと期待でき

る｡③ 電解処理により汚水の浄化研究を行っている研究施設はあるが､フッ素化合物を電解処理に用

いた浄化研究を行っている研究施設は本研究室のみであり独創的な研究であ

る｡4 研究の

概要これまでの実験で用いていた装置は､外部電

源を用いた装置であるため､電力の供給が出来ない

場所に於いては装置の稼働が不可能であった｡本装

置はこれまでの外部電源をソーラーパネルに置き換

え､さらに蓄電装置､充放電コントローラーや電力

安定供給装置を組み込んだ自己完結型のシステムと

している｡さらに処理により除去した富栄養化物質

やアオコなどを再度､湖沼に溶出させないよう､図

に示すように装置は陸に設置し､湖沼より水をポン

プアップ､電解処理後､液過装置を通し､処理水の

みを湖沼に戻す方法とする｡ 仙

圭
-ー‡
ーくととも…～とし

汚
濁
水

落〆 ,:L'.I.,L: 太陽光発電

装置 一山一山……ルル仙…仙…

mJ実験方法に関しては使用電力量と水質測定項目との関係から､最適な処理条件を求めることとし

､装置の実用化をめざすものとす

る｡なお､湖沼の水質浄化効果を確認すべく､､アオコの総量を示す指標としてクロロフィル a､汚濁度

合いや富栄養化を示す指標 として､SS､COD､pH､N､Pヶなどを経時的に測定す
る｡※ホームページ等での公開の 杏) いずれかを○で囲んでください｡否の場合は,理由書を添付して下さ
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部科校名 :生産工学部 氏名 :保坂成

司5 研究組織 (共同研究･総合研究のみ該当しま

す)･研究代表者

･研究分担者 (役割分

担)6 研究の結果 (総合研究の研究代表者は,4,000字以上記入してください

｡)これまでの外部電源をソーラーパネルに置き換えた場合､発電量が日射の影響を受け､さらに処

理に使用される電力供給が不安定となる｡このことから､ソーラーパネルと浄化部分 (アルミ電極板)

との間に蓄電装置､充放電コントローラーや電力安定供給装置を組み込み､日射に左右されずに一定

の電圧 ･電流をアルミ電極板に供給する必要があ

る｡また水質浄化効果に対しては､アオコの総量を示す指標としてクロロフィル a､汚濁度合いや富

栄養化を示す指標として､SS､COD､pH､N､Pがあるがこれら測定項目を総合的に評価する手法の
構築が重要となってくる｡またこの浄化効果と消費電力量との関係が最良となるポイントを実験から導

き出すことが最終課題とな

る｡以上のことから､本年度は先ず生産工学部津田沼キャンパス内にある池 (閉鎖性水域であり､富

栄養化が進んでいる)を対象に､富栄養化が顕著に現れる初夏から晩秋に掛けて､クロロフィル a､SS､CO
D､pH､N､P､水温､電気伝導度などを経時的に測定し

た｡現在はこのデータを統計学的に処理し､総合的に水質を評価する手法を構築中であ

る｡今後はこの総合的に水質を評価する手法を早期に構築し､この手法を用いて､消費電力量と水質

との関係から､最適な処理条件を求め､装置の実用化を目指



【別紙様式 8】

課題番号 満 了十一 亡∵

丁注 :課題番号を記入してくださ

い｡平成 19年度 学術研究助成金実績報

告書日 本 大 学 総 長

殿下記のとおり報告いた 氏

名 田 平成 20年 4月 14

日1 種 目 奨励研究 一般研究(個人)一般研究(共同)/総合研究 注:該当する種目を○で囲んでくださ

い｡2 研究

課題 コミュニティ施設におけるロビー空間の機能

変容3 研究の

目的コンピュータ ･ブロー ドバンド環境が急速に普及し,インターネットを介して,多様な情報がやり取

りされる高度情報化社会が進んでいる｡このような IT関連機器の発達に伴い,一方では,機器の操作に不慣

れな高齢者 ･障害者や,情報機器を入手できない低所得者などの情報弱者が,情報化社会から隔離されるデ

ジタルデバイ ド(情報格差)が大きな問題となっている｡このような問題を解消するために,学校教育 ･社会教

育での情報リテラシー教育の必要性が称えられている｡これまでに我々の研究グループでは,国内のIT学習

環境整備の先進事例として,横浜市地区センター全75館について調査を行い,そこでの整備プロセスと方法

や,施設のロビー空間が担うIT学習環境の重要性についてまとめている｡また,海外の先進事例として,19

99年に自治法が制定された韓国ソウル市の自治センター (1999年竣工)について,ロビー空間のIT学習

環境の充実について報告している｡韓国ソウル市では,1号館の設置以降,昨年までの5年間で510館の自

治センターが設置されている｡これらの研究結果を踏まえ,本研究では,韓国ソウル市の自治センターを対

象とし,特にロビー空間のIT学習環境の整備実態を明らかとし,我が国におけるコミュニティ施設整備にお

けるIT学習環境整備の知見を得ることを目的としている｡また,日本と韓国の事例の機能構成について比較

し,施設の役割と,オープン化の差異を求める｡韓国の自治センターの第 1号館は,集団より個人に対応し

た構成比率が高いことより,オープン化の方法についても有効な知見が得られるものと予想され

る04 研究の

概要2003年 6月 30日付けで ｢市道別 邑,面,洞 機能転換推進実績｣が出されている｡この表か
ら,ソウル特別市においては,510の自治センターの設置が完了し,その数は目標の97.7%に当たると

されている｡設置が完了している510事例については,事例毎に ｢対象人口,対象面積,設置年,規模

,逮設費,室構成,主催事業,運営組織｣等について,データシー トにまとめられている｡まず,これ

らのデータシー トを入手し,ハングルから日本語-の翻訳が必要となる｡そのため,データ収集のため

の渡航費 (1回目)と翻訳手数料が必要となる｡次にデータシー トの分析結果により,実態調査対象事

例の抽出を行 う｡用途変更されて自治センターとして使われている事例を除き,新設事例の中から,特

にロビーを中心に,情報関係機能の充実した事例の絞 り込みを行 う｡実態調査は全体の 1割 (約 50事

例)を予定している｡調査期間は 10日間程度が必要となる｡実態調査の渡航費 (2回目)と滞在費が

必要となる｡補足データが必要となった場合は,郵送により対応可能となるように準備す

る｡5 研究組織 (共同研究 ･総合研究のみ該当しま

す)･研究代

表者･研究分担者 (役割分

担)※ホームページ等での公開の いずれかを○で囲んでください｡否の場合は,理由書を添付して下さ
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部科校名 :生産工学部 氏名 :康田直

行6 研究の結果 (総合研究の研究代表者は,4,000字以上記入してください｡

)2002年に韓国の行政自治部より発刊された ｢全国住民自治センター運営現状集(Ⅰ) -ソウル特

別市-｣(以下,データシー トとする)に記載されている事例のうち,｢平生教育法｣が制定された後の 19

99年から2003年に竣工した40事例を抽出する｡データシー トより2002年におけるIT学習環境の概

要をとらえる｡つぎに,訪問調査を行い,利用実態と整備実態を確認する｡利用実態は管理者-のヒア

リングを行い,整備実態は目視により機器としっらえの整備状況を確認する (調査日:2007年 9月 4日

-7冒)｡データシー トによる2002年の整備状況と実態調査による2007年の整備状況を比較すること

で,自治センターにおけるIT学習環境の変遷を求める｡本稿では,実態調査で35事例を訪問し,調査

協力が得られた34事例について報告する｡施設概要を以下の表に示

す｡【汀学習環境の整備状
況】>2002年時点での整備

状況IT学習環境には個人が自由に利用できるコン
ピュータ環境と,申込の上,利用する環境に分かれ

ている｡ 自由に利用できるコンピュータは,ロビー

や行政の支所機能を有する洞事務所の一角などのオ

ープンな空間に設置され,机と椅子の他,プリンタ

ーも利用することができる事例もある｡申込を必要

とする環境は,コンピュータを多数備えた専用教室

と成っており,黒板やプロジェクターなどが整備さ

れた集団利用に対応 した空間であ

る｡2002年におけるコンピュータは全 34事例中

28事例 (設置率 82%)でみられる｡個人が自由に

利用可能なコンピュータは17事例にみられる｡教室
による集団利用に対応 した環境は6事例であり,個

人利用と集団利用の両環境が整備されているのは5

事例にみられる｡また, コンピュータが整備されて

いないのが6事例あり,施設によって整備状況に格

差がみられる｡個人で自由に利用できるコンピュー

タの総数は 116台で,一施設あたり6.8台の設置とな

る.集団利用を目的として予約が必要な教室でのコ

ンピュータ設置総数は207台であり,一教室あたり34

.5台を所有していることになる｡ 率例阜 自治センタ- 区名 塩味面級(m') 建設

年 複合施設1 清澄1洞 江南区 1

692.9 19992 踏十里2洞

東大門区 646.8 19993 高尺1洞 九老区 171.6 1999

4 香堂2洞 城東区 310.

2 19995 木2洞 陽川区 5

51.1 19996 南加佐2洞 西大門区 161.7 1999

7 新林本洞 冠岳区 528 19

998 月谷2洞 城北区 24

7.5 19999 延南洞 麻浦

区 501.6 199910道峰2洞 道蜂区 231 2000

日 桃花2洞 麻浦区 405.9 20

0012加山洞 衿川区 346.5

200013藍院洞 瑞軍区 201.

3 200014論娩1洞 江南区

1584 200015聖水2街1洞 城東区 290.4 2000

16蟹門2洞 遣峰区 151.8 200

0 保健所17 新亭3洞 陽川区 7

32.6 200018阿岨3洞

麻浦区 945,4 200119奉天5洞 冠岳区 577.5 2001

20 忠正路洞 西大門区 403.

2 200121東仙1洞 城北区 5

11.5 200122大栗洞 思平区 ー2

0.4 200123 紫陽2洞 広津区

808,5 200124新沙洞

江南区 735.9 200125新孔徳洞 麻浦区 617.1 20

0126北阿鴫見3洞 西大門区

415.8 200227倉3洞 道蜂区 247.5 2002 青少年文化の

家28道林2洞 永登浦

区 1197.9 200229香堂1洞 城東区 346,5 20023

0 中谷2洞 広津区 541.2 200231面牧3洞 中浪区 495

200232上道3洞 銅雀区 2277 200233延績2洞

西大門区 353.1 200234龍山2街洞 龍山区 113.8 200

3>2007年時点での整備実態2007年の状態では34事例中33事例 (設置率 97%)におい

て,コンピュータの設置がみられる｡個人利用ができるのは20事例であり,集団利用ができるのは 6

事例である｡個人利用と集団利用ができるのは 7事例であり,整備されていない事例は 1事例である｡20

02年時と比較して,コンピュータの設置事例数は,自由利用と集団利用とも増加 した結果を示している

｡しかし,設置台数で比較すると,自由
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部科校名 :生産工学部 氏名 :鹿田直

行研究の結果 (つづき)

【IT学習環境の変
遷】>利用方法の

変化2002年から2007年に到る利用対象の変化をみると,個人利用に対応した設置のみの事例群につ

いては,設置が 1事例で減少している｡集団利用に対応した設置のみの事例群については,3事例で個

人利用の設置が追加されている｡個人利用と集団利用の両方をそなえた事例群については,個人利用が

1事例減少している｡2002年には設置がなかった事例群については,個人利用で4事例,集団利用で

2事例について新たな設置がみられ

る｡これらの変更は,各事例でコンピュータの需要の変化を端的に表した結果であり,個人利用と集

団利用の両方の設置に変更する事例が多く,また個人利用より集団利用を重視した設置傾向にある事を

示していると言える

｡>コンピュータ設置台数の

変化洞事務所のコンピュータ設置台数をみると,8事例において新たにコンピュータを設置している

｡ヒアリングより,新設された事例は,コンピュータの未整備だった施設が,韓国政府のIT施策を受け

て,設置を進めたことが確認されている｡しかし,2007年の設置数は2002年の約 6割に減少している

ことから,コンピュータの均等配置と情報検索のための最小限の設置に変更しているといえ

る｡ロビーにおける自由利用のコンピュータの設置状況の変化をみると,2002年から2007年までに

10事例中5事例において減少している｡ロビーには新設事例,および増設事例共に無く,需要の減少

を示している｡その要因は,急速な家庭-のブロー ドバンドの普及にあり,公共施設として,コンピュ

ータによる学習の機会提供は,役割を終えはじめた傾向にあることがヒアリングから確認されてい

る｡特定の室内に設置された自由に利用できるコンピュータの設置状況については,4事例中3事例

で減少し,設置台数は当初の約 6割となっている｡ロビーと同様に家庭-のブロー ドバンドの普及の影

響によるものである｡設置台数が増えている1事例は,講義や読書など多目的な学習空間として整備さ

れた事例であ

る｡以上の結果より,自由利用のⅠで学習環境は,ブロー ドバンドとコンピュータの家庭-の普及によ

り,その役割は公共施設から家庭-と移 り,公共施設には情報検索のための環境が ｢いっでも｣｢どこで

も｣使えるように設置が進められていると言え

る｡次に,集団利用を目的とする教室でのコンピュータの整備状況変化をみると,コンピュータの設

置台数は2割近く増加している｡教室の新設も3事例にみられる｡3事例とも集会や学習の部屋を用途

転用してIT学習環境を整えている｡これらの集団利用の教室環境が増設された要因には,家庭-のコ

ンピュータの普及により,住民間にコンピュータリテラシーの格差が生じたことにより,コンピュータ

の高度な使い方から多様になったソフトの利用方法に対する講座需要が増したことにあ

る｡注 :必要に応じて,このページをご使用くださ
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部科校名 :生産工学部 氏名 :康田直

行研究の結果 (つづき

)【まと

め】調査結果から以下について明らかとなっ

た｡① 2002年でのIT学習環境は,国のIT施策を受けて個人利用を重視した整備となってい

る｡② 2007年のIT学習環境は,個人利用と集団利用の両方の設置に変更する事例が多く,また個人利

用より集団利用を重視した設置傾向にあ

る｡③ IT学習環境の変化の要因は,急速な家庭-のブロー ドバンドの普及にあ

る｡④ 自由利用のIT学習環境は,ブロー ドバンドとコンピュータの家庭-の普及により,その役割は

公共施設から家庭-と移 り,公共施設には情報検索のための環境が ｢いつでも｣｢どこでも｣使える

ように設置が進められてい

る｡⑤ 集団利用の教室環境が増設された要因には,家庭-のコンピュータの普及により,住民間にコン

ピュータリテラシーの格差が生じたことにより,コンピュータの高度な使い方から多様になったソフ

トの利用方法に対する講座需要が増したことにあ

る｡⑥ 1973年のユネスコにおける提案が,｢集団学習から個人学習-の対応｣を課題としていたが,IT

学習環境は ｢個人利用を目的とした計画から集団利用-の対応｣へと変化している

｡【今後の課

題】本稿では新築された自治センターを対象として行った調査であり,1999年以前に建設された洞事

務所と予備軍本部からの転用事例は未調査である｡今後は転用された自治センターの IT学習環境との

違いを調査する予定であ

る｡注 :必要に応 じて,このページをご使用くださ



【別紙様式 8】
課題番号 個 07-07

8注 :課題番号を記入してくださ

い｡平成 19年度 学術研究助成金実績報

告書平成 20年 4月 1

4日氏 名

所属 ･資格 津野 孝生産工学部 准教授日 本 大 学 総 長

殿下記のとおり報告いたしま

す｡1 種 目 一般研究(個人) 注:該当する種目をOで囲んでくださ

い｡2 研究

課題光学活性金属錯体の創製とそれら異性化反応に関する

研究3 研究の

目的金属核が光学活性となる有機金属錯体は,その核の Lewis酸サイ トを利用すると有効な触媒として機

能するため,有機合成化学上極めて重要である.このような観点から種々の光学活性金属錯体が合成され触

媒活性について検討されている｡本研究では触媒活性が期待される新規光学活性金属錯体の合成と二座配位

子を伴った金属錯体の異性化反応に関する反応速度を測定し,遷移状態の構造について解明することを目的とす

る｡4 研究の

概要二座リン配位子によりキレー ト五員環を有する光学活性ハーフサンドイッチ型金属錯体の異性化反応

に対する動力学的研究について検討を行った｡その結果,単座配位子が解離し生成したカチオン種の構造は

ビラミダル構造の状態で保持されることを見出し

た｡5 研究組織 (共同研究 ･総合研究のみ該当しま

す)･研究代表者

･研究分担者 (役割分

担)※ホームページ等での公開の 育) いずれかをOで囲んでください｡否の場合は,理由書を添付して下さ
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部科校名 :生産工学部 氏名 :津野

孝6 研究の結果 (総合研究の研究代表者は,4,000字以上記入してください｡

)金属核が光学活性である三脚型--フサン ドイッチルテニウム錯体[CpRu(Pやフ)Cl]の単座配位子

の解離より生成する 16電子不飽和錯体[CpRu(P-P')]'の立体化学は,【CpRu(P-P')Cl】が不斉触媒として

の活性を知る上で極めて重要であるO即ち,【CpRu(P-P')]'がビラミダル構造を保持した場合,不斉触媒

としての機能が期待されるが,平面構造の場合,その機能は期待できない｡報告者はキレー ト五員環を

もつlCpRu(Prophos)C1](1･'P-P'=(R)-Ph2PCH(CH3)CH2PPh2)が,Fig.1のような反応座標をとるもの
と考察し,1の Cl/Ⅰおよび Br交換ならびにエピマー化反応の動力学的解析を行い,1から誘導さ

れるlCpRu(Prophos)]+(2)の立体化学について検討 し

た｡lBu4N]Ⅰ過剰量存在下,CDC13/MeOH (9'･1,Ⅴ/V)中,(RRu,Rc)-1および (SRu,Rc)-1は,1の立体

化学を保持した(SRu,R])-と(戯u,Rc)-lCpRll(Prophos)I](3)を有利に生成したOその交換反応の300Kに

おける動力学的パラメータは,(戯 u,Rc)-1→(SRu,Rc)-2:AH =69kJmol-1,Aぷ=-90Jmol-1K-1,△α=

96kJmol-1,I(SRu,Rc)-1→ (戯u,A)-2:Am =88kJmol-i,Aぷ=-47Jmol-1K-1,△α=102kJmol-1 と求

ヽヽ

ヽ 三̀尊う【11

暮 ′′二EiqJ/‡l~~-~ ~l

.ヽヽヽ ヽヽ め られ た ｡ ま た 同溶 媒 中 ,(RRu,Rc)-1≠(SRu

,Rc)-1の 300Kにおけるエピマー化の動力学的パ

ラ メ ー タ は , (RRu,Rc)ll →(SRu,.敬プ
)-1'･△月し =86kJmol-1,Aぷ→=

-58Imol~1K-1,Aα→=103 kJ mol-i,' (SRu,Rc)-

I )(戯u,Rc)-1:A月し =

93kJmol-1,Aぷー=-47Jmol~1K~1,Aaー

=107kJmol-1と求められた｡続いて,溶媒 の極性 【CD

C13/CD30Dド .暮糾 … (1:1,Ⅴ/v)】を上げ同様な,-ログンチ /:-こchlrQI PLcn8r Chlr

QLFig.1Energydiagram fortheepimerizationofthecompounds【cpRu(P･P')Hall 交換

ならびにエピマー化反応について検討を行ったところ,勤

力学的パラメータは,(戯u,Rc)-1→(SRu,Rc
)12･'AH =83kJmol-1,Aぷ‥-2
4Jmol~1K~1,A(講=91kJmol-i,I(SRu,A)-

1→ (戯u,Rc)-2:AH =90kJmo

I-1,Aぷ=-22Jm

ol-1K-1,Aα=96kJmol-1 と求め られ た ｡ ま た 同溶 媒 中 ,(RRu,Rc)-1さ(SRu,Rc)-1の300汰におけるエピマー化の動力学的パラメータは,

(戯u,A:)-1→(SRu,Rc)-1:Am →=87kJmol-i,Aぷ-=126Jmol~1K~1,Aα-=95kJmol-1;(sRu,Rc)-1→ (戯u,Bc)-1:AHー=89kJmol-1,Aぷ-=-34Jmol-1K-1,A
a-=99kJmo1-1と求められたO溶媒の極性を更に高くした CD30Dにおけるこれら反応の動力学

は,CDC13/CD30D(1:1,V/V)の結果とほぼ同様な傾向を示したolBu4N]B

rを用いた Cl/Br交換反応においても,求めた動力学的パラメータは,C1/Ⅰ交換反応から求
められた同溶媒条件下のものと近似するものであった｡動力学的パラメータの一つである活性化エンタ

ルピーAぷは,何れの反応においても負の値を示しており,これは,ルテニウム
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部科校名 :生産工学部 氏名 :津野

孝研究の結果 (つづき

)-ロゲン交換反応において,反応物の立体化学がそのまま生成物の立体化学に反映されている

ことは,反転には更にエネルギーを要する過程が存在していることを示してい

る｡以上の結果より,本研究ではキレー ト五員環を有する光学活性--フサンドイッチ型金属錯体の

ハロゲン交換,エピマー化反応に対する反応座標は,Fig.1に示した過程で進行することを明らかにし

た｡注 :必要に応じて,このページをご使用くださ



【別紙様式 8】
課題番号 個 07-07

9注 :課題番号を記入してくださ

い｡平成 19年度 学術研究助成金実績報

告書日 本 大 学 総 長

殿下記のとおり報告いたします｡ 氏

名

所属 ･資格 平成 20年 4月 1

4日生産工学部 専任講師1 種 目 l奨励研究 -- f* 一般研究(共同)/総合研究 l注:該当する
種目をOで囲

んでくださいo2 研究課題組織成員の行動類型化に基づく組織診

断システムの開発3 研究の目的本研究は､組織成員の行動パターンを明示化することを通し､組織

成員が自らの組織的特性を把握するとともに､今後の行動改善に関する指針が得られるような組織診断シス

テムを開発することを主な目的とする○このシステムは2つの部分からなっているO-つはアンケー ト方

式のシステムで､その回答を統計解析することにより組織特性を明らかにする部分､もう一つは､シミュ

レーションによって行動改善の指針を与える部分である○これら2つは､現状では独立したシステムとし

て設計する〇本研究では､特にシミユレ-シヨンによって行動改善の指針を与えるシステ

ムに関する基礎的研究を行ったo4 研究の概要本研究では､シミュレーションシステムの基礎的研

究として､経営学の分野で､組織の行動改善に関わる重要ファクターの一つとして考えられている組織的

知識に着目し､そのレベルアップに関わるシミユレ-シヨンモデルを構築した○このモデルでは､組織の

リーダーや構成員のタイプを変えることによって､組織的知識のレベルがどのように変化するかを表現で

きるようにした○すなわち､組織的知識のレベルアップに関して示唆が得られるようなモデルを構築した○なお､モデル構築は､エ

ージェント.ベース .アプローチの考え方に基づいている○

5 研究組織 (共同研究 .総

合研究のみ該当します)･研究代表者･研究分担者 (役割分担)※ホームページ等での公開の ⑳ ･否)
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部科校名 :生産工学部 氏名 :飯沼守

彦6 研究の結果 (総合研究の研究代表者は,4,000字以上記入してください

｡)6.1先行研究とモデル化の

対象組織行動改善と組織的知識に関連する研究の一つとして組織学習論がある｡本研究では､組織学

習論の研究成果､特にArgyris皮Schon(1978)､Kin(1993)らによる組織学習のタイプ分けを活用し､ ｢

組織的知識 ･学習の性質｣と ｢知識の創造 ･普及のあり方｣の整理を行った(表1

)｡この整理に基づき､モデル化の対象をノウハウ的知識の 表1組織的知識の

分類Ⅱ詣フ操 学習 .知識の性質 知識の創造 .普及概念的な学習 多様

な経験 .了解)のそ

方針的な知識行動 .実行の学習ノウハウ的知識

経験 .教育的ウ的知レベルアップとした

｡モデル化の対象をノウハにしたのは､形式的に伝達できるものである

こ作可能であること)､ と(比較的また企業

組織で多かれ少なかれいつ時代でも重視される効率化に関わる知識である

ことが､の理由である｡6.

2シミュレーションモデルシミュレーションモデルにおける組織の構造は､ノウハウ的知識の創造 ･

普及形態が経験的 ･教育的ということを反映するために､リーダーとフォロワーによって構成される単

純な2階層組織とした｡本モデルでは､リーダーが自らのポリシー基づいてあるレベルの知識をフォロワー

に提示(伝達 ･教育)し､さらにフォロワー間の相互関係によって､フォロワーの知識レベルがどのように

変化するかを提示する｡モデルを構成するエージェントであるリーダーとフォロワーの特性と諸変数は

以下のように設定する｡

①リーダーの特性と諸変数･リーダーは､その観察能力の範囲でフォロワーの知識

レベルの変化を見ている｡･リーダーは､フォロワーの知識レベルと自らの方針にしたがって､フォロワーに特定のレベル

の知識を伝達する｡･リーダーを表現するための変数は､視野(フォロワーを観察できる範囲)と

伝達知識レベル(フォロワーに伝達

する知識レベル)とした｡②

フォロワーの特性と諸変数･フォロワーは､リーダーが伝達する知識レベルの高さと､周囲にいるフ

ォロワーの知識レベルの高さの影響を受けて､モチ

ベーションを変化させる｡･フォロワーの知識レベルは､その時のモチベーションの高さと獲得している知識レベルに基

づいて､変化する｡･フォロワーを表現するための変数は､視野(フォロワーの交流範囲)､知識

レベル､モチベーション､知識向上能力(知識レベルを高めるための能力)､知識変化閥値(知識レベルが上がる場

合の閣僚)とした｡

6.3シミュレーション本研究では､システム開発の初期段階の実験として､条件を単純化して3

タイプのフォロワーをコンピューター上に発生させ､リーダーの提示知識レベルとフォロワーの構成比

を変化させて､シミュレーションを行った(各3通りの組み合わせで､計9通りの場合について行った)

｡シミュレーションは構造計画研究所が開発したartisocを用いて行った｡なお､3タイプのフォロワ

ーの特性は以下で､変数の初期値とモチベーションを変化させるルール

の違いによって実現した｡･フォロワー1.･初期時点で知識レベルが高く､モチベーションも高い

｡リーダーの提示する知識レベルに比較的左右されない｡周囲に知識レベルの低いフォロワーが多いとその影

響を受ける｡･フォロワー2:知識レベルは高いが､モチベーションは低い｡リーダー

の教え方の影響を受けやすい｡また周囲のフォロワ

ーの悪影響を受けやすい｡･フォロワー3:知識レベルは低いが､モチベーションは高い｡リーダー
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部科校名 :生産工学部 氏名 :飯沼守

彦研究の結果 (つづ

き)識を伝達してもついていこうとする｡周囲のフォロワーとの競争意識もある程

度持ってい

る｡6.4シミュレーショ

ン例ここでは上記9通りのうち､フォロワーの構成比を､フォロワー1:25､フォロワー2:25､フォ

ロワー3:100とし､リーダーの提示する知識レベルを､①フォロワーの知識レベル下位 2割の平均､②

フォロワーの知識レベル中位 2割の平均､③フォロワーの知識レベル上位 2割の平均､の3つの場合に

ついてその結果を提示す

る｡図1下位2割(30人)の平均提示也 知涼鵬)臓変化.…三…しき:/…

主 ;/芸,妻;;5ri…V'芸</感厨10090帥毒J 70ジぞ 60 含壬i範レベルの

変化 ･- フナコワ十＼ユ 50 ･- フ十｢ワ2+t嚢
40妻凝 30 三が ､@ふ 櫛がアギ好感 - フォ詔ワ3㌔-姦㌫野紺- 祭苧

ニ010I; a真 d

jSyAbiがngyly*WVめ71

㌦か≡ 誕 苧川､O 50 100 1

50 280 250 300時間 図2

中位 2割(30人)の平均提示図3 上位 2割(30人)の平均提示図1-図3に見られる

ように､同じ構成メンバーであっても､リーダーの対応の仕方でその構成員の知識レベルの変化が異な

ってくるという状況を表現できるモデル構築ができた｡上記の結果から得られる知識マネジメント-の示

唆は､｢構築したモデルの範囲内｣でという制約はあるが､知識や技能レベルは低いがモチベーショ

ンの高い人々の構成比が高い組織では､中間レベルに焦点をあわせ教育や知識伝達をすれば､モチベー

ションの低い人は取り残されることになるが､知識や技能レベルがかなり高い人の比率が高くなるとい

うことである｡逆に､最初から知識レベルおよびモチベーションが高い人のみを焦点とすると､最終的

にはレベルのばらつきが生じ､優秀な人も伸び悩むことになる｡また､メンバーの底上げと均一化を図るのであれば､知識レベ

ルが低い人に焦点を合わせるのが望ましいことになる｡6.5今後の展開組織診断システム上で

シミュレーションが担う役割は､ユーザーに組織行動改善-の示唆を与えることである｡行動改善-の

切り口として組織的知識に着目しモデル構築を行った｡今後は､パラメータのさらなる吟味をし､より

現実的なモデルにする必要がある｡また今回は､ノウハウ的知識のみに着目したが､より戦略的 ･非定

型的な行動を想定した場合には､方針的な知識に関して示唆を与えるモデルを構築する必要がある｡この点は今後の課題である｡さらに､アンケー ト部分のシステム開発とシ

ステムとしてユーザーインターフェース部分を開発す



【別紙様式 8】
課題番号 個OT-08

0注 :課題番号を記入してくださ

い｡平成 19年度 学術研究助成金実績報

告書平成 19年 4月 1

4日所属 ･資格 生産工学部数理情報工学科 准教授日 本

大 学 総

長 ●殿下記のとおり報告いたします｡

1 種 目 汰

:該当する種目をOで囲んでください｡､2 研究課題

分散処理システ

ムのペ トリネットモデルと確率挙動解析3 研究の目的本研究では分散処理システムをモデル化す

るのに適している手法である､ペ トリネットによりシステムをモデ

ル化し､モデル化したシステムの確率挙動解析を行なう｡一般的なペ トリネットはシステムの論理的

な構造に関する記述のみ可能であり､時間について表現できないのでシステムの挙動には使われない｡そ

のために 1970年代の前半からペ トリネットのプレースまたはトランジションに時間の概念を導入した時間ペ ト

リネット (TimePetriNet)がいくつか提案された｡その後 トランジションの発火遅れ時間

は連続の確率分布 (指数分布)をもつような確率変数として定義され､システムの確率的な事象の表現

と挙動解析が可能となった｡ 本研究計画書に掲げた論文でもその適用によるシステムの信頼性を論じている｡今後さらなる分野のシステム性能解析 ･

評価をと適用が

期待されており､この機会に試みたい｡4 研究の概要分散処理形態を有する交替処理システム､つ

まり主と従の二つのプロセッサから成っており､次のような動作をする｡主 (メイン)プロセッサはオ

ンライン処理を中心とし､従 (サブ)プロセッサに対して優先権をもつものとするo従プロセッサは主

にローカル処理をし､一定の周期時間でオンライン処理に切り替え､一定の条件を満たしたら､主プロ

セッサと交替するシステムである｡このようなシステムのモデル化をシステムの状態定義が容易になさ
れる確率ペ トリネットを用いて行なう｡更にモデル化されたシステムの状態定義は､マルコフ再生過程

における再生点と非再生点とに区別し､システムの挙動解析を行なうことで､システムの挙動をより適確に把握することができるOシステムの挙動解析として

､システムシンク状態となるまでの定常確率を求める｡最後に､数値例において､各遷移が発火す
るまでの時間分布に具体的な確率分布を導入し､システムが正常な状態からシンク状態となるまでの挙動を解析する

｡5 研究組織 (共同研究･総合研究のみ該当

します)･研究代表者

･研

究分担者 (役割分担)※ホームページ等での公開の 可 杏) いずれかをOで囲



[実績報告書8-2]

部科校名 :生産工学部 氏名 :亀井光雄

6 研 究 の結果 (総合研究の研究代表者は,4,000字以上記入してくださいO)

今回は､分散処理形態を有するシンプルな交替処理システムを例としてストキヤステイクペ トリネッ

ト (SPN)を用いてモデル化しマルコフ再生過程により後退処理システムがシンク状態になるまで｣の

挙動解析を行った｡

spNを用いてモデル化することでシステムの状態定義が簡単にでき､更に状態定義はMRPにおける再

生点と非再生点とに区別しシステムの挙動解析をより的確にとらえることができた｡また､数値例にお

いて､シンク発生の定常確率を示したことにより､シンクを防止するためにはシステム全体の情報の流

れや制御を考慮してシ寄 テムを運用することが重要であるかを示唆した｡今後は具体的なシステムにつ
いて適用を試みる必要があ等o



【別紙様式 8】
課題番号 個OT-08

1注 :課題番号を記入してくださ

い｡平成 19年度 学術研究助成金実績報

告書平成 20年 3月 3

1日氏 名

所属 ･資格 小 滞 善 隆生産工学部 准教授日 本 大 学 総 長

殿下記のとおり報告いたしま

す｡1 種 目 奨励研究 一般研究(共同)/総合研究 注:該当する種目をOで囲んでくださ

い｡2 研究

課題指数関数型Petrov-Galerkin有限要素法による球形構造体と流体の達成

解析3 研究の目

的球形構造物と流体との相互影響下における弾性安定挙動を解析する｡特にレイノルズ数の大きさによ

りその応用力及び変形形状がどのような変化を受けるかを計算し,工学的応用に寄与する事を目指す｡手法

は,流体の Navier-Stokes方程式を指数関数上流化手法により解析し,次に構造のシェル非線形方程
式をGalerkin法により解析する｡これを時間増分法により順次計算する事により,流体と構造物との練成解
析結果が得られ

る｡4 研究の概

要1.静加重下にある構造物の非線形変位を計算す

る｡2.その加重下における固有値解析を行い,正の実固有値であれは振動は安定であり,負,虚の固有

値であれば,発散現象となり,不安定とな

る｡3.この過程を加重 (または変位)増分法によりStepbystep(Newton-Raphson法)により行い,安
定 ･不安定を判定す

る｡4.一方,外圧加重としては,非圧縮性粘性流体でレイノルズ数 107くらいまでを対象とした FEM

とPetrov-Galerkin法より数値解析を行
う｡5.上記の計算を繰り返し行うことにより,流体と変位との相互作用下における変位 ･応力性状を確

かめることができ

る｡5 研究組織 (共同研究 ･総合研究のみ該当しま

す)･研究代表者

･研究分担者 (役割分

担)※ホームページ等での公開の 可 杏) いずれかを○で囲んでください｡否の場合は,理由書を添付して下さ



[実績報告書8-2]

部科校名 :生産工学部 氏名 :小津善

隆6 研究の結果 (総合研究の研究代表者は,4,000字以上記入してください

｡)粘性流れ問題の解析には従来差分法が多用されてきたが,レイノルズ数が大きな場合,N｡S式

の非線形移流項が粘性項に比較し卓越しており,この特徴を考慮した解析を行わない限り,袴られ

る解は振動し,正解を得ることはできない.差分法では,この移流項に対して上流化手法を用いた

解析が行われている

.一方,差分法に比べ定式化が容易な有限要素法においても何らかの上流化が必要となり,我々

はPetrov-Galerkin法を用いた解析を行った.これは,Galerkin型手法を拡張した手法であり取り

扱いが比較的容易である一方,解析手法としては信頼性があるからである.本研究で用いた重み関

数としては基底関数と指数関数を併用した Petrv-GalerkinFEMは,変分的定式化の立場から基礎

づけが行われており,1次元の定常移流拡散方程式に適用した解は格接点において厳正解に一致す

ることが確認されている.そこで,この手法とALEとを用いた流体と構造物の相互作用に関する計

算をおこなった.構造物としてShellを対象とした計算を行ったが,Shellの変形形状,流体の性

状および両者の錬成性状ともにかなり良好な結果を得ることができた.特に,ある程度高いレイノ

ルズ数でも収束した解が得られ



【別紙様式 8】
課題番号 個07-08

2注 :課題番号を記入してくださ

い｡平成 19年度 学術研究助成金実績報

告書日 本 大 学 総 長

殿下記のとおり報告いたします｡ 氏 名 長 尾 光

雄 平成 20年4月

4日所属 ･資格 工学部 ･専任

講師1 種 目 奨励研究 /一般研究(共同)/総合研究 注:該当する種目を○で囲んでくださ

い｡2 研究

課題生体部位の粘弾性計測方法の確立と装置の

開発3 研究の
目的非侵襲 ･非接触による生体部位や軟体物の ｢柔らかさや粘弾性上 及び生体部位の ｢凝りや張り｣など

を評価する方法の確立と試験装置の開発を目指している｡｢柔らかさや粘弾性｣は生体部位や食品の柔らかさ

とクリープ回復の関係を調査し接触式との相違や有効性及び新たな条件などを検討した｡｢凝りや張り｣は硬

軟の異なる 2層試料において下層の硬軟について上層を介して捉える新たな評価や計測方法を提案した.こ

れら提案した評価方法の有効性や発展的な可能性について検討する計測システムの開発が目的であ

る｡4 研究の

概要試料に選定した粘弾性食品やゼラチンに適用させて噴射荷重と柔らかさの関係を確認した｡押込深さ

の時間軸変化及び除荷後のクリープ回復の調査から,柔らかさと粘弾性の相関性及び噴射荷重の影響につい

て明らかにし,従来になかった新たな試験装置を提案した｡上層の厚さや硬軟が異なる下層の硬軟について

,スポンジゴムを用いた試料から上層の厚さや硬さに応じた適正な押込設定荷重が存在する点,及び硬さを

角度などで評価する方法の有効性を確認し,これを肩部筋肉収縮硬さに適用して本試験装置の有用性を確かめ

た｡5 研究組織 (共同研究 ･総合研究のみ該当しま

す)･研究代表者

･研究分担者 (役割分

担)※ホームページ等での公開の ･否) いずれかを○で囲んでください｡否の場合は,理由書を添付して下さ



[実績報告書8-2]

部科校名 : 工 学 部 氏名:長 尾 光
雄6 研究 の結果 (総合研究の研究代表者は,4,000字以上記入してください

｡)(1)噴射ノズル口径の大きさと噴射荷重の関係及び噴射距離と噴射荷重の関係から押込荷重設定条件を

確認した｡ノズル口径0.5-2.0血]の4種類を用いる｡噴射圧力は5-95[kPa],ノズル噴射距離 5,0血]

の試験結果から,噴射荷重は口径及び噴射圧力は比例関係にある｡噴射距離は噴射ノズル口径 1.5[mm],噴

射圧力 10[kPa〕一定の条件では,10-45[mm]の範囲でほぼ一定であり距離の影響は小さ

い｡(2)粘弾性食品やゼラチンに適

用させて噴射荷重と柔らかさの関

係について,ノズル口径 1.0[mm],距離 8･OE-

035.0[mm],噴射時間20[S],噴射圧力 点 6･OE-

035-95[kPa]の条件において,試料は 芸 4.｡E-
03.

i1生体部位 (鶏の肝,豚肩ロースと鶏 賭 2.｡E_

.3肉),食品 (ゴマ豆腐,絹豆腐

,はんぺん,こんにゃくとかまぼこ

),ゼラチン (4%と10%)の 10種類を 0

20 40 60ノズル噴射圧力 P (kPa) 80 100

0628

4

0

2

.l

･1

0

0

0

(tu
tu
)

的軽舟爆 0 20 40 60 80 100 1

20 140時 間 (S)選定した.図 1は柔らかさの指標で 図 1 噴射圧力と柔
らかさの関係 図2 粘弾性とクリープ回復あり,生体

部位の鶏の肝は表層が柔らかく内部は硬い繊維組織が存在するためその厚さによる硬軟の変化を噴射圧力の大き

さが明瞭に捉えており,豚肩ロースと鶏肉も表層は柔らかく感じ

内層は繊維質の硬い層を測定している｡これに比べ均一な食品では圧力の変化に左右されないで一定であるが,素材の柔らかさに応じ

た噴射圧力が存在する｡豆腐では低圧力,こんにゃくやかまぼこは高圧力で判別可能である｡提案す

る柔らかさの算出はHa=S/F(S:窪みの表面積,F:噴射荷重)である｡クリープ回復試験結果が図2(例:絹豆腐)である.噴射圧力5-
20lkPa]において連続噴射時間20[S]後,140[S]までの窪み深さから,

非接触のため除荷後の回復と経過時間の変化が試料ごとに異なるため粘弾性特性を明瞭に捉えてい

る｡接触式では加圧庄子の速度制御による影響

が入り込むが本試験装置は個々の特性が判る｡

(3)2層構成試料の下層硬軟評価は図3の∂で行い
,
の有効 性を図4の試料構成 (試料はスポンジゴ

ムA～Eの5種類,①tlOのA～Eの

単層,②上層Aがt5-下層 t5,③上層
Aが t5-下層 tlO,④上層Aがilo-下層 t5[mm])で,押込設定荷重2日N

],時間5[S],庄子の径4)8lmm],加圧板径d)40[mn]の試

験条件により試験した｡この他の評価として,押込荷重,押込深さ,弾性

定数,体積弾性係数でも実施したo図5と図6の(参と③を比べて角度は

試料間の大きさの序列が単層①と同等であり,荷重では上層と下層の厚

さの影響を受け既存品の測定装置と同じである｡次に④で

は荷重の評価には試料間の差は見られないが角度の評価には下層

の変化が小さく表れている｡押込設定荷重 29制 に大きくすると角度の評価では②の序列と類
似する傾向になっている



【別紙様式 9】
課題番号 個OT-08

3注:課題番号を記入してくださ

い｡平成 19年度 学術研究助成金実績報

告書平成 20年 4月 4日

氏 名 児 玉

大 輔所属 ･資格 工 学 部 ･准 教 授日 本 大 学 総 長

殿下記のとおり報告いたしま

す｡1 種 目 I奨励研究/ 冗 )/一般研究(共同)/総合研究 I,i:該当する種目をOで囲んでくださ
いo2 研

究課題超臨界流体を含む混合物の高圧相平衡および溶

解度測定3

研究の目的溶媒は液体であるという固定概念を変え､超臨界流体が液体溶媒の代替溶媒として注目され

ているo特に超臨界二酸化炭素と超臨界水は環境にやさしいグリーケミストリー溶媒として検討されてい

る.超臨界流体を利用することにより分離や反応プロセスの省エネルギー化を実現できるoまた液体であ

りながら蒸気圧がほとんどなく有機溶媒の代替として反応溶媒への応用が期待されるイオン液体も注目さ

れているo超臨界二酸化炭素とイオン性液体を反応場として利用する際は､それら混合物の物性データが

重要であるoしかし､超臨界流体とイオン性液体混合物に関する物性データは

少ないのが現状である.本研究では､超臨界流体を含む混合物､特に超臨界二酸化炭素とイオン性液体

混合物の高圧相平衡および溶解度データを密度データも含めて精密に測定するo測定データを状態方程式
で相関すると共に､新しいシミユレーション技術の

開発を目指すo4 研究の概要本研究の目標は､申請者の研究室で所有している高圧相平衡測定装置

を利用し､超臨界二酸化炭素を含む混合物､特に超臨界二酸化炭素とイオン性液体混合物の高圧相平衡お

よび溶解度データを密度データも含めて精密に測定し､新しいシミュレーション技術を開発することであるoそのた

めに､次の通り研究を計画しているo1)容積可変型の高良相平衡測定装置を利用し､超臨界二酸化
炭素を含む混合物の相平衡データ､超臨界二酸化炭素に対

するイオン性液体の溶解度データを測定するo2)測定データを様々
な状態方程式で相関し､測定データを検討する.3)測定データを基

に､新しいシミュレーション技術の開発を目指すo4)新規に合成されたイオン性液体の溶解度データを測定する.

5 研究組織 (共同研究 .総合研究のみ該当します

)･研究代表者児 玉 大 輔･研究分担者 (役割分担)※ホームページ等での公開の @ ∴否) いずれ



[実績報告書9-2]

部科校名 :工 学 部 氏名:児 玉 大

輔6 研究の結果 (総合研究の研究代表者は,4,000字以上記入してください

｡)6.1 エチレン+2-メチル十プロパノール混合物の相

平衡混合物の相平衡関係は､蒸留やガス吸収などの成分分離プロセスの設計および操作の際に､必要不可欠な

基礎物性データである.エチレンはポリマーの原料に代表されるように､化学工業において幅広く利用されてい

る｡またアルコールは､エチレンなどオレフィンの水和反応で合成され､混合物の相挙動を知ることは重要であ

るOしかし､エチレンの臨界点近傍における混合物の物性データは少ないのが現状であ

るO今まで､エチレンとアルコ-ルからなる混合物の高圧相平衡を測定してきた｡今まで測定してきたエチレ

ンとアルコ､-ルからなる混合物は､メタノール､エタノール､1-プロパノール､2･プロパノール､1-ブタノー
ルを含む混合物であるOその結果､2･プロパノールを含む混合物以外では､臨界点近傍において気液液分離
が観察され

た｡本研究では､エチレン+2メ チルー1プ ロ/10ノ-ル混合物の高圧相平衡を飽和密度挙動も含め 278.15,283.6
5,288.15Kで測定した｡今回測定した2メ チル･1-プロパノ-ル混合物は､1-ブタノールの構造異性体であ
り､1-ブタノール混合物との相挙動の相違を解明でき

る.エチレン+2-メチル十プロパノール混合物では､いずれの測定温度においても気液液分離のような複雑な

相挙動は観察されなかったOこれは､今回の測定温度がエチレン+2メ チル十 プロパノール混合物の上部臨界終
点と下部臨界終点の範囲外であったためと考えられる｡得られた測定結果は､SRK式および擬三次式により相関した

｡6.2 超臨界二酸化炭素に対するフェロセンの溶

解度近年､超臨界流体を用いたナノ微粒子化や薄膜創製技術が注目されている｡特に超臨界二酸化炭素は

､臨界点が7.38MPa,304.1Kであることから穏和で難燃性もあり､グリ-ンケミストリーを実現化する機
能性溶媒として有効であ

る｡超臨界流体を利用した代表的な微粒子創製法には､超臨界急速膨張紘(RapidExpansionofSupercritic
alSolution法)がある｡RESS法は､固体物質を超臨界流体に溶解させた後､高圧混合流体を急速に減圧膨

張させ溶解度を下げて微粒子を析出させる方法である｡RESS法による微粒子や薄膜創製プロセスの設計や

操作の際､超臨界二酸化炭素に対する固体の溶解度は重要な基礎物性データであ

る｡本研究では､代表的な金属錯体であるフェロセンを採り上げ､超臨界二酸化炭素に対する溶解度を測定し

た｡実験には､流通式溶解度測定装置を用いた｡高圧セルは､土0.1K以内で温度制御された空気恒温槽内
に静置されており､所定量のフェロセンをセルに仕込んだ｡セルを空気恒温槽内に一定時間保持し､二酸化

炭素を一定圧力一定流量で流し､回収した固体物質の重量及び二酸化炭素の流量を測定し､溶解度を算出し

た｡測定結果は､Coweyらの文献値と良好に一致した｡また Chrastilらが提案した(1)式により､溶解度
測定デ-タを相閑し

た｡･ny2-Co･? ･C2lnp (

1)(1)式中のpはHuang式から計算した二酸化炭素の密度､Tは実験温度であるoまたa,Cl,CBはフィ
ッティングパラメ-夕であり､Marquardt法で決定した.Chrastil式による相関結果は､実験値と良好に一
致した.さらに測定結果を基に､(2)式によりEnhancementFactorを算出した

oTlnE-A+Bp (2

)(2)式中のA,Bは定数､pはHuang式から計算した二酸化炭素の密度､都 まEnhancementFactorで
あり(3)式により計算し

た｡E-y2P/p…ub (

3)ここでJqは溶解度､pは平衡圧力､p芸ubはフェロセンの昇華圧である.実験値はM6ndez-Santiagoら

によるモデルと良好に一致し

た｡現在､この溶解度測定結果に基づき､RESS法により微粒子や薄膜創製実験進めてい
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輔研究の結果 (つづ

き)6.3 酸一塩基型アミド系イオン液体に対する二酸化炭素の吸収

特性イオン液体は､二酸化炭素などの酸性ガスを極めて大量に物理吸収するが､窒素や水素などは溶解せ

ず優れたガス選択性を示す｡一方で､蒸気圧が非常に低いため､気体あるいは超臨界流体相へはほとんど溶

出しない｡これらの特長を活かし､ガス分離 ･精製プロセスを始めとして様々な分野での利用が検討されてい

る｡本研究では､プロトン移行を伴う酸(HA)一塩基(B)型のイオン液体(HA+B→ 【BH]lA])を新たな対象と

し､アミド構造(N,N-ジメチルホルムアミド,'DMF)を持つイオン液体([DMFH]lTf2N];Tf2N-=(CF3SO2)2N･)

を採り上げ､二酸化炭素の溶解度および溶解に伴う電気伝導度の変化を調べ､ガス吸収特性について考察し

た｡lDMFH]【Tf2N】は､氷浴中でDMI‖こ等量の硝酸を滴下した後､Li(CF3SO2)2N水溶液を加えアニオン

を交換することで得た｡さらに､残存した Li+を希硝酸で繰 り返し洗浄し､硝酸および水を真空乾燥により

取り除いた.試料に含まれるLi+および水分量は､ICPおよびカールフィッシャー滴定により確認し

た｡二酸化炭素加圧下における試料の溶解度測定は､容積可変型高圧相平衡装置により､既報の方法に従

って行った｡二酸化炭素を加圧､吸収させた試料の電気伝導度測定は､既報の方法に従って行っ

た｡同じアニオンを持つ[BMIM]lTf2N]の溶解度測定結果と比較すると､40℃における【DMFH]【Tf2N]に

対する二酸化炭素の溶解度は､組成が 0.5付近から急激に立ち上がった.また､同圧下での【DMFH】lTf2N]

に対する二酸化炭素の溶解度は､25℃の方が高いことが確認され

た｡電気伝導度の圧力変化は可逆的で､二酸化炭素の溶解が物理吸収であることが確認された｡典型的な

イミダゾール系イオン液体では､電気伝導度は低圧で圧力増加に伴い直線的に増加し､二酸化炭素の吸収が

飽和する圧力前後からほぼ一定となるが､本研究で用いた【DMFH】[Tf2N]の場合もそれと非常に類似した傾

向を示した｡電気伝導度の増加は主にイオン種の拡散係数の増加に依ることがイミダゾール系イオン液体で

明らかとされており､[DMFH】【Tf2N]でも同様の効果によるものと推察される

｡なお本研究の成果の一部は,3月 19日に静岡大学工学部で開催された化学工学会第 73年会で発表し

た｡また6月7,8日に明治大学で開催される分離技術会年会 2008にて発表予定であ

る｡本研究に対する研究助成に深謝いたしま

す｡注 :必要に応 じて,このページをご使用くださ
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部科校名 :工学部 氏名 :野田 工

6 研究の結果 (総合研究の研究代表者は,孝OOO寧以上記輿 .てくださいo)
ゼ-タ関数およびL･関数の解析的性質のう～ち,*点分布は素数分布と関係し多くの研究成果が得られ

ているoLかLRiemann予想など未解決の部分も多いO零点分布に関して HilbeTtとP6iyaは独立

に,｢Riemannゼ-タ関数の零点はある種の自己共役作用素の固有値と関係づけられることによりそ

の性質が解明されるであろう｣という作業仮説を立てた(1915年頃)｡この研究指針についてはSelbe曙

の先駆的結果言970年代のMon噛omeTyl蚕,Dysonによる錯乱行列の固有値分布との統計的類似など
が知られているO最近Connes【1]はRiemann予想と同僚な跡公式の存在を示唆したO呼に固有値分

布に対してはSelbeTg(1952年)やKtiZnetSOV(1983年)の跡公式といった強力な道具が知られているが,
これらは採型形式の研究を基盤としているOまた保塾形式においては付随するL･関数を調べることが

重要であるoL関数にはRankin-SelbeTgme也odを通じて実解析的Eisens短in級数が関係し,L･関数
の解析接晩 極の位置,関数等菰特殊健などを求めるに大きな役割を果たすOこのような研究の位置づ

げの中で本助成金受領者は次のような研究結果を得た｡

(1)保形L一関数の零点とHecke固有値とを関連付ける明示公式を,本助成金受領者は論文【6日'73で

与えていたが､今回､一般のRankin,SelbeTg型し関数の零点とHecke固有値とを関連付ける明示公

式を,論文【9jで与えたO証明では､し関数の積分表示と正則性に関するZagie由2】の考え方と
SttiYm【1紬こよって開発された非正則保型形式の正則保型形求-の射影を用いたO

(2)Eisenstein級数の上半平面の元に関する漸近展開Q積分変換の性質も研究対象となり得るO今

臥 本助成金受領者は論文[8]において,ある条件の下で実解析的Eisens捷in級数および, そのFotiTier

係数のLapiaee-Mellin変換の健が零になることを示したo非正則保型形式と正則採型形式の直交性に

関する結果であるが,その証明には合流型超幾何関数の性質が利用されるO

(3)漸近展開に関して最泳桂田昌紀氏【23が恥steinゼ-タ関数およびそのLapiace･Meiiin変換の
完全漸近展開を与えたO この結果を元に本助成金受領者と桂田昌寵氏は共同研究【3】で∴実解析的

Eisen鈍ein級数の上半平面虚軸方向に関する完全漸近展開を与えることに成功したO証明では

Ramanujan級数とMaass作用素を用いているOこの漸近展開式から固有関数等菰 特殊健の表

象FouTiep級数展開,極の位置,KでOneCkeT極限公苑正則玄皇紀nS短in級数のLambeTも級数表示などの
別証明が得られた｡

(4)保型形式に付随するL･関数において複素変数に関する漸近挙動の研究は開発途上にあるo

Eisens穣in級数の解析的性質を用いる方法は自然で一般性があり,古典的なゼ-夕関数でのrDiぞichiet

級数を調べる｣手法とは異なる方向からの研究を可能にするO特に,｢Fou裏eぞ級数展開の定数項が

塞ise弧S穣i汲級数の性質の多くを反映する｣という事実と経験則があり,これを複素変数に対してそのま
ま適用すると最善の結果が得られる｡しかしながら複素変数の漸近挙動に関しては予測に反し定数項

以外の寄与が観測できるOこれは複素変数に関する挙動が非常に複雑であることを意味し,保型形式と

櫨の古典的なゼ-夕関数の類似についても新しい視点を与えることが期待される0

本助成金受領者はEisens穣in級数のFo敬ぞieで級数展開がいくつかの特殊関数を用いて明確に書き下せ

る場合を考え超i維nS短in級数及びし開数についての評価を特殊関数の評価を通じて行うことにより,
漸近挙動を綿密な形で捉えたOその結果は論文抱o封こまとめられた｡
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い｡平成19年度 学術研究助成金実績報

告書日 本 大 学 総 長

殿下 記 のとおり報告いたします｡ 氏 名

森 平成20年4月

6日

英所属 ｡資格二二専 任 準

節1 種 目 一般研究(共同)/総合研究 注:該当する種目を0で囲んでくださ

い｡2 研 究

課題廃棄ガラスの新規なリサイクルプロセスに関する

研究3 研究の

目的廃棄ガラスの再利用を行う際の問題点とし
て､(A)海外で生産されたガラスビンは､形状および色が異なるためガラスビンとしての再利用が困難であ

る､(ら)ブラウン管や医療用ガラスなどは鉛(Pb)などの環境有害物質が含有しているため再利用が困難であ
る､ことなどが挙げられ

る｡本研究の目的は､上記(A)､(ち)の問題点を克服する新規な再利用方法として､廃棄ガラスから透明成分であ
る二酸化ケイ素を回収し､二酸化ケイ素とガラスに含有している金属イオンとの分離方法を確立することであ

る｡4 研究の

概要本研究では水酸化物(水酸化カリウム)と鉛含

有ガラスを混合したアルカリ融解陰により､ガラスから

二酸化ケイ素を回収する方法の確立について検討する

｡着色ビンガラスにおける水酸化カリウム(KO

H)を用いたアルカリ融解での二酸化ケイ素の回

収例を右の図に示すOまず､KOH と着色ビンガラス

のアルカリ融解によりケイ酸カリウムを作製する｡こ

のケ酸カリウムは水に容易に溶解するので､水を

加えイ酸カリウム水溶液を得ることができる｡ 0粉砕(5

g) 粉砕ガラス+KOH◎謂
路 用洩溶融温度360℃

二 二 三 三

二 三si(011)

_Ii ⑧ケイ酸カリウム水溶液このケイ酸カリウム水溶液に塩酸を加えて煮沸す

ることにより､ケイ酸が沈殿する｡このケイし､ケイ酸のみを乾燥

させて､二酸化ケイ素を得ることができる｡二酸化ケイ素を回収する方法の確立に

ついて検討する｡ 研究では､この方法を鉛5 研究組織 (共同研究 ･総
合研究のみ該当します)･

研究代表者･研究分担者 (役割分担)※ホームページ等での公開の ㊥ ･否) いずれかをOで囲んでください
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嗣6 研究の

結果鉛を含有する廃棄ガラスを試料として選択し､二酸化ケイ素 (SiO2トの回収プロセスをこのガラス
に応用した結果を示す｡試料となる廃棄ガラスには市販されているワイングラスを用いた｡アルカリ融剤
には水酸化カリウム (KOH)を使用し

た｡6.1 鉛含有ガラスの水溶液

化まず､ワイングラスをlrrun以下の粒径になるように粉砕してした後､この粉砕ガラス 10gとKOH
30gをモリブデンるつぼに入れて､電気炉を用いて 360℃､3h､大気中で溶融し､ケイ酸カリウムを生
成させた｡溶融後､常温まで自然冷却した後､るつぼの中には､ケイ酸カリウムと金属鉛 (pb)が生成し
ていることを確認できた.ケイ酸カリウムは水に容易に溶解するので､生成した反応物に蒸留水 (H20)
を加え､ケイ酸カリウム水溶液を生成させた. 一方､pbは H20 に不溶なので､ここでPbを塊の状態で

回収することができた｡回収されたPbの写真を図1に示す｡この実験の場合では､10gの試料から約 1gの
Pbを回収することができたO実験当初は､Si02の回収を第1の目的としていたので､アルカリ融解により
Pbが容易に回収できたことは非常に興味深かっ

た｡6.2 水溶液からの二酸化ケイ素の回

収アルカリ融解でPb含有ガラスからSi02を回収する模式的な流れを､"6.1鉛含有ガラスの水溶液化
''での結果も合わせて図2に示

す｡この回収プロセスでは､前項で作製したケイ酸カリウム水溶液を用いてHClを添加し､中和をする
ことで､煮沸を行うことなく､かつ塩化永素の発生を防ぐこともでき

た｡まず､図2に示すようなビーカーに作製したケイ酸カリウム水溶液を入れ､HClを添加してケイ酸

カリウム水溶液を中和し､ケイ酸 (si(OH)4)を沈殿させた (図2の③および④)｡このときのペーハーの
値はpH7.04土0.01であっ

た｡その後､沈殿したケイ酸と水溶液を分離して､ケイ酸を抽出した｡抽出したケイ酸に濃塩酸を加え

てケイ酸以外の沈殿物を溶解させ､その後､ケイ酸のみを加熱乾固してSi02を得た｡このプロセスによっ

て､鉛含有ガラスを粉砕して得た 10gの粉末状のガラスから約 5.8gのSi02が回収された｡なお､回収さ
れたSiO之の純度は約98%であった｡表1に結果をまとめ

た｡図1 鉛含有ガラス (ワイングラス)からアルカリ融解によ
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部科校名 :工 学 部 氏 名 : 森 英

嗣研究結果 (つづ

き)表1 粉砕した試料 (鉛含有ガラス (ワイングラス))の質盈および回収されたsi02の質塵と

純度質盈 /g

試料 粉砕後の 回収さ

れた試料 SiO2 回収

したSi02の純度

/%鉛

含有ガ

ラス(ワ

イングラス) 10.0138 5.8112 98

.46.3回収プロセスの定量的分

析ここでは､中和反応を用いた回収プロセスの収
率を検討するため､Pb含有ガラスの成分として主に使
用されるSiO2､ Al203､ CaO､B203およびPbOに着目
し､これらが溶解した試験溶液を作製し､ Si02を回
収して収率を分析し

た｡試験溶液は4種類あり､5g､10g､15gおよび20
gのsi02がそれぞれ溶解している｡これらの試験溶液か
ら､"6.2水溶液からの二酸化ケイ素の回収''およ
び図2に示した中和反応を経て､それぞれ Si02を回
収した｡なお､ Si02の純度は､フッ酸を用いた化学
分析の結果､約98%であっ

たOケイ酸カリウム水溶液 (試験溶液)に含まれるSi

02の質量と回収された Si02の質量の関係を示すグ
ラフを図3に示した｡図中の直線は､理論的に回収で
きる値を示している｡結果から､ほぼ理論値に近い回
収が可能であることを確認できる｡これらの結果からSi
02の収率を算出したところ､収率は94-99%であった

｡6.4 まと

め本研究では､｢廃棄ガラスからの二酸化ケイ素の
回収プロセスの確立｣ に関する研究により､アルカリ

融解でPb含有ガラス中のSi02が95%前後の収率で回
収できることを明らかにすることができた｡また､そ
の純度は98%程度であり､確立したプロセスにより､

廃棄ガラスから回収された Si02が広範囲の用途で有
効に利用されることが期待でき

る｡今後は､回収プロセスの展望として図4に示す
ような循環型のプロセスが新たな研究課題になると考
えている｡地球環境保全に関する研究の規模がさらに
拡大し､研究成果が早急に実用化されることを期待した
い｡なお､この研究成果の一部は ｢化学工業｣ に掲
載予定である

｡
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【別紙様式 8】
課題番号 個 07-08

6注 :課題番号を記入してくださ

い｡平成 19年度 学術研究助成金実績報

告書平成 20年 3月 25

日氏 名

所属 ･資格 池田 弘子歯学部 ･助教日 本 大 学 総 長

殿下記のとおり報告いたしま

す｡1 種 目 庚 励研究扇 (イ疫 一般研究(共同)/総合研究 い.i:該当する種目を○で囲んでくださ

いo2 研

究課題ラットのturningbehaViourを指標とした大脳基底核機

能の解明3

研究の目的顎顔面の不随意な運動異常を伴う口腔ジスキネジアの発症には,大脳基底核機能が深く関与

することが指摘されているoラットの側坐核のドパミン受容体を片側的に刺激して発現するturningbehaVi
ou再ま,大脳基底核機能の基礎的な研究に極めて有用であるoこれまでに申請者は,側坐核からの遠心

性投射系の中継点として考えられていたVentralpallidum(VP)のGABA性機能が,turningbehaViour
の発現に重要な役割を果たすことを明らかにしたo本̀申請の研究では,vpからGABA性の投射を受けるとされるm

ediodorsalthalam､us(mdT)のGABAA受容体に着目し,ラットのturningbehaViourを指標
として,大脳基底核機能におけるmdTの役割を解明することを目

的としたo4 研究の概要wistar系雄性ラットに麻酔を施し,左側のmdTおよび側坐核she11にガイ

ドカニューレを植立したo約 1週間の回復期間を経た後,ラットを観察専用ケージに移し,60分間環境に

馴化させた後,薬物をマイクロシリンジを用い,ガイドカニューレを通じて投与したo誘発されるturningbeh
aviourの計数は5分間ごとに180分間にわたって行ったo実験終了後,ラットを安楽死させたうえ

,脳を取り出し,ホルマリン液中で固定後,薄切,染色し,組織

学的に薬物注入部位の位置を確認したo5 研究組織 (共同研究 .総合研究のみ該当します)

･研究代表者･研究分担者 (役割分担)※ト ムぺ-ジ等での公開の ㊥ ･否) いずれかを○で囲んで
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部科校名 :歯学部 氏名 :池田 弘

子6 研 究 の結 果 (総合研究の研究代表者は,4,000字以上記入してください

｡)ラットの片側の側坐核shellを刺激するとturningbehaviourが発現する｡これまで

に,片側の側坐核 shellのアセチルコリン受容体を刺激した場合には,回転半径の大

きいcirclingが,ドパミン受容体を刺激した場合には,片側の後肢を回転軸とする回転半径

の小さ～へ転戦きpivotingが発現することが報告されている｡ 本申請の研究では,この turning

､預も謎aviourを指標として,medi｡d｡rsalthalamus(mdT)のGABAA受容体の役割につ

いて検討し

た｡まず,mdTのGABA機能の左右不均衡によってturningbehaviourが発現するか

否かについて検討した｡その結果,片側のmdTにGABAA受容体アゴニストのmuscimol(50n

g)またはアンタゴニストのbicuculline(200ng)を投与しても,著明なturningbehavio

urの発現は認められなかった｡この結果から,mdTの GABA機能の左右のアンバラン

スのみではturningbehaviourが発現しないことが明らかとなっ

た｡これまでの申請者の研究から,ventralpallidum(VP)は片側の側坐核shellのアセ

チルコリン受容体を刺激して発現する turningbehaviour(circling)の投射先であること

が明らかとなっている (Kitamuraetal.,Neuroscience104,117-127,2001)｡今回注目

したmdTは,解剖学的にこのVPからGABA性の投射を受けることが報告されている (You

ngIIIetal.,∫.Neurosci.4,1626-1638,1984)ことから,mdTも片側の側坐核shellのア

セチルコリン受容体刺激誘発 circlingの投射先であることが考えられる｡そこで,次に片

側の側坐核 shellのアセチルコリン受容体刺激誘発circlingにおけるmdTのGABAA受容

体の役割について検討した｡片側の側坐核shellにアセチルコリン受容体のcarbachol(5pg

)を投与すると著明なcirclingが発現した｡このcarbachol誘発 circlingは,同側のmd

Tにmuscimol(50ng)を授与することで著明に抑制されたO一方,mdTにbicuculline(200n

g)を授与した場合には,carbachol誘発 circlingは影響を受けなかった｡以上の結果か

ら,mdTは側坐核 shellのアセチルコリン受容体刺激誘発circlingの発現に関与するVP

からの投射先のひとつであり,側坐核 shellのアセチルコリン受容体を刺激すると,md

TのGABA機能が低下しcirclingが発現することが示唆され

た0片側の側坐核 shellのドパミン受容体刺激誘発 turningbehaviour(pivoting)につ

いては,これまでにVPは投射先ではないものの調節的な役割を果たすことが報告されて

いる(Kitamuraetal.,Neuroscience104,117-127,2001).したがって,mdTも同様な役

割を持つ可能性があることから,次に,ドパミン受容体刺激誘発 pivotingにおける md

TのGABAA受容体の役割について検討した｡その結果,片側の側坐核 shellにドパミンD

l受容体アゴニストのSKF38393(5pg)とD2受容体アゴニストのquinpil,･01e(10pg)を
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部科校名:歯学部 氏名 :池田 弘

子研究の結果 (つづ

き)して発現するpivotingは,同側のmdTにmuscimol(50ng)を投与すると,回転数が

約半数に減少した｡一方,mdTにbicuculline(200ng)を授与した場合には,SKF3839

3とquinpiroleを併用して発現するpivotingは著明な影響を受けなかった｡以上の結果か

ら,mdTのGABAA受容体は,ドパミン受容体刺激誘発pivotingを抑制的に調節している

可能性が考えられ

る｡以上の本研究の結果から,mdTのGABA機能の左右不均衡ではturningbehaviou

rが発現しないことが明らかとなった｡また,mdTは側坐核shellのアセチルコリン受容

体刺激誘発turningbehaviour発現に密接に関わる投射先の一つであり,さらにドパミン

受容体刺激誘発turningbehaviourを調節する部位である可能性が示され

た｡注 :必要に応じて,このペ-ジをご使用くださ



【別紙様式 8】
課題番号 個 OT-08

7注 :課題番号を記入してくださ

い｡平成 19年度 学術研究助成金実績報

告書日 本 大 学 総 長

殿下記のとおり報告いたします｡ 氏

名 平成20年 4月 1

1日所属 ･資格

歯学部 ･助教1 種 目 奨励研究 一般研究(共同)/総合研究 注二
該当する種目を

○で囲んでください｡2 研究課題Organotypicculture法を用いた口腔癌細胞株がリ

ンパ管に及ぼす影響3 研究の目的口腔癌細胞株と､膳帯静脈から分散された WVE-1陽性リンパ管内皮細胞をorgano
typicculture法により共培養し､invitroで腫癌によるリンパ管新生および侵襲を再現する｡

引き続いて､口腔癌細胞株とリンパ管のCrosstalkを､リンパ管誘導因子および細胞外基質分解酵素に重点を置き､分子病

理学的に検索する｡4 研究の概要ヒト膳帯静脈由来血管内皮細胞をpolyclonalantiLYVE-1抗体で標識し､
FACSを用いてリンパ管内皮細胞を得る｡この細胞をコラーゲンゲル中で培養することでリンパ管内皮細

胞に管腔形成を起こさせる.その後､口腔嘉平上皮癌由来の細胞株を前述のコラーゲンゲル状で培養し､oganotypic
cllltureとする｡培養上清中にはTIMPをはじめとする細胞外基質分解酵素阻害剤を種々の濃度で

加え､腫癌細胞のコラーゲンゲル内-の浸潤能およびリンパ管破壊能の経時的変化を検証する｡すなわち､

上記培養系をホルマリン固定後にガラス標本を作製し､形態学的に腫癌によるリンパ管の増生ないし破壊を

観察した後､リンパ管誘導因子および細胞外基質分解酵素の発現動態を免疫組織化学およびinsituhybridization法を用いて､タンパク質

およびmRNAレベルで検証する｡5 研究組織 (共同研究 ･総合研

究のみ該当します)･研究

代表者･研究分担者 (役割

分担)※ホームページ等での公開の 杏) いずれかを○で囲んでください｡否の
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部科校名 :歯学部 氏名 :松本 直

行6 研 究 の結 果 (総合研究の研究代表者は,4,000字以上記入してください

｡)現在､口腔癌細胞株であるHSC3､HSC4および Ca9-22を用いたorganotypicculture法は確立され

ている｡ すなわち､予め75cm2フラスコで培養を行っていた線維芽細胞 (マウス3T3線維芽細胞)をTrypsi

nEDTAで剥離し､氷上でコラーゲンと混和する｡これをプレー ト上に分注し､ゲルの硬化後に 75cm2フ

ラスコから剥離した口腔癌細胞株を播種した｡これを約 1週間培養 した後にコラーゲンゲルをリフ トア

ップしゲル表面を培養液上に露出した｡コラーゲンゲルを経時的に 10%緩衝ホルマリン溶液で固定し､

津法に従いパラフィン包埋ブロックを作成 し､ガラス標本を作製した

｡コラーゲンゲル上に播種した口腔癌細胞株は口腔前癌病変と同様に､基底細胞､株細胞の明らかな

極性を欠いた発育形態を示 していることを病理形態学的に確認 した｡Organotypiccultureを行 うため

には､コラーゲンゲル内に線維芽細胞を添加することが重要であり､線維芽細胞批点か群では口腔癌細

胞の重層は見られなかった｡また線維芽細胞の細胞株によって､口腔癌細胞株の三次元的構築に大きな

違いが出ることを確認し

た｡き築き奪#:ts,tzg;gg/M"/i;/,i/;Bjs/i//i,lSl//葵iiigggjiglt葉書if喜i喜;iii/≡//;51～}:"1;358蔓5蔓3/書芸gt;>:ii3fii萱;葵g:=S～,;1g/;,sS,L73::3/iJ<,;gil;L,::/L</egt:ぺノン､シ､怒/5;i/2*//;3),/;'iSiiiiigiSitii葉書や＼ iI/葵ti//:i/毛溶き葦/i/''タ重きを://ン'17㌔F'fg'W./'<{}}'11察築き妻SgigC;Figs;3g;%{SSS/,}//-/iii>'/'1%ti/5/,'iif;i;;i//STg-iitga葉Si/iiif$3喜書護giS/''2gtSi;～iS:;～;;;5;gS,/://i/､31-:::2i/t{iSf;%'%'/～5/e;tkJ//～;～tii～;;g!,,～<,/i～/::;葵葵妾て≦≡詫ご//､ジ//tl､;､ゑ:.ゝ､汚1～ジ;i;;/-//淡ン.;/1/,,～/:i,:/;ttミミ;/.～</ゝ､PJ>//～/,/ウヾ～;よ,/:/1/,～/i:/Yt/i,::深≡く油,}壬､≡tでi///htt,/<､?､ y=</:tt://H吉宗…:S/
:/fti//,//*</i//㌔ ,/三､き.′÷;∫ ､:;/〆.〟さ.､つ.ニ1//,://隻[コラ-ゲンゲル :線維芽細胞(-)] :// //://､毛,裸麦駆 :挙墨等tZli苓……等号.:5,…㌢ン､/:/､常葉ざ'/N'､､～1さ:/潜ま33/[コラーゲンゲル :線維

芽細胞(+)]口腔癌細胞の重層 :(-) 口
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部科校名 :歯学部 氏名 :松本 直

行研究の結果 (つづき

)膳帯静脈由来血管内皮細胞から､リンパ管内皮細胞を分取するために､リンパ管内皮細胞マーカー

であるLYVE-1(Lymphaticvesselhyaluronanreceptor-1)を特異的に認識する抗体 (抗 LYVE-1抗体､

東邦大学医学部 病理学講座 石井寿晴教授より供与)を用いてFACS(Fluorescenactivatedcellsorting

)を行った｡すなわち､75cm2 フラスコに播種 し培養を行っていた膳帯静脈由来血管内皮細胞

をTrypsin-EDTAで剥離し､2%FCS添加 pBSに懸濁した｡これに抗 LYVE-1抗体を1mg/mlの濃度になる

よう添加し､氷上で30分間インキュべ- トした｡さらにFITC標識ヤギ抗ウサギ抗体を一次抗体と同様

の方法でインキュべ- トした｡上記の方法で膳帯静脈由来血管内皮細胞が発現している LYVE-1タンパ

ク質を蛍光標識LFACSに供した｡その結果､LYVE-1陽性 リンパ管内皮細胞の回収量が非常に低く､リ

ンパ管内皮細胞に富む細胞集団を得ることに問題が生じている｡臍帯静脈由来血管内皮細胞は LYVE-1

およびpodoplaninに陰性を示すという同様の報告がNorgallらのグループからも報告された(B沼CCancer

,2007,7:105)

｡リンパ管内皮細胞は､一部の静脈内皮細胞から分岐して発生することが知られている(OliverG.e

tal.NatureRev.Immuno1.,2004,4:35)｡そこで､膳帯静脈由来血管内皮細胞をそのまま用いて､コ

ラーゲンゲル内で管腔形成を行い､血管およびリンパ管の双方を対象とし､口腔癌細胞株との相互作用

を免疫組織学的に検証しているところである｡コラーゲンゲル内に添加した線維芽細胞からも細胞外基

質分解酵素であるmatrixmetalloproteinaseの産生が認められることから､現在､その他の細胞外基

質分解酵素をターゲットとして検討を進める予定であ

る.注 :必要に応じて,このページをご使用くださ
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8注:課題番号を記入してくださ

いo平成 19年度 学術研究助成金実績報

告書日 本 大 学 総 長

殿下記のとおり報告いたします｡ 氏

名

所属 ･資格 武市

収 平成 20年 3月

6日歯学部 ･専任

講師1 種 目 奨励研究 一般研究(共同)/総合研究 注:該当する種目を○で囲んでくださ

い｡2 研究
課題難治性根尖性歯周炎における蛋白糖化最終産物(RAGE)の発現につ

いて3 研究の

目的炎症局所で産生された一酸化窒素 (NO)により活性化された血管内皮細胞の役割を解明するこ

とによって､難治性根尖性歯周炎の病態を解明する一助とすることである｡特に炎症時に細胞上に発現

するとされている蛋白糖化最終産物 (receptorforadvancedglycationendproducts:RAGE)に着冒
し､RAGEの発現とiNOSの産生細胞についての検討を行

う｡4 研究の

概要歯根嚢胞と臨床診断され､摘出された試料を病理組織学的に解析したのち､歯根肉芽腫と病理診断さ

れた組織を供試した｡RAGEおよび誘導型NO合成酵素のタンパクおよび遺伝子発現をそれぞれ免疫組織化学

的､分子生物学的手法により解析したOすなわち､得られた試料をOCTコンパウンド内に凍結保存し､5汁
mの凍結切片を作成した｡抗ヒトRAGEまたはiNOS抗体を用いて免疫染色を行い､それらの発現細胞の観
察を行った｡また､切片からRNAを抽出し､リアルタイムPCR法でそれぞれの遺伝子発現を検討し

た｡5 研究組織 (共同研究 ･総合研究のみ該当しま

す)･研究代表者

･研究分担者 (役割分

担)※ホームぺ-ジ等での公開の 管) いずれかを○で囲んでくださ い｡否の場合は,理由書を添付して下さ



[実績報告書8-2]

部科校名:歯学部 氏名 :武市

収6 研究の結果 (総合研究の研究代表者は,4,0用字以上記入してください

｡)1.供試

試料自発痛と誘発痛を示さず､臨床的に歯根嚢胞と診断された患者 25名を対象に､根尖切除

術および逆根管充填を施した｡その際に採取される根尖病巣組織を本研究に供試し､以下の研究

を行った｡なお､本研究は本学倫理委員会の審査を受け､承認されている (倫許 2004-24)｡ま

た､全ての対象患者には予め研究の概要を説明し､試料提供の同意を得ている

｡2.病理組織学的

検索得られた試料を2分割し､一方を用いて5汁mのパラフィン切片を作製した｡その後､ヘマ

トキシリンーエオジン重染色を行い､光学顕微鏡下で病理組織学的検索を行った｡その結果､5

名の患者から得られた試料には､明瞭な重層京平上皮の裏層を伴う肉芽組織が認められ､歯根嚢

胞と診断されたことから､本研究の対象から除外した｡また､残りの20名については上皮を認め

ず､幼弱な毛細血管に富み､多数の細胞浸潤を伴う肉芽組織を認めたため､歯根肉芽腫と診断し

､以下の研究に供試した

｡3.免疫組織化学的

検索抗ヒトRAGEおよびiNOS抗体を用いて､ABC法による免疫染色を行ったところ､リンパ
球､マクロファージおよび血管内皮細胞によるRAGEの発現を認めた.一方､iNOS発現を示し
たのはこれらの細胞のほか､形質細胞であっ

た｡連続凍結切片を使用し､同様に免疫染色を行ったところ､血管内皮細胞はRAGEとiNOS
タンパクを同時発現していた｡また血管周囲には多数のRAGEやiNOS発現細胞が浸潤していた

｡4.分子生物学的
検索凍結切片からRNAを抽出し､ヒトRAGEとiNOSに特異的なプライマーを使用したリア

ルタイムPCR法を行なったところ､全ての歯根肉芽腫でその発現を確認した｡なお､RAGEとiN
OSの遺伝子発現量は様々であったが､それらの発現量に相関関係は見られなかっ

た｡以上のことから､歯根肉芽腫内肉芽組織中の炎症性細胞はRAGEやiNOSを発現しており
､根尖歯周組織の炎症に関与していることが示唆され



【別紙様式 83 課題番号 個OT-08
9法 :課題番号を記入してくださ

い｡平成 19年度 学術研究助成金実績報

告書平成20年 4月

3日氏

名所属 ･資格 歯学部 ･専任講師日 本 大 学 総

長 殿下記のとおり報告いたします｡1 種 目 庚 励研究扇 蔚 一般研究(共同)個 食研究 控 該当する

種目をOで囲んでくださいO2 研究課題培養ヒト歯肉上皮細胞のamphire嘗ul

in産生に及ぼすEGFの影響3 研究の目的歯肉上皮細胞の振る舞いをコントロールする因子を知

ることは,この細胞の通常の機能や歯周炎における病態形成-の関与を知る上で不可欠であると考えられるoそこで,歯肉

上皮細胞が産生し,epidermalgrowthfactorreceptor(EGFR)シグナルを誘導する成長因子のうち,
autocrineに作用するものを検索したところ,amphiregulin(AR)がその候補として挙げられた

oそこで歯肉上皮細胞のAR産生に,歯周ポケットからも検出されるEGFが影響を

及ぼすかどうかを検索する研究を企図した.4 研究の概要初代培養したヒト歯肉上皮細胞にEGFを作用させ,A
RmRNA発現に及ぼす影響をrea1-timeqPCRで,タンパク発現に及ぼす影響をELⅠSA法で

調べたOさらに,線維芽細胞が分泌するHGFおよびKGFのAR産生に及ぼす作用もELⅠSA法を用いて
調べたoまた,歯周局所にARが検出されるかどうかを調べるため,歯肉溝溶出液(GCF)中のAR量を定量するとともに,臨床パラメーターとの相関の

有無を検討したo5 研究組織 (共同研究 .総合研究のみ該当します)

･研究代表者･研究分担者 (役割分担)※ホームページ等での公開の ･否



[実績報告書8-2]

部科校名 :歯学部 氏名 :大島 光

宏6 研究の結果 (総合研究の研究代表者は,4,000字以上記入してください

｡)歯周外科手術の際に得られた歯肉組織片をDispase処理し,歯肉上皮組織を剥離した｡この上皮組織

片をⅠ型コラーゲンコー トしたプレー トに静置し,上皮細胞をoutgrowthさせた｡培地を増殖添加剤入りEpiLi

fe(EL+)に換えて,さらに上皮細胞を増殖させてから継代培養を行い,3-4代継代した細胞を実験に用い

た｡24時間増殖添加剤フリー (EL-)の培地で培養した細胞にEGFを添加し,一定時間後に細胞層を回収し

て,totalRNAを抽出後,real-timeqPCR法を用いて,TGF-α,EGF,HB-EGF,AR,betacellulin(BTC

)のmRNA発現に及ぼすEGFの影響を調べた｡培養上清中のARはELISA法により定量した｡さらに,A

R産生に及ぼすHGF,KGF,here卯ムn(HRG),TGF-Piの影響も併せて調べ

た｡歯肉上皮細胞が発現する,EGFRリガンドを調べたところ,ARのmRNAはGAPDHと比較して0.1

倍程度の発現を示したのに対し,他の成長因子はARの 1/20から1/2000経度の発現であった.EGFはA

RのmRNA発現を12時間まで促進させ,この時点で0時間と比較すると約 7倍の上昇がみられた｡EGFを

作用させることにより,歯肉上皮細胞のAR産生は24時間,48時間ともに約2倍に上昇し,48時間ではコ

ントロールでは約8ng/mlであったのに対し,EGFを作用させると約 15ngjnlに増加したoちなみに,薗

肉上皮細胞のEGF産生レベルは,数pg/ml程度であったO線維芽細胞に由来する成長因子によるAR産生

は,HGFによって約 1.5倍に増加したが,KGF,HRG,TGF･Plによる影響はほとんど受けなかったOなお

,コントロールとして用いた株化歯肉上皮細胞(Ca9-22)においても,ほぼ同様の傾向を示したが,AR産生レ

ベルはprimaryの歯肉上皮細胞と比較して,1/10以下であっ

た｡以上の結果から,培養ヒト歯肉上皮細胞がautocTineに発現 ･分泌するEGFRリガンドのうち,今回

調べた中ではARが最も優勢であることが明らかとなり,EGFはその調節因子として作用することが明らか
となっ

た｡次に,ARが歯周局所で検出されるかどうかを調べたO歯肉溝溶出液(GCF)中のAR量を定量し,その

量と臨床的パラメーターとの関係を調べて,ARの歯周炎-の関与を検索した｡また,歯周炎の進行度との相

関が報告されている interleukin-1β(IL-1β)および肝細胞増殖因子(HGF)量と臨床的パラメーターとの相関
を併せて調べ

た｡被験部位 :日本大学歯学部付属歯科病院歯周病科を受診し,歯周炎もしくは歯肉炎と診断された10名を

被験者とし,健康な歯周組織を有するボランティア 4名の協力も得た｡被験者およびボランティアに本研究

の主旨を説明し,同意を得た後,periopaperを用いて歯周ポケットあるいは歯肉溝合計 144部位から,一定量 (I

.2LLl)のGCFを採取し

た｡臨床的パラメーター :被験部位のpァObingdepth(PD),gingivalindex(GI),およびbleedingonprobi

ng(BOP)の計測を同一の歯科医師が行って記録し

た｡GCF中のAR,HGF,II/1βの定量 :GCF採取直後のperiopaperを50plのPBS中に浸漬,授拝,遠心

し,GCF中の成分を溶出させた｡GCF中のAR,HGF,IL-1βの定量 (各48部位)は,ELISAキットを用
いて測定し

た｡統計処理 :AR量と各種パラメーターとの関係は,Pearson相関係数を用いて調べ

た｡その結果,GCF中のAR量は,最高55.6pg/直,最艦 O.4pg/pl,平均 16.1pg/plであった｡ARとPD

との相関係数は0.222,GIとの相関係数は0.162と低く,いずれも相関しなかった｡BOPの有無とAR量と

の間にも,有意な差はなかった｡これに対して,HGFとiL･lPは,それぞれPDおよびGIと有意に相関し

た｡以上の結果から,ARが歯周局所に存在することが明らかになったが,歯周炎の病態形成-の関与は明ら

かにできなかっ

た｡最後に,ARが培養ヒト歯肉上皮細胞の生存にとって必須であるかどうかを調べた｡EL-の培地で培

養した上皮細胞にAR中和抗体を添加し,24および48時間後にWSTL8を用いて比色法で細胞生存率を調べ

たOその結果,Å民中和抗体を添加しても,ほとんど細胞死が誘導されないことが判明した｡このことから,

歯肉上皮細胞は,AR以外の,さらには成長因子以外のEGFRリガンドを分泌していることが推測され



【別紙様式 8】
課題番号 個07-09

0注 :課題番号を記入してくださ

い｡平成 19年度 学術研究助成金実績報

告書平成 20年 3月 3

1日氏

名所属 ･資格 歯学部 ｡専任講師日 本 大 学 総

長 殿下記のとおり報告いたします｡1 種 目 l奨励研亮定義 蒜 (1KB 一般研究政 商 /総合研究 笹 該当する

種目を0で囲んでください.2 研究課題金属接着性プライマーを応用した硬質レジン

前装冠の摩耗挙動に関する研究3 研究の目的本研究の目的は,審美的補綴装置である硬質レジン前

装冠の金属および前装材料接合部に対する摩耗挙動を解明することを目途としたo実際に口腔内で起こり

うると想定される摩耗に対し,硬質レジン前装冠がどのような機能低下を明らかにし,さらにはより摩耗しない硬質レジン前装冠のシステムを改良

あるいは開発することを目的としたo4 研究の概要本研究においては,硬質レジン前装冠の

金属材料 (貴金属,チタン合金),前装材料としてコンポジツト,金属表面処理材料として金属接着性

プライマーを選択し,前装材-金属境界部に対する摩耗の影響を明らかにすることを目的としたo金属境界部の処理条件すなわち各種金属接着性プライマーを使

用した場合の前装材-金属境界部の摩耗について明らかにしたo摩耗試験は,3成分系摩耗試験,

歯ブラシ摩耗試験を行い,嘆頭に見立てた金属球試料あるいは歯ブラシが,前装材-金属境界部を滑走することにより生じる摩耗に対する影響を,非接触型レーザー顕微鏡を用

いて観察,測定

したo5 研究組織 (共

同研究 .総合研究のみ該当します)･研究代表者･研究分担者 (役割分担)※ホームページ等での公開



[実績報告書8-2]

部科校名 :歯学部 氏名 :小泉 寛

恭6 研究の結果 (総合研究の研究代表着払 4,000字以上記入してください｡)

滑走型3成分系摩耗試験の試料として,小臼歯唆合面を摸して,歯科用貴金属合金およびチ

タン合金と前装用コンポジットから成る平板を作製した｡材料境界部には金属接着性プライマー塗

布あり3ぷ嶺なしの2種類とし,プライマーの効果を比較した｡供試した金属按着用プライマーは,接

着勢断試験の結果において有効であると報告されている材料を使用した｡(IshiiT,KoizumiHeta

l.Dental泌aterialsJournal27:200

8)また接合試料と材料単体の比較を行うため貴金属合金,チタン合金,前装用コンポジット単

体の試料を作製した｡さらに各試料に対する対合歯の摩耗量も測定した｡結果を以下に示

す｡① 境界部を持つ試料に対しては,プライマーを塗布することで前装材一金属境界部の微小

破折が減少し

た｡② 使用する歯科用金属と金属按着用プライマーの組み合わせで当該部位の微小破折の様相

が異なっ

た｡以上の結果より金属按着用プライマーを前装材一金属境界部に使用することにより,臨床的

に破折しにくい補綴装置を製作できる可能性をあることを示した｡しかし,境界部を持っ試料は単

体と比較して劣化,破壊が進行しやすい構造であり,対合歯が滑走する部位に異種材料境界部を設

定することは望ましくないと結論づけた｡(現在発表準備

中)現在,貴金属合金,チタン合金,金属接着性プライマー,前装用コンポジットの適切な組合

せについて報告を行うべく準備中であ



【別紙様式 8】
課題番号 個 OT-09

1注:課題番号を記入してくださ

い｡平成 19年度 学術研究助成金実績報

告書平成 20年 3 月 18

日氏 名

所属 ｡資格 本吉 満歯学部 ･専任講師日 本 大 学 総 長

殿下記のとおり報告いたしま

す｡1 種 目 一般研究(共同)/総合研究 注:該当する種目を0で囲んでくださ

い｡2 研究

課題矯正用ミニインプラントの安定性について一理人後の骨接触率と動揺度の経時的変化につい

て-3 研究の

目的本研究では､矯正用ミニインプラントのテーパー形状および埋入孔直径との径差による安定性-の影響

について､埋人後の骨接触率に加え､インプラント体の動揺度の経時的変化を計測する｡これにより､イン

プラント体の安定性を直接評価でき､さらに動揺度と骨接触率と相関を求めることにより､インプラント体

の安定性についての指標を得ることができ

る｡4 研究の

概要20週齢､体重 500±20gのWister系ラットを用いて､ネンブタール 100mg/Kgを腹腔内注射し､全身

麻酔後､腔骨周囲に2%キシロカイン 30ml/Kgにより局所麻酔を施して､腰骨表面を切開､骨膜を剥離す

る｡ラットを4群に分け､各群の腰骨面に直径 0.8mm､0.9mm､1.0mm､1.1mの小寓をそれぞれ形成し､ミニ

インプラントを手用 ドライバーにて埋入し､動揺度をペリオテストを用いて計測す

る｡インプラント-ツド部に矯正力を想定した力をコイルスプリングにて 3週間与えた後､同様に動揺度を

計測す

る｡ネンブタールの大量投与により屠殺し､浸漬固定後包埋､ブロック整形し､走査型電子顕微鏡を用いて

スクリューと皮質骨の接触状態を観察す

る｡動揺度計測値と骨接触率によりインプラント体の安定性を検討し､さらに動揺度と骨接触率との関係に

ついて調査を行

う｡5 研究組織 (共同研究 ･総合研究のみ該当しま

す)･研究代表者

｡研究分担者 (役割分

担)※ホームページ等での公開の 否) いずれかをOで囲んでください｡否の場合は,理由藩を添付して下さ



[実績報告書8-2]

部科校名 :歯学部 氏名:本吉
溝6 研究の結果 (総合研究の研究代表者は,4,000字以上記入してください｡

)全てのミニインプラントに動揺はみられなかった

｡1.SEM像の

検討SEM像より､直径 0.8mmと1,1mInのものについては､骨とインプラントとの接触状態は不十

分であり､骨とインプラント問に間隙がみられた｡これに対し､直径 0.9mmと1.Onmlのものについ

ては骨とインプラントの接触面積は明らかに増大していた

｡2.骨-インプラント接触

率】実験群において､直径 0.8mmが骨-インプラント接触率は68.5%で､0.9mmでは88.3%､1.0m

mでは 86.9%､1.1mmでは 25.0%であった｡直径 1.1mmと他の直径の埋人乳との間に有意差がみら

れた(P〈O.05

)0対照群においては､直径 0.8mmが骨-インプラント接触率は 66.3%で､0.91Ⅵmでは 82.6%､1.0

mmでは88.6%､1.11mnでは27.9%であった｡直径 1.1mmと他の直径の埋人乳との間と､0.8mmと1.0

mmとの間に有意差がみられた(P〈O.05)

03.ペリオテスト

計測動揺度について､1.1mmの埋人乳の牽引後の値は牽引前に比べて有意に小さかった｡牽引前

の動揺度については各直径間に有意差は無かった｡実験群においては直径 1.1rnmと他の直径の埋人

乳との間に有意差がみられ､0.8mrnと0.9mmとの間にも有意差がみられた.対照群では､1.1mmと

他の直径､および0.8mnと他の直径との間に有意差がみられた

｡4.動揺度と骨-インプラント接触率の

相関牽引後の計測 値について､動揺度と接触率の間に相関がみられ､r値は実験群で-0.98､対照
群で-0.9であっ



【別紙様式 8】
課題番号 個OT-09

2注:課題番号を記入してくださ

い｡平成19年度 学術研究助成金実績報

告書平成20年 4月

3日氏 名

所属 ･資格 康瀬 英晴歯学部 ･准教授日 本 大 学 総 長

殿下記のとおり報告いたしま

す｡1 種 目 奨励研究 一般研究(共同)/総合研究 注:該当する種目を0で囲んでくださ

い｡2 研究

課題鋳造用リングライナーのリング内での裏装位置と硬化膨張に対する緩衝

効果3 研究の

目的歯科精密鋳造において,鋳造用リングライナー (以下,ライナー)を使用する目的は,埋没材の膨張

を鋳造用リングによって抑制されることなく自由に起こさせる緩衝作用にある.現行の歯科理工学の成書で

は,鋳造用リング内でのライナーの裏装位置としてリング上下端数ミリメー トルを除いた位置に裏装するよ

うにとの記載があるが,この根拠が示されていない.教室の八木原の報告では,上述の方法で裏装した場合

,検討した14種のライナーのうち11種では埋没材の硬化膨張が抑制されたとしている.そこで本研究で

は,リング内でのライナーの裏装位置をリング内面の全面とした場合について,埋没材の硬化膨張に対する

緩衝効果について検討す

る.4 研究の

概要鋳造用リングを摸した分割金型 (¢30×40mm)内にライナーを全面に裏装し,この中に埋没材を注
入硬化させた後,硬化物を取り出す.硬化物表面のライナーを除去後,硬化物の寸法を三次元座標測定器を

用いて計測し,硬化物の直径の変化から埋没材が硬化膨張したことに伴 うライナーの厚さの変化を立体的に

検討す

る.5 研究組織 (共同研究 ･総合研究のみ該当しま

す)･研究代表者

･研究分担者 (役割分

担)※ホームページ等での公開の ･否) いずれかをOで囲んでください｡否の場合は,理由書を添付して下さ



[実績報告書8-2]

部科校名 :歯学部 氏名 :康瀬 英

晴6 研究の結果 (総合研究の研究代表者は,4,000字以上記入してください

Q)第 1表に供試ライナーを,第2表に埋没材硬化物の断面積およびそれから求めた埋没材の直径,ライ

ナーの厚さおよび厚さの減少値を示し

た.第1表 供試ライ

ナー群 コード ブランド 製造または販売 製造番号 厚さ(mm)
A

B

C

D 1
2
4

NAl
M

M
M

W
M
M

NAI
NA
IN ノンアスベストW

松風デンタルツキャストライナー 日本歯科

商社ニューキャスティングライナー2 ジー
シーニューキャスティングライナー2Fジー

シーグノスタルリボン
薄型JDSセラミックライ
ナーリングライ

ナーKAOUNCASTINGRINGLIN
ERセラミックリボン#

30リボンウール#2 トクヤマデン

タル日本歯科
商社スマートプラクティスジ

ャ/Dentsp
Jyノリタケ
機材ミサキモダンデンタル 0612604 0.

53- ---- 0.

8006101
81070514

10609

040123
06ATQ
QX073634

73
42

74
05
糾

22
7 8
5

∩"
∩"
∩"
lh
(u
lh
n"

nuA群:ロックウール系ライ
ナーB群:セラミックファイバー低温系ライ

ナーC群:セラミックファイバー標準系ライ
ナーD群:セラミックファイバー低温～標準系ライ

ナー第2表 埋没材硬化物の断面積およびそれから求めた埋没材の直径,ライナーの厚さおよびライナ
ーの厚さの減

少値試料名 リング下端面 断

面積厚さ(mm)からの距離 (mm
2)

径
?直5 ライナーの厚さ 厚さ減少値(mm) (m

m)30.005(0.01
3)30.000の.00
8)30.005(0.00
4)29.110(0.02
5)29.094(0.02
0)29.069(0.02
1)28.610(0.02
5)28.565(0.03
6)28.519(0.02
1)28.527(0.02
7)28.535(0.03
7)28,525(0.02
5)29.283(0.01
0)29.239(0,02
3)29.225(0.02
1)28.708(0.02
6)28,683(0.01
0)28.678(0.01
5)28,054(0.14
5)27.986(0.10
3)27.949(0.05
5)28,325(0.01
4)28,276(0.05
0)28.254(0.06
3)27,838(0.02
8)27,767(0.00
9)27.775(0.02
2)28.612(0.05
5)28.572(0.07
3)28.546(0.05
8)29.131(0.03
9)29,100(0.048)707.091(0.61

3)706.857(0.36
9)707.076(0.19
4)665.551(1.14
7)664.806(0.90
4)663.656(0.97
2)642.873(1.14
5)640.842(1.63
7)638.797(0.94
6)639.170(1.21
3)639.500(1.67
7)639.064(1.14
2)673.470(0.46
1)671.450(1.03
5)670.795(0.97
4)647.295(1.16
0)646.140(0.46
9)645.949(0.65
6)618.127(6.40
7)615.139(4.52
0)613.502(2.43
1)630.124(0.60
5)627.947(2.20
7)626.985(2.80
0)608.658(1.24
6)605.551(0.39
9)605.883(0.96
5)642,943(2.47
3)641.184(3.27
0)640.016(2.58
5)666.506(1.79
9)665.074(2.179)NON 1O

mm20
mm30
mmNAl 1O
mmO.53 20
mm30
mmNA2 10
mm0.8 20
mm30
mmNA4 10
mm0.73 20
mm30
mmNA5 10
mm0.42 20
mm30
mmNA7 10
mm0.74 20
mm30
mmNA8 10
mm1.05 20
mm30
mmNA9 10
mm0.94 20
mm30
mmNAl1 lO
mm1.22 20
mm30
mmM 12 10
mm0.78 20
mm30
mmNA14 10
mm0.51 20
mm30mm (0.013) aO83(0.01

3)(0.010) 01077(0.01
0)(0.011) 01062(0.01
1)め.013) 8103く0.01
3)(0.018) 0.082(0.01
8)(0.011) 0.057(0.01
1)(0.014) -a009(0.01
4)(0,019) -a(カ3(0.01
9)(0.013) -aOIO(0.01
3)(0.005) aO59(0.005)

㈱
鵬
鵬
一脚
…
…
I…
m
…
rs
Ts
S
I鵬
脚
禁

遊

脚
悦
S
lg
…
…
一脚
…
欝

脚
脚

aO39(0
.
01 1)

aO30(0
.
011)
8092く0
.
013)

8081(0
.
005)
8077く0
.
007)
8074(0
.
073)
aO43(0
.
051)
0
.
022(0
.
028)
alOO(0
.
007)
8078く0
.
025)
aO65(0
.
032)
a137(0
.
014)
alO4(0
.
005)

8105(0
.
011)
aO83(0
.
028)
aO66(0
.
036)
aO51(0
.
029)

aO73(0
.
020)
8060(0
.
024)
8026(0
.
021)

n-3,
(): SD662.180(1.913) 29.036(0,04

2) ノヽ.102



[実績報告書8-3]

部科校名 :歯学部 氏名 :鹿瀬 英

晴研究の結果 (つづ

き)第2表から明らかなように,供試ライナー 10種のうちで,厚さの減少値がマイナスとなったのはNA

4の1種のみで,他の9種のライナーでは厚さの減少値はプラスの儀となり,埋没材の硬化膨張に伴いライ

ナーは圧縮されて厚さが小さくなることが判明した｡これまでのリングの上端 5mmを除いて裏装した場合お

よびリングの上下端 5mmを除いて裏装した場合ではほとんどライナーで硬化膨張が抑制されていたが,本研

究のリング内面の全面に裏装した場合には硬化膨張が抑制されずに生ずることが明らかとなっ

た.また,リングの下端面からの距離別にみると,10,20,30mmでは10mmでの厚さの減少値が最

も大きく,ついで20mmおよび30mmでの値となった｡これは,リング内面をライナーで全面裏装した場合は

,リング下部側の方が上部側より大きく膨張していることを示すものであっ

た.注 :必要に応じて,このページをご使用くださ



【別紙様式 8】
課題番号 個 OT-09

3汰 :課題番号を記入してくださ

い｡平成 19年度 学術研究助成金実績報

告書平成 20 年 4 月 1

1日氏 名 清 水 武

彦所属 ｡資格 松戸歯学部 ｡ 専任講師日 本 大 学 総 長

殿下記のとおり報告いたしま



[実績報告書8-2]

部科校名 :松戸歯学部 氏名 :清水 武

彦6 研 究 の結果 (総合研究の研究代表者は,4,000字以上記入してください｡

)これまでの研究で､ELマウスの染色体 3番の特定領域のみを､正常な歯列を持つMSM マウス

の染色体と置換したコンジェニックマウスを作製し､染色体3番の中間領域にマウス先天欠如歯の原因

遺伝子が存在することを証明し､この範囲をam3領域と名づけた｡しかし､am3領域の長さは約5メ

ガベースあり､原因遺伝子の候補となる遺伝子は30を超えている｡本研究では､am3領域を1メガベ

ースに限定し､さらに候補遺伝子を10以内にすることが目的であっ

た｡すでに作成したコンジェニックマウスにEIJマウスを交配することにより､am3領域内で染色体

組み換えを生じさせ､その子孫に歯の欠如がみられるかどうかを観察することにより､am3領域をさら

に狭い範囲に限定した｡5メガベース内で染色体組み換えが起こる確率は低く､1/20程度であり､さら

に1メガベースまで範囲を限定するとなると､1/100以下であると考えられ､そのためコンジェニック

マウスの交配により100匹のマウスを作成し､これらのすべてマウスを生かしたまま尾からDNA抽出

キットを用いて DNAを抽出した｡am3領域内で染色体組み換えが生じたかどうかを調べるために､PC

R･電気泳動法を用いた｡PCRのために用いるDNAマーカーは､am3領域の複数の遺伝子内に設定し

外注により作成した｡染色体組み換えにより､ELマウスの欠如歯原因遺伝子が存在する染色体領域を

正常マウスと置換できたなら､ELマウスの先天欠如歯の発症を救済できる､すなわち 100%先天欠如

を持つELマウスに歯を出現させることができると考えられる｡100匹のマウスのうちam3領域内で染

色体組み換えを生じたマウス1匹を抽出し､このマウスとELマウスを交配させ､同じ染色体構造を有

するマウスを20匹作成し､先天欠如歯が発症しているかを観察した｡この結果､am3領域をより狭い

範囲に限定した.第3番染色体の131メガベース(Mb)から132Mbまでの約 1Mbの領域にam3が存在

することをinvivoで証明した｡この領域内にはLefl,Hadh,Cyp2ul,Sgms2,Papsslの5遺伝子が存在
し､候補遺伝子を選出することができ



【別紙様式 8】
課題番号 爾oi]-レ

中注 :課題番号を記入してくださ

い｡平成 19年度 学術研究助成金実績報

告書平成 20 年 4 月 1

2日氏 名 大口

純人所属 ･資格 松戸歯学部 ･ 准教授日 本 大 学 総 長

殿下記のとお り報告いたしま

す｡1 種 目 奨励研究/倣 /一般研究(共同)/総合研究 注:該当する種目をOで囲んでくださ

い｡2 研究課題

64列マルチスライスCT血管造影と核磁気共鳴検査 (MR)による冠動脈描出の

比較虚血性心疾患の冠動脈を描出し動脈硬化の進展を評価する検査法としては観血的なカテーテル法
による冠動脈造影検査がスタンダードであるが､非侵襲的なマルチスライスCTを用いた冠動脈造影検査が広まり､カテ
ーテル法に代わりつつある｡特に最新型の64列マルチスライスCTは､時間分解能､空間分解能に優れている｡また､
放射線被爆がなく､造影剤を用いずに行える核磁気共鳴検査 (MR)によっても冠動脈造影が可能となりつつある｡この
磁気共鳴検査 (MR)による冠動脈描出像が､マルチスライスCTを用いた冠動脈造影の描出像と比較し､陽性的中率と
陰性的中率を明らかにす

る｡4 研究の概要 :64列マルチスライスCTは本邦ではハイエンドの最新機種である｡このCTを用いた血管造影
検査はまだ始まったばかりである｡また1.5テスラ核磁気共鳴検査 (MR)による冠動脈描出の報告は本邦でもほとん
どない｡この両者の比較の報告もまだない｡CTと対象として比較した場合､核磁気共鳴検査 (MR)による冠動脈描出
の感度､特異度ともに高いことが予測される｡空間分解能は高くないが､放射線被爆がなく､造影剤を用いずに行えるの

で造影剤によるアレルギーやショックがない点で核磁気共鳴検査 (MR)は造影CTより優れており､検診などに広く使
われることとなる可能性があ

る｡5 研究組織 (共同研究 ･総合研究のみ該当しま

す)･研究代表者

･研究分担者 (役割分

担)※ホームページ等での公開の ･否) いずれかをOで囲んでください｡否の場合は,理由書を添付して下さ
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部科校名 :松戸歯学部 氏名 : 大口 純

人6 研 究の結果 (総合研究の研究代表者は,4,000字以上記入してください｡

)虚血性心疾患の冠動脈を抽出し動脈硬化の進展を評価する検査法としては観血的なカテーテル

法による冠動脈造影検査がスタンダー ドであるが､非侵襲的なマルチスライスCTを用いた冠動脈造影

検査(coronarycTA)が広まり､カテーテル法に代わりつつある｡64列マルチスライスCTは本邦では

ハイエンドの最新機種である｡このCTを用いた血管造影検査はまだ始まったばかりである｡64列マル

チスライスCTは､時間分解能､空間分解能に優れている｡また､放射線被爆がなく､造影剤を用いずに

行える核磁気共鳴検査 (MR)によっても冠動脈描出像 (coronaryMRA)が可能となりつつある｡1.5

テスラ核磁気共鳴検査 (MR)による冠動脈描出の報告は本邦でもほとんどない｡空間分解能は高くない

が､放射線被爆がなく､造影剤を用いずに行えるので造影剤によるアレルギーやショックがない点で核

磁気共鳴検査 (MR)は造影CTより優れており､検診などに広く使われることとなる可能性がある｡こ

の64列マルチスライスCTによる冠動脈造影 (coronaⅣcTA)と磁気共鳴検査 (MR)による冠動脈描

出像(coronaryMRA)の比較の報告もまだない｡この磁気共鳴検査 (MR)による冠動脈描出像 (corona

ryMRA)が､マルチスライスCTを用いた冠動脈造影の描出像 (coronarycTA)と比較し特徴を明らか

にするとともに､陽性的中率と陰性的中率を明らかにする

｡当院にて心臓血管 ドック検診の目的などでCoronaWMRAを行った無症候者連続50症例と､2次検

診目的にてCoronaryCTAも行った9症例(AHA分類139セグメント)において､CoronaryMRAとcoronaryCT

Aを比較した｡病変の狭窄度はAHAによる冠動脈造影の分類に準じてMulti-P一annerReconstruction法に

て､CoronaryMR

Aは1:normal～暮owgrade 2:hl.ghgrade 3:tota

暮､CoronaryCT

Aは1:normaレ-irreguler 2:50%～90%狭窄 3:tot

alと各々3群に分類し､CoronaryCTAをGoldenstandardとした場合の陰性適中率と陽性適中率を検討した

｡CoronaryMRAにて highgrade以上が認められた症例が50症例中6例であっ

た｡さらに2次検診目的にてCoronaryCTAの同意が得られた9症例のAHA分類139セグメント中､陰性

適中率は89.9% (125/139)､陽性適中率は50% (2/4)であった

｡CoronaryMRAの陰性適中率が89t9%と高く､CoronaryMRAにて陰性 (正常)と診断されればcorona

ryCTAにても陰性 (陰性)と診断される可能性が極めて高いということが分かっ

た｡一方､症例数が極めて少ないたがCoronaryMRAの陽性適中率は50%と必ずしも高くないため､Corona

ryMRAにて highgrade以上の陽性 (以上病変あり)と診断されればcoronarycTAにて精査をする必

要性が極めて高いということが言え

る｡放射線被爆がなく造影剤が不要なcoronaryMRAは陰性適中率が高く､健常者をスクリーニングす

る心臓検診目的で､CoronaryCTA (造影剤が必要)に代用できる安全な方法といえることが､本研究で

分かっ



E別紙様式 8】
課題番号 魔 oワ-09

5注:課題番号を記入してくださ

い｡平成 19年度 学術研究助成金実績報

告書平成 20 年 4 月 12

日氏 名

チ所属 ･資格 松戸歯学部 ｡ 准教授日 本 大 学 総 長

殿下記のとおり報告いたしま

す｡i 種 目 壬奨励研究木 般研究細 刃 /一般研究挨 翻/総合研究 控 該当鵬 種目をOで囲んでくださ
いo2 ､研

究課題Apo-EXOマウスの動脈硬化発症 書進展における歯周病原細

菌の関与3 研

究の 目的 ､近年､口腔感染症患者に動脈硬化を始めとする循環傷害 -む疾患が高率に発症することが､>広

範な疫学調査により報告されているOそこで､申請者は動脈硬化誘発モデル動物を用い代表的口腔感染症

である歯周病の主要原因歯によって､上記疾患が発症すろ事を畢証し､､鳶の直接効果を検討するO更に､

感免の間接効果として代表的歯周病原菌である軸 hJ7TO32WnaSging2'Vah'Sなどが血液中の凝固系因子や炎
症系因子､接着因子を増やすことで動脈硬化を促進している可能性を血管内皮細胞を用いて検討

するo4 研究の概要(1)動脈感

化や発症 ∴進展状況の判定(2津 CRによる病原菌

の綾出(3)骨吸収の測定(4)炎症性

サイ トカイン及び接着因子の測定5 研究組織 (共同研究 .総合研
究のみ該当します)･

研究代表者･研究分担者 (役割分担)※ホームページ等での公開の (軌 否) いずれかをOで囲んでくださ



[実績報告書8-2]

部科校名 :松戸歯学部 氏名 :落合 (栗田)智子

6 研 究 の結果 (総合研究の研究代表者は,4,000字以上記入してください｡)

1.歯周病原細菌の培養と感染

代表的歯周病原菌 P gingl'vah'S381株､33277株､ⅠⅠ型線毛 TDC60株並びに A
actinomycetemcoml'tBnβHK1651株､対照としてS,mutansGS-5株を培養したO培養液を
遠心後､ApoE欠損高脂血症仏poeshi)マウス(雌､8週令)に①1Ⅹ108cfu/100汁uPBSの菌を尾
静脈投与又は②1Ⅹ109ch/100汁yCMC(カルボキシメチルセルロース)の菌を経口投与した｡尾
静脈投与マウスは①3回/週 Ⅹ3週投与2日後 (11週令)､②3回/週 Ⅹ3週投与3週後 (14

週令)および③1回/週 Ⅹ10週投与1週後 (19週令)に屠殺し､投与回数や期間の影響を検

討した｡経口投与マウスは5回/週Ⅹ3週投与2日後に屠殺した.尾静脈投与のコントロール

には PBSを､経口投与のコン トロールには CMC を授与した｡また､マウスの系統差

(C57BL/6.KOR-Apo-eshlvsBALE/C.KOR-Apo-eshl)も検討した0

2.動脈硬化の発症 ｡進展状況の判定

動脈硬化病変部面積の分析結果から､Pgl'ngl'Vall'S381株､33277棟､ⅠⅠ型線毛TDC60株､
並びにAactl'nomycetemcoml'tansHK1651株の経尾静脈感染群および経口投与群において動
脈硬化の早期発症､促進が認められた｡しかしながらApoeshlマウスは動脈硬化自然発症マウ
スであるため､コントロール群も過令に依存して動脈硬化病変が増大し､19週令では感染群

とコントロ←ル群の差は認められなかった｡対照として用いたS.mutans群はコントロールと
同程度の病変を示 した O 系統差については､C57BL/6.監OR-Apo-eshlの動脈硬化巣は

BALB/C.KORTApo-eshlに比較して重度であったが､無病変の個体から､大動脈の約 30%に病変

が認められる個体もあり､病変進展度に大きな個体差が認められた｡一方､BALE/C.監OR-Apo-eshl

においては全ての個体で病変が認められ､個体間のばらつきも僅かであった｡

3.病原菌の検出
血液並びに病変組織からDNAを抽出し､歯周病原菌特異的プライマーを用いてPCRを行っ

た｡血液サンプルにおいては､P.gingivalJ.S経口感染群の3/6,尾静脈感染群の516が陽性を
示した(11週令)が､14週令では陽性は認められなかった｡また､病変組織のサンプルにおい

ては､いずれの週令のマウスも陰性であった｡

4.骨吸収の測定

P.gingl'valis経口感染群において骨吸収の促進が認められた.

5.炎症性サイ トカイン及び接着因子の測定

動脈硬化の誘発には炎症性サイ トカインや接着因子が深 く関係 していることから､P

gl'ngivBlis感染がこれらの因子発現にどのように影響を与えているかを ProteinarTay及び
ELISAにて検討した.11週令ではI/selectin､14週令ではGCSF,GM-CSF,IFNγ,Ⅰし6,
IL13,RANTES,TNT-α,VEGFおよびⅠし 8の増加が認められた.

以上の結果から､Pgl'ngl'vah'B等の歯周病原性細菌は炎症性サイ トカインや接着因子の発現増加を
介して､動脈硬化の進展に寄与しているものと推測された｡



【別紙様式 8】
課題番号 個 OT-09

6注 :課題番号を記入してくださ

い｡平成 19年度 学術研究助成金実績報

告書平成 20 年 4 月 1

1日氏 名 山

仁所属 ･資格 松戸歯学部 ･ 専任講師日 本 大 学 総 長

殿下記のとおり報告いたしま



[実績報告書8-2]

部科校名 :松戸歯学部 氏名 :山本

仁6 研究の結果 (総合研究の研究代表者は,4,000字以上記入してください

Q)歯の形態形成は上皮一間葉相互作用により行われる｡マウス臼歯では膏状期前期まで歯の形

態形成能は上皮組織にあるが､それ以降では上皮組織からのシグナルを受け取った間葉組織が歯の

形態形成能を持つようになる｡しかし歯性間葉組織は上皮組織からのシグナルをリセットされても

､歯冠形成能を有することが報告された1.これは歯性間葉組織が上皮組織からのシグナルが無く

ても潜在的に歯冠形成能を有していることを示している｡従って歯性間葉組織が発生のどの段階で

､どのように歯冠の形成能を獲得したのかが疑問となる｡一方､歯性間葉組織は歯冠以外の構造､

すなわち歯が機能するために必要な歯根を含めた歯周組織などの構造を形成する能力を有するの

かについても明らかにする必要がある｡そこで本研究の最初のステップとして､上皮組織からの情

報をリセットされた歯性間葉組織が歯冠以外の構造の形態形成能を有するかについて検索を試みた

｡実験には胎生 13.5日のマウス下顎第一臼歯歯腔を用いた｡この時期の歯腔は膏状期後期であり

､歯の形成能は上皮組織から間葉組織-と移っている｡ 酵素処理により歯腔の上皮部分と間葉部分

を分離し､間葉部分の細胞を単細胞化した後に再集合させ､もとの上皮部分とrecombinationしてか

ら､一日培養し､その後マウス腎臓被膜下に移植 したO移植 6週間後にホストマウスを屠殺し､4%

パラフォルムアルデヒド溶液で固定し､適法に従ってパラフィン切片を作成し､-マ トキシリン｡

エオジン染色を施した｡また試料の一部は実体顕微鏡観察後樹脂包埋をして研磨標本を作製し､走

査型電子顕微鏡観察に供した｡その結果､移植 6週後には歯根象牙質､セメント質が形成されてい

るほか､歯根を支えるように存在する骨組織 (歯槽骨)やセメント質と歯槽骨の間に歯根膜主線維

を含んだ歯根膜が形成されていた｡さらに歯槽骨と連続して､造血機能を有していることを推測さ

せる骨髄を含んだ骨組織 (顎骨)が形成されていた｡これらを詳細に観察すると､セメント質は1'12VI

voと同様に根尖部で肥厚していたほか､セメント質と歯槽骨には歯根膜主線雄と連なるシャーピ

ー線維が観察された｡角化した重層京平上皮がこれらの組織を覆うように存在したが､上皮が歯に

付着している部分は付着上皮様の構造を示した｡歯と歯周組織を形成する細胞は､歯肉の上皮を除

きすべて歯腔から分化するoこれらの細胞の分化は上皮一間葉相互作用により行われることに他な

らない｡本実験は上皮組織からのシグナルを失った間葉組織を歯の形態形成能を失った上皮組織と

結合して1nvl'voと同様の歯と歯周組織を得たことを示しており､歯性間葉組織は上皮組織からの

シグナルをリセットされても､潜在的に有している性質として､歯と歯周組織の形成能を持つこと

を表している.さらに歯性間葉組織は 1'nvl'voでは歯陸が形成しない顎骨部分 (1'DVl'voでは膜性

骨化により形成される部分)をも形成したことから､骨および骨髄組織-と分化する未分化間葉細

胞を含んでいることが示唆された｡今後は歯と歯周組織が形成される過程で上皮組織と間葉組織に

どのような遺伝子発現のカスケー ドがあったのかを明らかにする必要がある｡また歯以外に分化し

た組織 (皮膚など)の間葉組織を歯の形成能を失った歯性上皮部分とrecombinationすると歯以外

の構造 (皮膚など)が作られる2が､歯以外の組織に分化する前の間葉組織と歯の形成能を失った

歯性上皮部分のrecombinationについては報告されていない｡現在､上記実験の結果について論文

に纏めており､平行して歯性間葉組織がどの時期に歯と歯周組織の形態形成能を獲得するのかに

ついて､発生初期の胎仔を用いて検索してい

る｡1)YamamotoH,ElmEJ,ChoSW,JungHS:Analysisoftoothformationbyreaggregateddentalmesenchy

me&ommollSeembryo,JoumalofElectronMicroscopy,52:559-566,200

3.2)KollarEJ,BairdGR:Tissueinteractionsinembryonicmousetoothgerms,II.Theinductiveroleoft

hedentalpapilla,JournalofEmbryologyandExperimentalMorphology,24:173-I86,I97



【別紙様式 8】
課題番号 07-09

7注二課題番号を記入してくださ

い｡平成 19年度 学術研究助成金実績報

告書平成 20 年 4 月 15

日氏 名 辻本

恭久所属 ･資格 松戸歯学部 ･ 准教授日 本 大 学 総 長

殿下記のとおり報告いたします



[実績報告書8-2]

部科校名:松戸歯学部 氏名 :辻本 恭

久6 研 究 の結果 (総合研究の研究代表者は,4,000字以上記入してください｡)

結

果GeneTipによる遺伝子解

析H202作用後 lhおよび3h後の遺伝子変動において,H202群では,炎症に関与する遺伝子

群桝ト kB,Ⅰ鼠-4;～☆ⅠL-6,tPAetc)の増加が数多く認められた｡同様に､抗酸化ストレスおよび分子シ

ャペロンに関与する遺伝子群の増加が認められた

｡mRNAの発

現GeneTipの解析データに基づき,刺激後､1､3h後の細胞における5倍以上の変動が認めら

れた遺伝子に対して､mRNA発現量をRealtimePCR法およびRrPCR法を用いて解析を行った

｡NF-kB,Ⅰし4,IL6,tPA (組織型プラスミノーゲンアクチベータ)のmRNA量は､H202群にお

いて,有意に増加が認められ､コントロール群とH202群との問に有意差が認められた

｡PA活性の測

定次に､PAの活性に着目し､検討をおこなったところ､コントロール群では,活性は認められな

かったのに対し,H202群では,経時的に活性の上昇が認められた.H202刺激後 12h後以降,コン

トロール群とH202群との間に有意差が認められた

.以上の結果から､H202刺激後の歯肉の炎症には､Ⅰし4､IL-6､tPAから誘導されたpA活性の

上昇が関与していることが示唆された｡今後､活性酸素種による炎症性カスケードを明らかにする

ことで､歯肉における炎症のメカニズムが解明できるものと考えてい



【別紙様式 8】
課題番号 個OT-09

8注 :課題番号を記入してくださ

い｡平成 19年度 学術研究助成金実績報

告書平成 20 年 4 月 1

4日氏 名 ･橋 爪 英 城 ,

㊨所属 ･資格 松戸歯学部 ･専任講師日 本 大 学 総 長

殿下記のとおり報告いたしま



[実績報告書8-2]

部科校名 :松戸歯学部 氏名 :橋 爪 英 城

6 研究の結果 (総合研究の研究代表者は,4,000字以上記入してください｡)

プラスミノーゲンープラスミン系は炎症部位における細胞外マ トリクスの破壊 (タンパク溶解)に

重要な役割を果たしている｡プラスミンの産生はプラスミノーゲンアクチベーター (PA)によるプラ

スミノーゲンの活性によるもので､PAの発現は生体内の各種細胞における炎症の指標として多くの研

究に利用されている｡PAには細胞膜表面に存在するUrokinase-typePA (UPA)と細胞外に分泌され

るTi苧Sue･tyPePA (tPA)が存在し､uPAが腫癌細胞の増殖に関わるのに対し､tPAは炎症局所にお

けるコラグーナ-ゼとして組織破壊に関わる｡そこで本研究において我々はPA-plasmin系をヒト歯髄

の炎症モデルとして用い､炎症性サイ トカインのTNF-αとプロテインキナーゼC(PKC)アクチベー

タがヒト歯髄培養細胞 (HOP:HumanI)entalPulpcells)におけるPA活性に及ぼす影響を検討した

ところ以下の結果を得た｡

【uPA分泌】

1) TNF-α (long/ml)をHDPに作用させたところ培養上清中の PA活性を上昇さ

せた｡また上清中の活性は抗uPA抗体による免疫沈降で完全に抑制された.以上のことから

TNF-αはuPAの分泌にかかわりPA活性の大半はuPAによるものであることが明らかになった｡

2) PKCアクチベータの phorboト12-myristate-13-acetate(PMA)とPKCインヒビターの

Ro31-8220がPA分泌に及ぼす影響を検討した｡PMAを10時間HDPに作用させたところ培養

上清中のPAの活性が明らかに上昇し､抗uPA抗体で抑制された｡またRo31-8220はPMA依

存のPA活性を抑制したが､TNT-α依存のPA活性は抑制しなかった｡以上の結果からTNF-

αとPXCによるPAの活性上昇はそれぞれ異なる機序によるものであることが示唆された｡

さらにTNF-α依存のuPAの分泌はPMAとの相互作用で､相乗的に約 30倍上昇した｡

【uPA合成】

1) TNF-α､PMAによるuPA mRNAの発現をRT-PCR法によって確認したとこ

ろ､TNF-αとPMAはそれぞれuPAmRNAの発現を誘導したが､PMAによる発現レベルは

TNT-αのものよりも低かった｡さらにTNF-α依存のuPAmRNAの発現はPMAを加えても

相乗的な上昇は認められなかった｡

以上の結果から､HDPにおけるPKC活性はuPAmRNAの発現ではなくuPA分泌に関与する

ことが示唆された｡



【別紙様式 8】

注:課題番号を記入してください｡平成 1

9年度 学術研究助成金実績報告書平成 20 年 4 月 11

日氏

名所属 ･資格 べ拶ぎ還鈴 木 英 明松戸歯学部 ･ 講師 (専任扱)日 本 大 学 総 長

殿下記のとお り報告い

たします｡1 種 目 奨励研究 一般研究(個人)/一般研究(共同)/総合研究 注:該当する種目をO

で囲んでください｡2 研究課題経口免疫によるFlt3Ligandを用いた粘膜への抗原特異的

免疫応答の誘導3 研究の目的現在行われているワクチンの投与法は注射によるものが主流であり､
この方法には患者､特にワクチンが必要とされる小児または老人に与える痩痛､医療従事専門者による投与
の必要､強い副作用を起こす可能性があること､また針刺しによる医療事故の可能性があること等の欠点が
ある｡また注射によるワクチンの投与法では､全身系リンパ組織に抗原特異的抗体を誘導することは可能で
あるが､感染病原体侵入の門戸となっている粘膜面に有効な抗原特異的抗体を誘導することができないO-
方 ､経粘膜免疫法によるワクチンの投与では抗原特異抗体が粘膜および全身リンパ組織に誘導されているこ

とが知られている｡そこで､本研究はF托3Ligandgeneを発現プラスミドに組み込んだものを作成 ･使用し､経口免疫法によるその粘膜アジュ
バント効果につい

て検討を行う｡4 研究の概要①プラスミドの精製 :EndoFreePlasmidKits(QIAGEN)を用いて pORF-FIt3LI'
gand(以下 FIt3)を組み込んだ大腸菌を培養し精製する｡精製したプラスミドは制限酵素 (BspH′NheI
)を用い切断し､TAE2% アガロースゲルで電気泳動を行い､それぞれの cDNA

の存在をその分子量にて確認する｡② 免疫 :C57BL/6マウスに抗原としてOVA(100LJg)､アジュバントとしてプラスミ
ド(50Ljg)の混合液(250LJI)を用いて経口免疫を行

い､免疫は週 1回おきに4回行う｡③ ovA特異的抗体の検出 :Ftt3とOVAを経口免疫したマウスの血清お
よび糞便における各アイソタイプの抗原特異的抗体価(IgM,G,A)を ELISA法にて測定する｡またOVA特異
的抗体産生細胞 (牌臓､バイエル氏板､小腸固有粘膜層から分離したリンパ球)の各アイソタイプの抗原特異的抗体価(IgM′G′A)を E

LISPOT法にて測定する｡5 研究組織 (共同研究 ･総合研究の

み該当します)･研究代表

者･研究分担者 (役割分担

)※ホームページ等での公開の ( ･否) いずれかを○で囲んでくださいO否の場



[実績報告書8-2]

部科校名 :松戸歯学部 氏名: 鈴 木 英

明6 研 究の結 果 (総合研究の研究代表者は,4,000字以上記入してください｡

)C57BL/6マウスに抗原としてOVAを､アジュバントとしてFIt3LigandのcDNAを組み込んだFLプラ
スミド(PFL)を用いて経口免疫を行い､その粘膜アジュバント効果について検討を行った結果､以下の知見
が得られた

｡OVA特異的抗体の検

出1)血清中におけるIgA′IgG′IgM抗
体価全身系組織の免疫応答を反映している血清中の OVA特異抗体価を ELISA法にて測定した｡その結果

､全ての群で経口免疫を1回行ってから 14日後からIgM抗体が検出され､経口免疫開始28日にはIgG､Ig
A抗体共に顕著な上昇が認められた｡(図

1)2)粘膜面分泌液中のIgA(sJgA)航
体価経口免疫により粘膜面における抗原特異的免疫応答が効果的に誘導されているかどうかを検出する

ために､糞便抽出液中の抗oVAIgA抗体価を ELISA法にて測定したO糞便抽出液中の粘膜分泌液中には特
異的航体価 (S-IgA)の上昇が確認された｡(図

2)3)OVA特異的抗体産生細胞数の
測定牌臓､バイエル氏板､ 小 腸固有粘膜層から分離したリンパ球 にOVA特異AFCが誘導されているかど

うか確認するために､各リンパ組織より細胞を分離LOVA特異ELISPOT法を用いて測定した｡その結果､
バイエル氏板､小腸国有粘膜層においてOVA特異IgA及びIgGAFCの増加が確認できた｡(図3-

5)以上の結果から､pFLを粘膜アジュバントとして経口免疫を行うとOVA特異的抗体反応を全身系と粘膜
面の両リンパ組織に有効に誘導させる事が示された
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【別紙様式 8】
課題番号 個OT-10

0注:課題番号を記入してくださ

い｡平成 19年度 学術研究助成金実績報

告書平成 20 年 4 月 1

4日氏 名 姐 且 二 二

霧 妄所属 ･資格 松戸歯学部 ･准教授日 本 大 学 総 長

殿下記のとおり報告いたしま



[実績報告書8-2]

部科校名 :松戸歯学部 氏名 :小林

平6 研 究の結果 (総合研究の研究代表者は,4,000字以上記入してくださいQ

)平成 19年6月 28日に松戸歯学部倫理委員会に研究計画の申請を行い､承認を受けた｡その後患者

説明用のパンフレットの作製を行い､被験者の募集を行っているが､現在までのところ3名にとどまっ

ているOインプラントオーバーデンチャーに対する患者の意識も低いため､本年度からはまず､下顎無

歯顎で来院される患者に､説明用パンフレットを配り無作為に意識調査のアンケー トを行う予定であ


